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既
存
の
遊
園
地
と
は
少
し
内

容
を
異
に
し
た
も
の
と
し
て
、

ま
た
新
日
鉄
側
が
初
め
て
A

M
産
業
に
参
入
し
た
事
業
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

同
闘
は
新
日
鉄
が
米
国
ス

ペ
ー

ス
キ
ャ

γ
プ
財
団

(ア

ラ
パ
マ
州
ハ
ソ
ツ
ピ
ル
)
と

八
七
年
十
二
月
に
契
約
、
日

本
で
の
「
ス
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン

プ」

の
独
占
的
実
施
権
を
獲

得
し
、
同
施
設
を
核
と
す
る

パ
!
ク
を
八
幡
製
鉄
所
の
遊

休
地
に
建
設
す
る
べ
く
、
八

八
年
七
月
に
新
日
鉄
グ
ル

ー

プ
を
中
心
と
し
て
福
岡
県
や

北
九
州
市
な
ど
地
方
自
治
体
、

商
社
、
銀
行
、
企
業
の
出
資

に
よ
る
第
三
セ
ク
タ
ー

「
附

ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
」
を
設

立
、
約
三
百
億
円
を
投
資
し

建
設
し
た
も
の
。
な
お
土
地

に
つ
い
て
は
新
日
鉄
か
ら
の

借
地
と
い
う
形
に
な
っ
て
い

る
。
年
間
入
園
者
数
は
ニ
百

万
人
、
売
上
高
は
百
四
十
億

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

総
面
積
は
約
三
十
三
万
平

方
幻
あ
り
、

「
ス
ペ
ー
ス
牟

ヤ
ソ
プ
」
を
含
む
パ
ピ
り
オ

ソ
が
六
館
、
遊
園
施
設
が
六

セ
ガ
社
運
営
ゲ

l
ム
場

、
ァ
ミ

ュ
ー
ズ
れ
』
と
泉
織
運

営
「
ス
ペ
ー
ス
コ
ー
ス
タ
ー」

の
ホ

l
ム
な
ど
の
外
観

左
の
写
真
は
「
ス
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
L

に
設
置
さ
れ
て

い
る
宇
宙
飛
待
士
の
訓
練
を
行
な
う
各
掴
慢
の
後
録
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三目見

機
種
、
ゲ
i
ム
場
、
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
広
場
、
実
物
大
の
ス

ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
の
模
型
、

六
つ
の
飲
食
屈
と
四
つ
の
み

や
げ
物
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
、

広
大
な
敷
地
に
ゆ

っ
た
り
と

按
配
さ
れ
て
い
る
。

な
お
パ
ピ
り
オ
ン

γ
サ
l
付
き
)
以
外
は
委
託

運
営
と
な
っ
て
お
り
、
遊
園

施
設
は
泉
陽
興
業
側

(本
社

大
阪
、
山
間
三
郎
社
長
)
、

ゲ
l
ム
場
は
附
セ
ガ

・
エ
γ

タ
!
プ
ラ
イ
ゼ
ス

(本
社
東

京
、
中
山
隼
雄
社
長
)
が
そ

れ
ぞ
れ
運
営
し
て
い
る
。

な
お
同
閣
の
入
園
料
は
大
人

千
八
百
円
と
な
っ
て
い
る
。

泉
陽
運
営
に
よ
る
遊
園
施

設
は
ロ

l
歩
|
コ
ー
ス
タ
ー

や
メ
リ
l
ゴ
l
ラ
γ
ド
な
ど

六
機
種
だ
が
、
同
閣
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
宇
宙
感
覚
の
装

飾
を
施
し
機
種
名
も
変
え
て

い
る
。セ
ガ
社
運
蛍
ゲ
l
ム
場
は

「
ア
ミ
ュ
ー
ズ
幻
」
で
、
こ

れ
も
外
観
、
内
装
を
宇
宙
感

覚
に
し
て
い
る
。
約
四
百
平

方
れ
の
フ

ロ
ア
に
約
八
十
台

の
機
械
を
設
置
し
、
メ
ダ
ル

ゲ
!
ム
機
以
外
は
ほ
と
ん
ど

カ
l
ド
シ
ス
テ
ム
と
硬
貨
投

入
の
併
用
で
運
営
。
な
お
パ

ピ
リ
オ
ン
「
ス
ペ
ー
ス
ド
ー

ム
」
内
に
も
十
数
台
の
ゲ
ー

ム
機
を
設
置
運
営
し
で
い
る

(
施
設
内
容
は
追
っ
て
詳
報
)
。

嗣
閣
当
初
は
雨
な
ど
で
不

振
が
続
い
た
が
、
嗣
圏
一
カ

月
で
主
催
者
側
は
「
ま
ず
ま

ず
の
入
り
」
と
見
て
い
る
。

新
日
鉄
で
は
同
国
を
「
ひ
と

つ
の
試
金
石
」
と
し
て
い
る

が
、
八
幡
に
活
気
を
取
り
戻

す
と
い
う
地
元
の
強
い
期
待

が
か
か
っ
て
い
る
だ
け
に
、

ム
寸
後
の
運
営
が
注
目
さ
れ
る
。

宇宙

北
九
州
市
八
幡
に
テ
l
マ

パ
l
ク
「
ス
ペ

ー
ス
ワ
ー
ル

ド
」
が
四
月
二
十
二
日
グ
ラ

ン
ド
オ
l
プ
γ
し
た
。
同
国

は
m
H
少
年
向
け
宇
宙
飛
行
士

訓
鯨
施
設

「
ス
ペ
ー
ス
キ
ャ

γ
プ
」
を
核
と
し
た
宇
宙
が

テ
ー
マ
の
パ

l
ク
で
あ
り
、
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(
ス
ポ

圏
内
の
遊
園
施
設
は
泉
陽
が

ゲ
!
ム
場
は
セ
ガ
社
が
運
営

兼
コ
ン
シ

ュ
ー
マ

i
事
業
部

担
当
)
市
川
渓
雄
氏
。

真
鍋
氏
は
昭
和
六
年
九
月

生
ま
れ
。
三
十
二
年
に
中
大

経
卒
。
三
十
九
年
十
月
に
胸

中
村
製
作
所
(
現
ナ
ム
コ
)

入
社
、
四
十
七
年
七
月
に
取

締
役
総
務
課
長
、
同
営
業
部

長
を
経
て
五
十
六
年
六
月
に

営
業
担
当
常
務
、
管
理
、
営

業
部
門
担
当
を
経
て
六
十
年

一
月
に
代
表
取
締
役
、
総
務

部
門
担
当
を
経
て
六
十

一
年

六
月
に
専
務
、
社
長
室
担
当
。

愛
媛
県
出
身
。

市
川
氏
は
昭
和
七
年
五
月

生
ま
れ
。
一一一
十
二
年
に
東
大

文
卒
。
三
十
七
年
に
池
袋
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ

l
ク

・
総
務

課
長
、
四
十
六
年
に
側
ア
メ

リ
カ
屋
靴
庖

・
フ
ラ
ソ
チ
ャ

イ
ズ
事
業
部
長
、
ま
た
側
三

喜
の
顧
問
。
五
十
年
十
月
に

胸
中
村
製
作
所
に
顧
問
と
し

て
入
社
、
五
十
五
年
八
月
に

取
締
役
、
管
理
会
計
部
長
を

経
て
、
五
十
六
年
六
月
に
管

理
担
当
常
務
、
社
長
室
、

ロ

ボ
ッ
ト
事
業
、
圃
際
科
学
技

術
博
な
ど
の
担
当
を
経
て
六

十
一
年
六
月
に
代
表
取
締
役
、

六
十
三
年
六
月
に
専
務
、
企

画
事
業
室
担
当
、
さ
ら
に
コ

ソ
シ
ュ

l
マ
1
事
業
担
当
を

兼
任
。
東
京
都
出
身
。

ナ
ム
コ
が
ト

ッ
プ
支
替
を
内
定

判
会
長
、

経
営
は
集
団
指
導
体
制
へ

、
副
社
長
に
は
市
川
氏

同
国
の
基
本
コ

γ
セ
プ
ト

は
エ
デ

ュ
ケ
l
シ
ョ

γ
と
エ

ソ
タ
l
テ
イ
メ
ン
ト
の
造
語

ρ

エ
デ
ュ
テ
イ
メ
ソ
ト
。
で
、

ぷ
子
び
な
が
ら
遊
び
、
遊
び

な
が
ら
学
ぶ
H

と
い
う
も
の
。

メ
イ
ン
施
設
の

「
ス
ペ
ー

ス
キ
ャ
ソ
プ
」
は
、
実
際
に

宇
宙
飛
行
士
の
饗
成
に
使
用

さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
機

絡
を
備
え
、
映
像
や
コ
ソ
ピ

ュ
l
タ
ー
な
ど
も
駆
使
し
訓

練
が
行
な
わ
れ
る
も
の
。
予

約
制
で
隣
接
す
る
宿
泊
施
設

に
合
宿
し
、

一
泊
二
日
(
一

万
七
千
円
)
か
ら
三
泊
四
日

(
五
万
円
)
ま
で
の
計
四
コ

ー
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

な
お
一

般
入
場
者
が
同
施
設

内
を
見
学
す
る
砂
見
学
ツ
ア

1
0
(
二
百
円
)
も
あ
る
。

パ
ピ
リ
オ
ソ
の
中
心
は
宇

宙
旅
行
を
テ
l
マ
と
し
た
「
ス

ペ
ー
ス
ド
l
ム
」
。
こ
れ
は

乗
物
に
乗
っ
て
。
宇
宙
ス
テ

!
シ
ョ
ソ
。
へ
行
き
、
そ
こ

か
ら
宇
宙
空
間
へ
の
三
種
類

の
ツ
ア
l
(
コ
ー
ス
タ
ー
、

モ
ノ
レ
ー
ル
、
播
動
式
乗
物

の
い
ず
れ
か
に
乗
る
)
が
用

意
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
直

径
六
十
灯
、
高
さ
三
十
幻
の

巨
大
な
ド
l
ム
状
に
な
っ
て

い
る
。
同
館
を
含
め
各
パ
ピ

リ
オ
ソ
は
宇
宙
に
関
す
る
学

習
的
要
素
を
加
味
し
た
内
容

だ
が
、
す
べ
て
利
用
料
金
(
五

百
円
か
ら
千
円
〉
が
必
要
。

側
ナ
ム
コ
(
本
社
東
京
、

中
村
雅
談
社
長
)
は
五
月
二

日
の
取
締
役
会
で
、
創
業
者

で
あ
る
中
村
社
長
の
会
長
就

任
と
、
其
鍋
正
専
務
の
社
長

昇
格
、
市
川
鴻
雄
専
務
の
副

社
長
就
任
を
内
定
し
、
発
表

し
た
。
六
月
二
十
八
日
に
倒

催
予
定
の
定
時
株
主
総
会
及

び
取
締
役
を
経
て
正
式
に
こ

の
役
員
異
動
は
実
施
さ
れ
る
。

両
社
に
よ
る
と
、
中
村
社

長
は
業
界
団
体
な
ど
外
部
活

動
が
多
忙
で
、
社
内
業
務
を

分
担
す
る
必
要
が
生
じ
て
き

た
の
が
主
な
理
由
。
創
業
三

十
五
周
年
を
楼
に
後
進
に
道

を
穣
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。

同
社
で
は
「
会
長
制
、
副
社
長

制
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ト
ッ
プ
後
継
者
の
養
成
を
図

り
、
円
滑
な
交
代
を
進
め
、

も
っ
て
企
業
の
永
続
的
発
展

を
図
る
こ
と
が
目
的
」
と
説

明
し
て
い
る
。
異
動
予
定
の

三
名
と
も
代
表
取
締
役
で
あ

る
こ
と
に
変
化
は
な
い
。

会
長
(
社
長
)
中
村
雅
哉

氏
、
社
長
(
専
務
、
社
長
室

担
当
)
其
鍋
正
氏
、
副
社
長

(専
務
、
企
業
事
業
室
担
当

n0.381 
1990年6/1

中村雑費量氏

正氏

市川清ま量氏

真鍋
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『
庖
舗
』
解
釈
正
求
め
る

日
本
S
C
遊
園
協
会
(
事

務
局
東
京
、
内
田
博
会
長
、

N
S
A
)
で
は
四
月
二
十
四

日
、
東
京
・
八
重
洲
の
ル
ビ

ー
ホ
l
ル
で
第
十
七
回
理
事

会
を
聞
き
、
新
風
営
法
で
い

う
「
庖
舗
」
解
釈
の
是
正
を

通
じ
て
規
制
対
象
か
ら
脱
す

る
こ
と
を
求
め
る
運
動
を
進

め
る
こ
と
な
ど
審
議
し
た
。

同
理
事
会
に
は
委
任
十
社

を
含
め
二
十
二
社
が
出
席
。

ま
ず
長
崎
屋
尼
崎
庖
の
火
災

(
三
月
十
八
日
)
の
後
、
各

地
の
シ
ョ
ッ
ピ
ソ
グ
セ
ソ
タ

l
(
S
C
)
で
消
防
暑
に
よ

る
指
導
が
強
化
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
情
報
を
集
め

た
。
具
体
的
な
事
例
と
し
て

①
屋
上
テ

γ
ト
の
撤
去
を
求

め
た
、
①
屋
上
出
入
口
の
近

く
か
ら
遊
戯
機
を
移
動
す
る

よ
う
求
め
た
、
①
屋
上
の
両

替
所
(
約
二
坪
)
に
煙
感
知

器
を
取
り
付
け
る
よ
う
求
め

た
ー
ー
な
ど
挙
げ
ら
れ
た
。

S
C
ロ
ケ
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

と
し
て
は
火
災
な
ど
に
対
す

る
安
全
対
策
を
自
主
的
に
進

め
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

新
風
営
法
の
「
庖
舗
」
解

釈
是
正
を
求
め
る
運
動
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯

を
ま
と
め
、
不
当
な
解
釈
に

よ
っ
て
営
業
の
自
由
が
妨
げ

ら
れ
て
い
る
と
す
る
レ
ポ
ー

ト
が
提
出
さ
れ
、

「
庖
舗
」

解
釈
の
是
正
を
通
じ
て

S
C

ロ
ケ
(
プ
レ
イ
ラ
ン
ド
)
は

庖
舗
で
は
な
く

「区
画
施
設
」

で
あ
り
、
新
風
営
法
に
よ
る

規
制
か
ら
除
外
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
ー
ー
と
の
運
動
を
進

め
よ
う
と
す
る
も
の
。
レ
ポ

ー
ト
自
体
は
宮
原
久
常
務
が

法
制
委
員
会
の
真
鍋
正
委
員

長
と
相
談
し
て
作
成
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、

S
C
遊

園
協
会
が
そ
も
そ
も
「
八
号

営
業
」
の
対
象
外
と
な
る
と

考
え
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
対
象
と
な
る
危
機
が

迫
っ
た
こ
と
か
ら
結
成
さ
れ

た
こ
と
、
そ
の
後
五
年
経
つ

が
S
C
ロ
ケ
の
三
五
%
が
許

可
対
象
と
し
て
規
制
さ
れ
て

お
り
改
善
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
、
大
規
模
小
売
庖
舗
が
大

庖
舗
法
の
緩
和
に
一
ホ
さ
れ
る

よ
う
に
今
後
さ
ら
に
活
発
に

展
開
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
付
帯
筋
設

と
し
て
の

S
C
ロ
ケ
へ
の
規

制
が
障
害
に
な
っ
て

い
る
こ

ω年
N
E
S
最
優
秀
ソ
フ
ト
は

『

T
M
N
T』

7
部
門
中
テ
ク
モ
は

3
部
門
受
賞

ロH
f

川

米
国
任
天
堂

(
一
一
ツ
テ
ン

年一

ド
l
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
社
、

o一
本
社
ワ
シ
ン
ト
ン
州
レ
ッ
ド

ゆ一

モ
ソ

卜、

荒
川
実
社
長
)
が

1
一
展
開
し
て
い
る

N
E
S

(
ニ

ソ
テ

γ
ド
l

エ
γ
タ
テ
イ

メ
ソ
卜
・
シ
ス

テ
ム
)
の
プ

レ
イ
ヤ
ー
向
け
の
雑
誌
「
ニ

ゲームマシン第381号1990年6月1日( 3 ) 

ー• 

γ
テ
ン
ド

i
・
パ
ワ

l
」
(
米

国
任
天
堂
が
発
行
)
で
、
八

九
年
中
の
優
秀
な

N
E
S
ソ

フ
ト
の
投
票
結
果
が
こ
の
ほ

ど
発
表
さ
れ
、

コ
ナ
ミ
工
業

の
「
T
M
N
T」

(
タ
ー
ト

ル
ズ
)
が
最
優
秀
ソ
フ
ト
に

選
ば
れ
た
。

• • 
と
、
以
上
の
こ
と
か
ら
今
後

一、

二
年
の
聞
に
規
制
緩
和

を
実
現
し
よ
う
と
ま
と
め
て

いヲ令
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
法

改
正
に
関
す
る
五
十
九
年
四

月
二
十
三
日
付
の
警
察
庁
と

通
産
省
と
の
覚
書
、
同
五
月

八
日
の
警
察
庁
保
安
課
・
三

島
和
夫
課
長
補
佐
の
講
演
内

容
を
引
用
、
問
題
発
生
の
お

そ
れ
は
な
い
の
で
規
制
対
象

外
と
の
認
識
だ
っ
た
と
し
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
五
十
九
年

こ
れ
は
同
誌
が
昨
年
か
ら

実
施
し
て
い
る

「
ニ
ソ
テ
ン

ド
1
・
パ
ワ

l
・
ア
ワ
l
ズ

(
賞
)
」
で
、
八
八
年
の
年

間
最
優
秀
ソ
フ

卜
は
任
天
堂

「
ザ
・
ア
ド
ベ
ソ
チ
ャ

l
・オ

プ

・
リ
シ
ク
(
リ
ソ
ク
の
官

険
)
」
だ
っ
た
。
今
回
の
八

九
年
ベ
ス
ト
ソ
フ
ト
(
七
部

門
)
は
次
の
と
お
り
で
三
部

門
を
テ
ク
モ
が
獲
得
、
二
部

門
を
カ
プ
コ
ン
が
獲
得
し
た
。

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
&
サ
ウ
ン

ド
部
門
H
カ
プ
コ
ソ
「
メ
ガ

A
O
U
支
部
活
動
の
先
頭
切
っ
て

北
海
理
東
北
地
区
協
が
発
足

と
り
あ
え
ず
正
副
会
長
選
任
、
技
術
研
修
会
検
討

第三綾部俊物jjg可

A
O
U
の
支
部
の
ひ
と
つ

で
あ
る
「
北
海
道

・
東
北
地

区
協
議
会
」
の
会
合
が
四
月

十
八
日
、
仙
台
の
作
並
温
泉

で
聞
か
れ
、
社
団
法
人
と
な

っ
た

A
O
U
の
支
部
活
動
の

先
頭
を
切
っ
た
。
同
協
議
会

の
初
会
合
に
は
、
青
森
、
秩

回
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の

各
県
協
代
表
や
役
員
ら
二
十

三
名
と
A
O
U
本
部
か
ら
梅

原
靖
三
会
長
、
森
武
美
常
務

が
出
席
し
た
。

地
元
で
こ
の
会
合
を
担
当

し
た
宮
城
県
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
卜
マ
シ
ン

・
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
協
会
の
佐
久
間
正
則
会
長

は
、

「こ
の
地
区
協
議
会
で

は
全
道
県
の
協
会
が

A
O
U

に
加
入
し
た
。

A
O
U
の
主

旨
を
理
解
し
、
業
界
発
展
の

た
め
協
力
し
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。

A
O
U
の
梅
原
会
長
は
、

「
社
団
法
人
と
な
り
A
O
U

は
業
界
の
た
め
意
見
を
確
実

に
反
映
で
き
る
よ
う
運
営
し

て
い
き
た
い
。
組
織
、
財
政

の
規
模
が
小
さ
く
と
も
、
内

容
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
努
力

す
る
。
六
月
に
総
会
を
聞
く

ほ
か
、
秋
に
は
講
演
会
な
ど

を
兼
ね
た
会
合
を
予
定
し
て

い
る
。

A
O
U
の
現
在
の
財

源
は
過
渡
的
で
あ
り
、
将
来

は
独
自
の
財
政
基
盤
を
持
つ

よ
う
に
す
る
考
え
だ
」
な
ど

述
べ
、
挨
拶
に
代
え
た
。

会
合
で
は
、
佐
久
間
氏
を

議
長
に
選
出
、
次
の
と
お
り佐久間正則氏

議
事
を
進
め
た
。
ま
ず
「
地
し
、
十

一
月
ご
ろ
開
催
、
宮

区
協
議
会
」
に
関
す
る
規
程
城
県
協
が
担
当
す
る
こ
と
が

に
つ
い
て
森
氏
が
説
明
、

北

了

承
さ
れ
た
。

海
道
・
東
北
地
区
で
の
協
議
再
び
地
区
協
議
会
の
議
題

会
の
構
成
員
(
定
数
十
四
名
)
と
な
り
、
事
務
局
を
宮
城
県

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

，協
内
に
置
く
、
各
道
県
協
の

北
海
道
協
が
欠
席
し
て
い
る
会
長
で
実
行
委
員
会
を
作
り

こ
と
な
ど
か
ら
、
各
協
会
の

代
表
者
以
外
の

一
名
に
つ
い

て
は
四
月
中
に
も
決
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。

た
だ
地
区
協
議
会
の
正
副

会
長
人
事
に
つ
い
て
は
、
一

昨
年
の
合
同
会
議
で
選
出
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
再
任

す
る
形
で
次
の
と
お
り
選
任

し
た
。
会
長
U
佐
久
間
正
則

氏
、
副
会
長

l
田
中
亀
雄
氏

(北
海
道
協
)
、
松
田
修
氏

(
山
形
県
協
)
。

地
区
協
議
会
の
事
業
と
し

て
「
技
術
研
修
会
」
が
議
題

に
あ
り
、
羽
生
勲
氏
(
宮
城

県
協
)
が

「
ロ
ケ
現
場
の
者

同
士
が
交
流
で
き
る
場
と
し

て
実
施
し
た
い
」
と
提
案
。

A
O
U
の
梅
原
会
長
は

「
A

O
U
で
研
修
委
員
会
の
設
置

を
予
定
し
て
お
り
、
問
委
員

会
の
第

一
回
活
動
を
当
地
で

実
現
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
」

と
述
べ
た
。
こ
の
件
に
つ
い

て
は
松
田
氏
を
笑
行
委
員
長

に
選
任
し
、
具
体
化
を
進
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
東

北
地
区
で
の
「
指
導
員
養
成

講
座
」
開
催
は
今
年
行
な
わ

な
い
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

韓
国
ロ
ッ
テ
ワ
ー
ル
ド
へ

の
研
修
旅
行
を
宮
城
県
協
が

六
月
ご
ろ
実
施
す
る
予
定
に

な
っ
て
お
り
、
参
加
希
望
者

を
募
っ
た
。

議
題
に
あ
っ
た
「

A
O
U

秋
の
臨
時
総
会
」
は
総
会
で

は
な
く
懇
親
会
な
ど
を
兼
ね

た
会
合
と
す
る
こ
と
で
了
承

十

一
月
七
日
の
新
風
営
法
施

行
令
で
、
大
規
模
小
売
庖
の

中
の
「
庖
舗
」
は
規
制
対
象

に
な
る
と
し
、
さ
ら
に
六
十

年
一
月
二
十
九
日
の
新
風
営

法
解
釈
基
準
に
基
づ
き
、
「
庖

舗
」
む

「
区
画
施
設
」
に
お

い
て
も
い
わ
ゆ
る

「
一
O%

基
準
」
が
採
用
さ
れ
、
各
地

の
S
C
ロ
ケ
で
明
ら
か
に
区

画
施
設
と
し
て
対
象
外
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
規

制
対
象
と
さ
れ
、
風
営
許
可

を
取
得
す
る
よ
う
指
導
さ
れ

る
ケ
l
ス
が
相
次
い
だ
。

S
C遊
園
で
は
、
①
営
業

時
聞
が
キ
l
テ
ナ
ン
ト
と
同

じ
、
①
外
部
に
直
接
通
じ
る

出
入
口
が
な
い
、
①
売
上
金

が
キ
l
テ
ナ
ン

ト
の
会
計
に

L

収
納
さ
れ

る
、
な
ど

の
条
件
に

合
う
S
C

ロ
ケ
は
法

第
二
条
第

一
項
第
八

号
の

「
随

伴
す
る
施

設
」
に
該

当
す
る
、

と
定
義
し

て
い
る
。

同
理
事
会

は
こ
れ
ら

を
了
承
し
、

国
会
(
と

く
に
参
院

ム ー
上の写真はsc遊園第17団理事会(4月24日)のようす

_...._._ 
止

〆

マ
ン

H
」
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
部

門
H
H
テ
ク
モ
「
ニ
ン
ジ
ャ
ガ

イ
デ
ン
」
(
忍
者
龍
剣
伝
)
、

テ
l
マ
&
フ
ァ
ン
部
門
H

コ

ナ
ミ

「
T
M
N
T」
、
プ
レ

イ
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
部
門

1
カ

プ
コ
ン

「
メ
ガ
マ
シ

H
」
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
部
門

1
任
天

堂
「
ゼ
ル
ダ
の
冒
険
」
、

エ

ン
デ
ィ
ソ
グ
部
門
H

テ
ク
モ

「ニ

ン
ジ
ャ
ガ
イ
デ
ン
」
、

。
プ
レ
イ
ヤ
ー
対
プ
レ
イ
ヤ
ー

部
門
H
H
テ
ク
モ

「テ
ク
モ
ボ

ウ
ル
」
。

• • 

今
後
の
運
営
、
活
動
に

つ
い

て
検
討
す
る
l
|の
二
点
が

承
認
さ
れ
た
。
梅
原
氏
は
、

地
区
協
議
会
の
活
動
に
財
政

的
補
助
(
十
l
二
十
万
円
程

度
)
を
行
な
う
予
定
が
あ
る

と
説
明
し
て
い
る
。

会
議
終
了
後
、
特
別
講
演

と
し
て
タ
イ
ト
!
の
大
槌
正

道
専
務
が

「
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ

ソ
卜
業
界
の
展
望
」
と
題
す

る
講
演
を
行
な
っ
た
。
そ
の

後
は
懇
親
会
が
聞
か
れ
た
。

A
M
業
界
の
展
望

側
タ
イ
卜
l
(本
社
東
京
、

長
谷
川
桂
祐
社
長
)
の
大
植

正
道
専
務
は
、
四
月
十
八
日

に
仙
台

・
作
並
温
泉
で
聞
か

れ
た

A
O
U
の

「
北
海
道

・

東
北
地
区
協
議
会
」
の
初
会

ム
口
で
、
「
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ソ

ト
業
界
の
展
望
」
と
題
す
る

特
別
講
演
を
行
な
っ
た
。
そ

の
要
旨
は
次
の
と
お
り
。

|

|

「
A
M
業
界
は
今
フ

ォ
ロ

ー
の
風
が
吹
い
て
い
る

が
明
日
は
.
と
う
な
る
の
か
と

い
う
不
安
や
心
配
が
多
い
。

予
想
は
短
期
で
は
当
て
難
い

が
、
長
期
で
は
だ
い
た
い
当

た
る
。
仕
事
の
ポ
イ
ン
ト
は

長
期
見
と
お
し
を
頭
に
入
れ

て
、
短
期
戦
略
で
と
ら
え
て

い
く
こ
と
に
あ
る
。
タ
イ
ト

ー
で
は
中
期
の
三
!
五
年
計

画
に
立
っ
て
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
を
作
り
、
次
第
に
整
備
し

て
い
く
よ
う
に
し
て
い
る
」

「今
、
四
回
自
の
情
報
革

命
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い
る
。

人
聞
が
言
葉
を
話
し
た
一
回

目
、
文
字
を
作
っ
た
こ
回
目、

印
刷
機
が
発
明
さ
れ
た
三
回

目
に
続
い
て
、
四
回
目
は
通

信
と
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
が
結

び
つ
き
、
世
界
が
ひ
と
つ
に

な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
一

方、

我
々
は
若
い
人
と
同
じ
世
界

地
行
委
・
風
俗
営
業
に
関
す

る
小
委
員
会
)
お
よ
び
関
係

省
庁
に
対
し
働
き
か
け
る
方

針
を
確
認
し
た
。

以
上
の
ほ
か
同
理
事
会
で

は
、
一
九
=
二
年
十
一
月
に

浅
草
松
屋
の

「
ス
ポ
ー
ツ
ラ

ソ
ド
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
こ

と
か
ら

HS
C
遊
園
六
十
周

年
。
の
記
念
行
事
を
今
年
十

一
月
一
日
に
行
な
う
こ
と
に

し
、
そ
の
た
め
の
実
行
委
員

会
(
駒
弁
徳
造
委
員
長
)
を

設
置
し
た
。
九
月
初
旬
に
予

定
し
て
い
る
例
会
な
ど
の
行

事
予
定
を
確
認
し
た
。

五
年

以
上
の
役
員
を
対
象
と
す
る

「
表
彰
規
定
」
を
決
定
、
そ

の
他
の
規
定
を
検
討
し
た
。

ま
た
糊
グ
ロ

ー
バ

ル
電
子
工

業
、
北
山
産
業
側
の
入
会
が

承
認
さ
れ
た
(
日
本
科
学
遊

園
側
は
手
続
き
が
済
み
次
第

入
会
が
承
認
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
)
。

特
許
・
実
用
新
案

出
願
公
告
・
公
開

(
4
月
日

1
5月
9
日
)

特
許
庁
に
出
願
さ
れ
た
特

許
お
よ
び
実
用
新
案
の
公
告

な
い
し
公
開
の
最
新
分
で
、

A
M
業
界
関
連
の
も
の
は
次

の
と
お
り
。
記
事
内
容
は
、

公
告
/
公
開
の
日
付
、
発
明

/
考
案
の
名
称
、
出
願
人
、

公
告
/
公
開
番
号
、
出
願
番

号
の
順
に
掲
載
。
な
お
品
切
は

審
査
請
求
の
あ
っ
た
も
の
を

示
し
て
い
る
。
具
体
的
な
内

容
に
つ
い
て
は
、
各
地
の
発

明
協
会
な
ど
に
お
間
合
わ
せ

下
さ
い
。

実
用
新
案
出
願
公
告

五
月
九
日
H
H

「
出
口
側
に

首
振
機
構
を
組
み
つ
け
た
レ

ジ
ャ
ー
用
大
型
ス
ラ
イ
ダ
ー
」
、

鮒
石
井
鉄
工
所
(
東
京
)
、

2
1
1
6
7
8
1
、
ω
1
1

8
6
7
2
6
0

「
レ
ジ
ャ

ー

に
浸
っ
て
い
る
が
、
若
い
人

の
よ
う
な
ユ
ー
モ
ア
遊
び
を

持
っ
て
い
な
い
。
タ
イ
ト
!

の
今
年
の
新
入
社
員
(
二
百

四
人
)
の
話
で
気
付
い
た
こ

と
だ
が
、
夜
の
十
二
時
、

一

時
に
活
動
す
る
夜
行
性
が
強

く
、
若
い
人
に
合
わ
せ
よ
う

と
す
る
と
夜
行
性
に
な
ら
ざ

る
を
え
な
い
。

ま
た
、
こ
れ

か
ら
は
女
性
(
と
く
に
既
婚

の
)
の
職
場
進
出
が
盛
ん
に

な
る

(総
就
業
人
口
の
三
O

%
に
な
る
)
と
見
ら
れ
て
い

る。

若
い
女
性
は
男
性
よ
り

遊
び
が
上
手
で
あ
り
、
女
性

に
テ
l
マ
を
与
え
企
画
さ
せ

る
と
い
い
も
の
が
出
来
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
」

「
タ
イ
ト
ー
で
は
ゲ
i
ム、

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
と
い
う
言

葉
は
禁
句
で
、

A
M
ス
テ
ー

シ
ョ
ン、

A
M
ス
ト
ア
と
し

た
場
合
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
が
、
湧
く
か
、
イ
メ
ー
ジ
か

ら
内
容
を
変
え
て
い
く
よ
う

に
し
て
い
る
。
行
動
を
考
動
、

労
働
を
朗
働
と
考
え
さ
せ
る

な
ど
し
て
い
る
。
う
ち
の
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
ず
、
プ

レ
イ
ラ
ン
ド
、
プ
レ
イ
場
と

呼
べ
ば
客
の
立
場
で
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
一

方
、
製

品
の
開
発
に
は
一

年
ぐ
ら
い

か
か
る
。
今
は
や
っ
て
い
る

、
主
掴

a恒笥殴，
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特
許
出
願
公
開

四
月
二
十
七
日

1
「
二
種

類
以
上
の
ゲ
1
ム
媒
体
を
使

用
す
る
ス
ロ
ッ

ト
マ
シ
ン
」
、

岸
下
龍
太
郎

(
神
奈
川
)
、

2
1
1
1
4
9
8
1
母
、
日

l
2
6
5
9
8
6
0

「ゲ
ー

ム
機
械
用
の
ス
テ
ア
リ
ン
グ

装
置
」
、
側
タ
イ
ト
l
(
東

京
)
、
2
1
1
1
4
9
8
2
、

臼

1
2
6
7
1
6
6
0

五
月
七
日

l
「
ス
ロ
ッ
ト

マ
シ
ン
」、
附

エ
ル

・ア
イ
・

シ
l
(
大
阪
)
、
2
1
1
1

9
8
8
6
、
臼

E
2
7
3
9

p
o
q
J

。
五
月
九
日

1
「
娯
楽
施
設
」
、

ベ
コ
マ

・
イ
ソ
タ

l
ナ
シ
ョ

ナ
ル
社
(
オ
ラ
ソ
ダ
)
、

2

1

1
A
円
4
1
A
CO

。ophu
、t
i
l
円
4

A
-A
qd

つU

ワ'ヲ'
。

実
用
新
案
出
願
公
開

四
月
二
十
六
日

l
「
ゲ
ー

ム
マ
シ

γ
の
正
面
パ

ネ
ル
」
、

岸
下
龍
太
郎
(
神
奈
川
)
、

2
1
5
8
4
8
4
命
、
日
ー

1
3
7
8
2
1
。

「
ス
ロ
ッ

ト
マ
シ
ン
等
に
お
け
る
操
作

ハ
シ
ド
ル
制
御
機
構
」
、
側

シ
グ
マ
(
東
京
)
、

2
1
5

8
4
8
5
、
臼

1
1
3
6
0

n
6
n
J

。
五
月
八
日
U

「
魚
釣
り
ゲ

ー
ム
盤
」
、側
ス
タ
ッ
フ
(
東

京
)
、
2
2
6
1
3
9
1
命、

臼

1
7
3
3
7
9
0

「
水
上

浮
揚
遊
戯
装
置
」
、
三
菱
重

工
業
側
(
東
京
)
、

2
'
6

1
3
9
4
、
臼

l
1
3
9
4

5
0
0

「
時
限
装
置
付
動
作

玩
具
」
、
側
セ
ガ

・
エ
ソ
タ

!
プ
ラ
イ
ゼ
ス
(
東
京
)
、

2
1
6
1
3
9
7
、
日

1
1

必性

A
U
司
d
内

J
A
U

。

• • 
も
の
を
作

っ
て
も
一
年
後
に

ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
。

『

W
G
P』
の
開
発
で
は
今

は
や
っ
て
い
る
も
の
は
な
に

か
調
べ
、
冒
険
イ
メ
ー
ジ
、

体
験
、
体
感
イ
メ
ー
ジ
と
い

う
共
通
性
を
と
り
出
し
、
オ

ー
ト
バ
イ
に
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
」

「
カ
ラ
オ
ケ
市
場
は
今
後

買
い
替
え
需
要
が
中
心
に
な

る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、

飲
み
屋
の
脇
役
か
ら
変
わ
る

と
考
え
、

A

V
事
業
部
を
開

設
し
た
ら
、
そ
の
直
後
に
カ

ラ
オ
ケ
ボ

ッ
ク
ス
が
ブ

l
ム

に
な
っ
た
。
成
熟
と
見
ら
れ

て
い
た
の
が
未
成
熟
と
な
る

可
能
性
は
デ
メ
ッ

卜
が
メ
リ

ッ
ト
に
な
る
と
き
だ
。
固
定

観
念
で
は
分
か
ら
な
い
意
外

性
が
あ
る
。
タ
イ
ト
ー
に
は

イ
ン
ベ

i
ダ
i
ブ
l
ム
当
時

の
二
、
一
二
十
坪
の
小
規
模
庖

が
あ
る
が
、
こ
れ
を
捨
て
ず

に
強
く
す
る
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
か
、
に
つ
い
て
ヒ
ソ

ト
に
な
れ
ば
と
思
う
」

「
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
物
を
買

う
よ
う
に
満
足
感
、
優
越
感
、

存
在
感
を
買
う
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

A
M
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
の
中
か
ら
飛
躍
、
発
展

さ
せ
る
こ
と
が
業
界
の
発
展

に
つ
な
が
る
。
チ
ャ
ン
ス
と

タ
イ
ミ
ン
グ
を
大
事
に
し
た

い
。
二
十

一
世
紀
は

A
M
業

界
も
一
兆
円
規
模
に
な
る
だ

ろ
う
が
、
業
界
人
が
そ
の
思

恵
を
享
受
で
き
な
け
れ
ば
何

も
な
ら
な
い
」

大
植
民
は
以
上
の
ほ
か
タ

イ
ト
!
の
特
約
脂
シ
ス
テ
ム

に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
「
き

ち
ん
と
し
た
価
格
、
流
れ
の

中
で
製
品
を
扱
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
も
の
で
、
で
き
る

だ
け
特
約
屈
に
集
約
し
て
い

き
た
い
。
大
型
、
新
規
指
向

の
製
品
は
タ
イ
ト
i
が
扱
う
。

特
約
庖
が
九
社
で
い
い
か
を

含
め
、
試
行
段
階
だ
」
と
答

え
て
い
ヲ
令
。

|ズlムl同l斗ガ|国固園
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郊
外
型
、
複
合
レ
ジ

ャ
ー
型
な
ど

セ
ガ
社
、

「
天
保
山
マ
ー
ケ
ッ

ト
プ
レ

ス
」
(
大
阪
市
港
区
)
に
、
「シ

ネ
セ
ッ
ト

・
セ
ガ

・
。フ
レ
ジ

ャ
ー
ア
イ
ラ

γ
ド
」
(
仮
称
)

を
開
設
予
定
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
ロ
ケ

地
経
営
企
業
と
の
提
携
に
よ

る
も
の
で
、

「ォ

i
ッ
l
」

の
場
合
は
東
洋
酸
紫
と
、
ま

た
「
ア
ル
パ

l
ク
」
内
で
は

広
島
西
部
凶
発
と
提
脱
し
て

お
り
、
提
掛
パ
タ
ー
ン
は
さ

ま
ざ
ま
。
同
社
で
は
こ
う
し

た
郊
外
型
、
複
合
レ
ジ
ャ

ー

大
型
屈
に

「
ア
ミ
ュ
ー
ズ
幻
」
含
め
四
月
中
に
三
庖
開
設

州
側
セ
ガ

・
エ
ソ
タ

i
プ
ラ

イ
ゼ
ス
{
本
社
東
京
、
中
山

悠
雄
社
長
)
で
は
郊
外
型
の

大
き
な
ゲ
l
ム
場
展
開
を
本

格
化
し
て
お
り
、

三
月
か
ら

五
月
に
か
け
て
四
庖
舗
を
オ

ー
プ
ン
、
今
年
中
に
少
な
く

と
も
十
五
の
大
型
庖
を
開
設

し
て
い
く
。

同
社
で
は
八
八
年
三
月
に

複
合
S
C「
長
浜
楽
市
」
(
滋

賀
県
)
に
六
百
五
十
平
方

μ

の
ロ
ケ
を
開
設
、
七
月
に
郊

外
複
合
レ
ジ
ャ
ー
施
設

「
ジ

ョ
イ
ス
ク
エ
ア

・
イ
ソ
ハ
マ

ハ
ツ
」
開
設
に
参
加
し
た
。

さ
ら
に
八
九
年
に
は
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
堂
の
帯
広
庖
(
北
海

道
)
、
郡
山
庖
(
福
島
県
)
、

豊
橋
庖
(
愛
知
県
)
の
三
庖

に
「
セ
ガ

・
ワ
ー
ル
ド
」
を

開
設
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
l
マ
に

基
づ
き
レ
イ
ア
ウ
ト
し
た
。

こ
う
し
た
庖
づ
く
り
へ
の

期
待
は
大
き
く
、
今
年
四
月

二
十
二
円
に
オ
l
プ
ソ
し
た

「
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
」
(
北

九
州
市
)
で
も
「
ア
ミ
ュ

ー

ズ
幻
」
を
開
設
、

テ
ー
マ
に

沿
っ
た
デ
ザ
イ
ソ
と
な
っ
た
。

「
ア
ミ
ュ
ー
ズ
幻
」
以
外
に

同
社
が
三
l
E月
に
附
設
し

た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
ら
ま

し
は
次
の
と
お
り
。

①
「
ゴ
ー
ル
ド
タ
ワ
l
」

(
香
川
県
)
内
の

「
キ
ッ
ド

パ
ラ
」
、
「
ス
タ
l
ベ
l
ス
」

(
計
七
百
平
方
幻
)
を
三
月

二
十

一
日
オ
ー
プ
ン
。
積
木

と
宇
宙
基
地
が
各
テ
i
マ
。

@
複
合
レ
ジ
ャ
ー
施
設
「
オ

l
ツ
l
パ
i
ク
」
(
千
葉
市
)

に
四
月
二
十
六
日
、

「
セ
ガ

ワ
ー
ル
ド
」
を
オ
ー
プ
ン
。

九
百
四
十
平
方
灯
で
、
音
楽

を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。

①
大
規
模
S
C
「
ア
ル
パ

ー
ク
」
(
広
島
市
)
に
、
「フ

7

ン
タ
ジ
l
ス
ク
エ
ア
」
と

「ラ

ッ
ク

5
0
S
」

(
計
千

三
百
五
十
平
万
幻
)
を
四
月

一こ
1

七
日
オ
l
プ
γ
。
そ
れ

三
重
県
協、

定
期
総
会
レ
μ-，
4

・
支
部
作
り
な
ど
今
後
検
討

松本勝雄会長

• • 
7t1113ci 

移
り
変
わ
り
に
伴
う
予
決
算

案
な
ど
を
承
認
し
た
。

同
総
会
に
は
十
五
社
が
出

席
。
松
本
会
長
が
挨
拶
し
た

後
、
来
ひ
ん
と
し
て
県
警
防

犯
部
の
水
谷
参
事
官
と
米
川

係
長
か
ら
、
八
号
営
業
の
組

織
化
に
つ
い
て
、
ま
た
A
O

U
の
梅
原
蛸
三
会
長
か
ら
A

O

U
法
人
化
と
同
協
会
の
組

織
拡
大
な
ど
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
訴
が
あ
っ
た
。
ま
た

同
協
会
顧
問
の
隊
問
幸
英
県

会
議
員
か
ら
も
、
後
拶
が
あ

• • 
ぞ
れ
サ
ン
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
の

街
並
み
、
五

0
年
代
の
幸
運

を
テ
1
マ
に
し
た
も
の
。

①
郊
外
型
の
「
ハ
イ
テ
ク

セ
ガ
」
を
五
月
二
十
六
日
、

愛
知
県
豊
田
市
深
悶
に
オ
ー

プ
ン
。
六
百
六
十
平
方
灯
。

ま
た
七
月
二
十
日
に
は
、

AM撲界の
トータルアドバイザー業務内容

・ゲームコーナーの共伺経営

・ゲームマシンの長期患|賦販売

・長期資金融資

ヶィ。'ffJ雲旦ロ~~~ト切=ス掛
・東京03(709)3711・大阪06(365)8879

型一
施
設
に
積
極
的
に
進
出
す

る
と
し
て
い
る
。

写真は「オーツーパークJ 内のロケオープンで、上はテープカッ ト

総
会
終
了
後
は
懇
親
会
が
長
、
水
谷
参
事
官
、
大
西
調

聞
か
れ
、
こ
れ
に
は
総
会
に
査
官
、
村
田
主
任
が
異
動
に

出
席
し
た
来
ひ
ん
三
氏
の
ほ
よ
る
新
任
挨
拶
を
兼
ね
て
出

か
、
県
警
防
犯
部
の
吉
沢
部
席
し
た。

鹿
児
島
県
協
、
定
期
総
会

広
報
活

を
強
化

景
品
に
つ
い
て
県
警
か
ら
講
演

で
は
四
月
二
十
五
日
、
鹿
児

島
市
内
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ

l
カ

ゴ
シ
マ
で
第
七
固
定
期
総
会

を
聞
き
、
事
業
年
度
の
移
り

変
わ
り
に
伴
う
予
決
算
案
な

ど
を
承
認
。
ま
た
総
会
終
了

後
は
県
瞥
防
犯
課
か
ら
講
師

を
招
い
て
講
演
会
が
行
な
わ

れ
た
。
同
総
会
に
は
委
任
一
社
を

鹿
児
島
県
健
全
娯
楽
業
協

会
(
事
務
局
鹿
児
島
市
、
政

須
美
夫
会
長
、
会
員
十
七
社
)

BaL・-ロr
スーパーゴリラボール

つ
ム
に
。
平
成
元
年
度
活
動
報
告
案

お
よ
び
収
支
決
算
案
、
平
成

二
年
度
活
動
方
針
案
な
ら
び

に
予
算
案
が
い
ず
れ
も
異
議

な
く
承
認
さ
れ
た
。
う
ち
活

動
方
針
案
に
つ
い
て
は
、
組

織
の
鉱
大
強
化
を
最
重
点
目

標
と
し
て
お
り
、
県
警
の
協

力
を
得
て
所
轄
警
察
署
単
位

に
支
部
を
設
置
し
て
い
く
こ

と
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

こ
の
ほ
か
A
O
U
理
事
候

補
と
し
て
鈴
木
光
紀
副
会
長

を
推
薦
す
る
こ
と
、
親
睦
旅

行
と
し
て
韓
国
「
ロ
ッ
テ
ワ

ー
ル
ド
」
視
察
を
六
月
五
|

八
日
に
実
施
す
る
こ
と
な
ど

が
決
ま
っ
た
。

q・• 
政須焚夫会長
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含
む
十

一
社
が
出
席
。
政
会

長
が
挨
拶
し
た
後
、
同
会
長

を
議
長
と
し
て
議
案
審
議
が

進
め
ら
れ
た
。

平
成
元
年
度
事
業
活
動
報

告
案
お
よ
び
決
算
案
、
平
成

二
年
度
事
業
活
動
方
針
案
な

ら
び
に
予
算
案
は
い
ず
れ
も

異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。
う

ち
活
動
方
針
案
に
つ
い
て
は

「
A
M
施
設
営
業
が
発
展
す

る
に
は
、
背
少
年
健
全
育
成
、

遵
法
精
神
を
心
が
け
、
安
心

し
て
楽
し
く
遊
べ
る
健
全
な

ゲ
l
ム
機
設
置
営
業
を
推
進

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
当
協
会
は
次
の
計

画
を
推
進
す
る
」
と
し
て
、

①
A
M
施
設
の
運
営
指
導
H

正
し
い
知
識
と
認
識
を
深
め

る
と
と
も
に
遵
法
精
神
を
高

め
る
、
①
健
全
営
業
活
動
の

推
進
H
H
違
法
業
者
の
排
除
、

①
広
報
啓
蒙
活
動
の
推
進
U

会
員
へ
の
的
確
な
情
報
伝
達
、

①
会
員
相
互
の
親
睦
と
研
修

の
四
項
目
を
挙
げ
て
い

-白書駐する)!Iーレットアクションにスロット

マシン織健をプラスして、ライン成立で憲

高自慢得枚敏45.000~度。

-音声合成{ディーラー}とBGMが鴎絹感溢

れるカジノスペースを演出しプレイヤーを

勉7します。

"ダルゲーム機四段値遣嘗につ~ lLては rメ

ダルゲーム‘濁宮革揖J"'''Pゥτご便局下さい。

"e受段の時.仕惜 ・テザインモ予百!Jく理E距.る明カゆるつiJ;..単位の明鳳姐j崎(;，;師、 調費嶋田昌a;.nており参tさん.

株式会社ジャレコ (認にお禁獄225惣;;;;:ム哲i!girlAZ2)時瑚-4Bl0(腕ー鶴代表)
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DISK FOUR 
数字を狙って矢を放つ宝

くじ感覚のニューゲーム

{寸治)W800XD600X H円ω{、}

る
。広
報
活
動
の
強
化
を
図
る

た
め
、
現
在
正
会
貝
だ
け
で

組
織
し
て
い
る
広
報
委
員
会

(
城
崎
議
郎
委
員
長
)
の
委

員
に
、
準
会
員
部
会
の
萩
原

潤
一
部
会
長
と
池
田
弘
道
、

山
之
口
金
重
両
副
会
長
の
三

氏
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

現
在
欠
員
と
な
っ
て
い
る

監
事
に
、
茶
薗
篤
氏

(
嗣
ラ

イ
フ
企
画
)
が
選
任
さ
れ
た
。

営
業
時
閣
の
制
限
を
遵
守

す
る
こ
と
を
示
し
た
印
刷
物

(
一
枚
五
百
円
)
を
作
成
、
会

員
の
各
広
に
掲
示
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

総
会
終
了
後
に
聞
か
れ
た

講
演
会
は
、
県
響
防
犯
課
の

川
崎
係
長
が
講
師
と
な
っ
て

「
八
号
営
業
は
な
ぜ
賞
品
を

提
供
で
き
な
い
か
」
と
越
し
、

約
内
十
分
間
に
わ
た
る
説
明

が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
幣
会

員
も
含
め
四
」
l

五
名
が
出
席

し
た
。

~ • The ROULETTE 
リアルなCGで本場カジ

ノの醍醐味を再現/

(寸法)W700XD600X H 1900("lio) 

1990年6月1日第381号

総ま四長務ト
会ざ月 、局オ三
をき十会度ぺ重
開苑六員会レ県
き」 日二 郡 lア
、で 、十 、タミ

事第淳三松 lユ
業五市社本協 l
年回の)静会ズ
度定「で雄(メ
の期しは会事ソ

DISK FIVE 
ハイテンポなゲームの展

開+FEVERで大興奮/
{寸法)W700XDωOXH 19ω(":!o) 

S人用大型マスメタルゲーム

スυ一ビ// スリーリール式ルーレヲ

， 

JF

ど

JALECO 

• • 

8人用大型僅体〉

※GOLDEN ROULETTE 
{寸法)W3110X0 1800X H2100(')r，，) 

※GOLDEN JOCKEY CLUB 
(寸法)W 2000 X 0 1200 X H 21 00(""') 

(6 -... 

JOCKEY 
CLUB 
天候、馬場状態、馬の

コンディションをリア

ルに表現/

(寸浩)W808XD600X H 1900('%，) 

The ROULEnE 
(7ィーパー付き}

童手E干のTheROULETTEと

興奮のFEVERモー ドを

追加したこュータイプ/

{寸法)W700XD600X 削900(~)

約5日Dkg重量/(W) 1 ，B40mmx (0) 1 ，660mm x (H) 2， 1 OOmm 寸法/仕繰
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T E L03-554-0121 FAX03-554-0150 ビスコ株式会社
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ドキドキ、ワクワク、

第三種郵¥I!史物認可

ごとパッケージングOまるウキウキを、

第381号1990年6月1日
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週‘
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v 可F
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‘ 
' 

血h

4 

苛

ー砂

' 
“ 

ρ • • 

部
〕
海
外
コ
ン
シ
ュ

ー
マ
事

業
本
部
長
(
コ

γ
シ
ュ

l
マ

事
業
本
部
副
本
部
長
)
八
木

国
勝
氏、

H
E
事
業
本
部
長

(H
E
事
業
部
長
代
理
)
鎌

田
繁
雄
氏
、

宣
伝
担
当
(
岡

本
部
付
)
松
本
成
明
氏
、
コ

γ
シ
ュ
l
マ
マ

i
ケ
テ
ィ
ソ

グ
部
長
(
社
長
室
付
)
下
里

尚
利
氏。

〔
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ソ
卜
機

器
統
括
本
部
〕

圏
内
販
売
事

業
本
部
長
(
同
事
業
部
長
代

理
)
字
賀
田
俊
久
氏
、
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ

γ
卜
機
器
製
造
本

部
副
本
部
長

(同
副
本
部
長

代
理
)
遊
佐
勉
氏
。

〔
A
M
施
設
統
括
本
部
〕

東
日
本
営
業
事
業
部
長
(
同

一
本
部
の
昇
格
含
む

セ
ガ
社
が
機
構
改
革
を

5
月
1
日
付
で
実
施
、
異
動
も

第三H(街i便物認、可

側
セ
ガ

・
エ
ソ
タ
!
プ
ラ

イ
ゼ
ス
(
本
社
東
京
、
中
山

俊
一
・
雄
社
長
)
は
五
月

一
日
付

で
、
業
務
用
販
売
と

コ
ン
シ

ュ
ー
マ
l
両
部
門
内
の
事
業

部
を
事
業
本
部
に
す
る
な
ど

の
機
構
改
革
と
こ
れ
に
伴
な

う
異
動
を
実
施
し
た
。
異
動

内
容
は
次
の
と
お
り
。

〔
コ
ン
シ
ュ

ー
マ
統
括
本

第381号1990年6月1日

論潮

著
作
権
の
表
示

の
事
情
が
あ
る
も
の
と
捻
測

す
る
し
か
な
い
。
例
え
ば
ラ

イ
セ
ン
ス
は
得
て
い
る
が
、

事
情
が
あ
っ
て
表
示
で
き
な

い
場
合
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
ひ
る
が
え

っ
て

眺
め
て
み
る
と
、
ラ
イ
セ
ン

ス
を
得
て
い
な
い
、
つ
ま
り

一舟
び
味
わ
う
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
と
懸
念
さ
れ
る
。

そ
れ
は
ど
の
T
V
ゲ
l
ム

で
あ
る
と
か
は
、
こ
こ
で
指

摘
す
べ
き
で
な
い
だ
ろ
う
。

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ

ュ
!
タ
ー
や

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
、

こ
う
い

う
点
に
つ
い
て
も
十
分
な
注

先

司

• • 

部
長
代
行
)
船
越
肇
氏
、
西

日
本
営
業
事
業
部
長

(
同
部

長
代
行
)
田
副
康
失
氏
。

〔企
画
本
部
〕
企
画
本
部

長

(
研
究
開
発
本
部
企
画
統

括
部
長
代
行
)
田
中
信
之
氏
。

〔資
材
本
部
〕
資
材
本
部

長

(
調
達
物
流
本
部
長
)
桑

崎
茂
氏
。

みんなを夢中にさせる素敵なエンターテイメントを、テクモはトータルでプロデ、ユースします。• • 
好みしだい。レジャー施設やショッピングセンターに、

立地やスペースに合った最適なアミューズメン トを、企

il!!1から、設計、施工まで、トータルでお届け します。

常に新鮮な感覚と、独自のノウハウで、テクモはお客さ

まに満足が得られる質の高いエンターテイメン 卜を提供

します。

お客さまをひきつけるのは、時代のニーズに合った高感

度なア ミューズメントです。魅力的なエンターテイメン

トが、 高い集客:を実現するばかりでなく 、ファミリ一層

からヤング層へと顧客の幅を広げます。

テクモは、ソフトの開発で、数々のヒットマシンを生み

出してきました。テクモなら夢も、スリルも、興奮もお

カ
プ
コ
ン
の
ゲ

l
ム
音
楽

一新
5
種
あ

サ
イ
ト
ロ
ン
か
ら

C
D
2
枚
組
と

C

T

側
カ
プ
コ
ン
(
本
社
大
阪
、

辻
本
憲
三
社
長
)
の
業
務
用

T

V
ゲ
l
ム
機
五
機
種
の
ゲ

ー
ム
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
収
録

し
た
ア
ル
バ
ム

「
フ
ァ

イ
ナ

ル
フ

ァ
イ
ト
|
G
S
M
-
C

A
P
C
O
M

3
」
が
、
ポ
ニ

l
キ
ャ
ニ
オ
ン
か
ら
サ
イ
ト

ロ
γ
レ
ー
ベ
ル
の
H
G
S
M

シ
リ
ー
ズ
々
と
し
て
、
五
月

二
十
一
日
発
売
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
カ
プ
コ
ソ
の
ミ
ユ

技

を

警スYシ
話ト?
司h・‘ ・・『

場ロ Z
て品付ぷ

ナ
ム
コ
カず

発

ロ
ジ
l
振
興
財
団
(
本
部
東

京
、
中
村
雅
哉
理
事
長
)
の

メ
カ
ト

ロ
ニ
ク
ス
技
術
委
員

会
(
古
川
弘
之
委
員
長

・
東

大
工
学
部
長
)
が
企
画
開
発

し
た
も
の
で
、
メ
カ
ト
ロ
ニ

ク
ス
の
実
習
教
材
と
テ
キ
ス

ト
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。

「
同
シ
リ
ー
ズ
」
は
昨
年

三
月
、
神
奈
川
県
の
川
崎
市

立
川
崎
工
業
高
校
が
試
験
的

に
導
入
し
て
お
り
、
今
年
二

月
に
職
業
訓
練
大
学
校
に
も

導
入
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ナ

ム
コ
で
は
全
国
の
教
育
現
場

を
対
象
に
発
売
に
踏
み
き
る

こ
と
に
な

っ
た
。

「
同
シ
リ
ー
ズ
」
は
メ
カ

ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
を
シ
ス

テ

ム
と
し
て
学
習
で
き
る
の
が

特
徴
で
、

「
メ
カ
卜
ロ
入
門

セ
ッ
ト
」
、
「
ス
テ
ッ
ピ
ソ
グ

モ
l
タ
制
御
標
準
セ
ッ
ト
」

な
ど
十
三
コ

1
ス
を
用
意
し

て
お
り
、
各
パ
ソ
コ
ン
に
対

応
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い

る
。
発
売
元
は
港
区
新
橋
に

あ
る
同
社
・
企
画
事
業
室
。

ー
ジ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
ア
ル
フ

・

ラ
イ
ラ

・
ワ・

ラ
イ
ラ
」
に

よ
る
第
三
弾
の
ア
ル
バ
ム
と

な
る
も
の
。
収
録
曲
は
標
題

曲
、
「
戦
場
の
狼
H
」
「
1

9
4
1
」

「
カ
プ
コ

γ
ワ
ー

ル
ド
」
「
ハ
テ
ナ
?
の
大
冒

険
」
と
カ
プ
コ
ソ
の
最
新
作

を
ま
と
め
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
ア
レ
ン
ジ

バ
ー
ジ
ョ
ン
に
よ
り
、
計
百

四
十
分
間
の

ア
ル

バ
ム
と
な

っ
て
い
る
。

解
説
書
、
楽
譜
、

「
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ

ァ
イ
ト
」

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ピ
ン
ナ
ッ

プ
付
き
で
C
D
(
二
枚
組
)
、

C
T
と
も
三
千
五
百
円。

『フ
ァ
イ
ナ
ルフ
ァ
イト
|

G
S

M

・C
A
p
e
o
M
3
』

事
務
所
移
転

側
ア
ポ
ロ
ン
、
側
ア
ポ
ロ

ン
販
売

(
旧
・

ア
ポ
ロ

ン
音

楽
工
業
側
、
ア
ポ
ロ
ン
販
売

鮒

)
1東
京
都
新
宿
区
余
丁

町
三
番
八
号
、

宮
五
三
七
九

|
三
五
O
O
、

三
五
六
O。

森
田
事
務
所

l
東
京
都
千

代
田
区
紀
尾
井
町
、
ホ
テ
ル

ニュ

l
ォ
l
タ
ニ
新
館
十
階

三
O
二
四
号
室
、
宮
二
三
四

|
二
五
二
O、
森
田
寛
正
会

長
。メ
デ
ィ
ア
商
事
側

l
大
阪

府
東
大
阪
市
今
米
二
番
二
号
、

宮

(
O
七
二
九
)
六
四
|
O

七
一
七
、
柏
信
行
社
長
。

るめ

一

叫
ん

-つ

特
↑

-

を
ル

ロ
?
一{

一

小

m

-フ

K
J山

一

持
何

4
m

L
M
J
 

.

パ
一一如

-フ7'';)キーHンチヨ
愉快な馬力〈、

イタ リア力、らやってきた。

-クラウンミュージカル
ディスプレイとしても人気者.

7イキャッチを兼ねたカプセルマンン。

ン
H

マ

ぺ

k
'

仏
'

ω
グ

，J，
、/

-

J
1
 

J々

ソ
テ

ス

間
句

史

劇
蜘

.

好

痛

-ピラミッ阿~Iフー
平夜ー夜占い
新感覚の多彩な占いと、

祭品が当たる
スクラッチ・ゲーム

システム「ネオ・ジオ」

1台6役、ソフ ト超廉側

業務用と家庭用を連結グ

つるりんくんボナンザブラザーズ

セガ ・システム24第 7弾

泥棒コミカルアクション

エアインフェルノ

火災消火へリ体感ゲーム

スリリングな決死の作業

側
ホ
l
プ
(
本
社
工
場
川

崎
、
小
野
定
良
社
長
)
で
は

タ
イ
ト
l
米
国
子
会
社
へ
ネ

四
月
二
十
八
日
の
定
時
株
主

会
民
定
見
守
P
H
U司

総
会
と
取
締
役
会
長
て
、

れ
埠
b
p

，ヨ
1
叶
司
ヌ

E
E
v
s
l
v
H円
μ2tι

矢
野
徳
蔵
本
部
長
の
常
務
昇

6

1

・

'

守

絡
と
、
小
野
良
文
部
長
の
取

海
外
部
門
は
大
植
専
務
が
兼
任

締
役
新
任
を
行
な
っ
た
。
異

鮒
タ
イ
ト
l

(本
社
東
京
、
兼
海
外
事
業
本
部
長
、
代
動
内
容
は
次
の
と
お
り
。

長
谷
川
桂
祐
社
長
)
は
四
月
表
取
締
役
専
務

1
大
槌
正
道

常

務
(
取
締
役
)
レ
ジ
ャ

二
十
八
日
付
で
、
鈴
木
実
海
氏
。
タ
イ
卜
l
・
ア
メ
リ
カ

l
事
業
本
部
長
H
矢
野
徳
蔵

外
事
業
本
部
長
を
米
国
子
会
社
社
長
(
海
外
事
業
本
部
長
)

氏
。
取
締
役
レ
ジ
ャ
ー
事
側
ナ
ム
コ
(
本
社
東
京
、

社
の
タ
イ
ト
1
・
ア
メ
リ
カ
取
締
役
l
鈴
木

実

氏

。

業

本

部

製

造

部

長

1
小
野
良
中
村
雅
哉
社
長
)
で
は
、
メ

社

(
本
社
シ
カ
ゴ
郊
外
、

ゥ

な

お

タ

イ
ト
l
・
ア
メ
リ
文
氏
。

カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
を
体
系

ィ
リ
ア
ム

・
モ
ズ
レ

l
会
長
)

カ
社
の
前
社
長
、
ジ
ョ
l
・

な

お

異

動

の
な
い
他
の
取

的
に
学
べ

る
新
教
材

「
メ
カ

の
社
長
と
し
て
派
遣
し
た
。

デ
ィ

ロ
ン
氏
は
四
月
下
旬
に
締
役
は
代
表
取
締
役
の
小
野
ト
ロ
マ
ス
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
」

こ
れ
に
よ
る
役
員
異
動
は
次
退
任
し
て
い
る
(
本
号
「
海

社
長
の
ほ
か
、
外
川
清
次
専
を
五
月

一
日
か
ら
発
売
し
た
。

の
と
お
り
。

外
の
話

題

」

参

照

)

。

務

兼

管

理

本
部
長
、
小
野
喜

こ
れ
は
側
ニ

ュ
l
テ
ク
ノ

一一一一一一一
一一一一一一一一
一一一一
一一一一一一一
一
一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一
一一一一
一一一一
一一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一-一
一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一
一一一一
一一一一一一一
一一一一一一一一
一一
一
一一一一一一一一一一一
一一一一
一一一一
一一一一一一一一

T
V
ゲ
l
ム
の
著
作
権
に
つ
い
て
は
、

だ
れ
か
ら
だ
れ

無
断
コ
ピ

l
品
の
場
合
で
も
意
を
払
え
ば
そ
れ
で
済
む
こ

つ
い
て
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
ラ
イ
セ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
そ
う
い
う
表
示
は
行
な
わ
れ
と
で
あ
る
。
実
際
の
画
面
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
権
と
は
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
な
い
わ
け
だ
か
ら
、
無
表
示
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
そ
う
い
っ
た

別
に
映
画
の

(視
聴
覚
)
著

要
が
あ
り
、
通
常
こ
う
い
う
の
T
V
ゲ
i
ム
は
や
は
り
正
ラ
イ
セ
ソ
ス
関
係
が
明
示
さ

作
権
が
あ
り
、

こ
れ
ら
は
い

ラ
イ
セ
ソ
ス
闘
係
は
画
面
内

規
の
T
V
ゲ
l
ム
か
ど
う
か
れ
な
い
T
V
ゲ
l
ム
を
売
っ

ず
れ
も
法
的
保
護
の
対
象
に
だ
け
で
な
く
広
告
や
カ
タ
ロ
疑
わ
し
い
こ
と
に
な
る
。
そ
た
り
、
営
業
使
用
し
た
り
す

な
る

1
!と
い
う
の
が
す
で
グ
に
も
明
示
さ
れ
る
。
明
示

う

い

う
T
V
ゲ
l
ム
が
横
行
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
し
そ

に
日
本
で
も
米
国
で
も
判
例
さ
れ
な
い
の
は
、
な
ん
ら
か
す
れ
ば
、
か

つ
て
の
混
乱
を
れ
が
著
作
権
侵
害
に
当
た
る

で
確
定
し
て
い
る
。

そ

う

い

こ

と
に
な
る
T
V
ゲ
l
ム
で

う

背

景

が

あ

る

か

ら

こ

そ

、

あ

る

な

ら

ば

、

そ

れ

は

そ

の

T

V
ゲ
i
ム
は
業
務
用
で
あ

デ

ィ

ス

ト

リ

ビ
ュ
i
タ
!
ゃ

れ
家
庭
用
で
あ
れ
、

著

作

権

オ

ペ
レ
ー
タ
ー
に
も
責
任
が

に
関
す
る
権
利
表
示
が
行

な

及

ぶ

こ
と
も
あ
り
得
る
、
と

わ
れ
る
の
が
一

般
的
と
な

っ

い

う

だ

け

の

話

で

あ

る

。

て

い

る

が

、

と

き

お

り

ま

つ

も

っ
と
も
、
わ
ざ
と
メ
ー

た

く

こ

う

い

う

慣

習

を

無

視

カ

l
名
を
明
さ
な
い
ギ
ャ
ン

す
る
も
の
が
現
わ
れ
私
た
ち

プ

ル

用

の

T
V
ゲ
i
ム
に
つ

を

惑

わ

せ

る

。

い

て

は

論

外
で
、
か
れ
ら
に

と
く
に
ラ
イ
セ

γ
ス

も

の

は

法

的

保

護

は

な

じ

ま

な

い

と
呼
ば
れ
る
T
V
ゲ
l
ム
に

と
思
わ
れ
る
が
、
ど
う
か
。

ホ
ー
プ
役
員
異
動

矢

氏

常

格

新
任
取
締
役
に
小
野
良
文
民

美
子
氏
、
小
野
一

信
氏
。
監

査
役
は
小
野
浩
助
氏
と
な
っ

基点
-日

• • 
マジシャンロード

トッププレイヤーズ
コルフ

ナムー1975

ベースボールスターズ
プロフェッショナル

~~-

コ
ミ
カ
ル
T
V
プ
ラ
イ
ズ
機

お
供
え
の
ダ
ン
ゴ
を
取
れ
/

-これらの機種はすべて、長期にわた り安定 した売りよげを、実証済みです

お問い合わせは

〒102東京都千代田区九段北4丁目 1:番34号
TEL 03(222) 7620 -3 (直通) FAX.03(222)7629 
4-1-34. Kudankita. Chiyoda-ku. Tokyo 102. Japan 
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遊園地

" 

' . • 
の

第三紙郵便物認可

「花の万博」

、、

ゲームマシン

..・
内

ょの写真は rマジカJレク
ロスJ肉。キルメスゾー

ン々の-$のようす。i也
の向こうにはパピリオン

が建ち並んでいる

「キルメスゾーン1

ークゾー

同
[..1 」

ン」

口

ルの

• • 

欧州の移動遊園地がモデ

スリルライド中心の「パ

レジr 

は
次
の
と
お
り
。

「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ア
ン

3
」

l
ナ
ム
コ
開
発
、
運
営
。
直

径
十
二
幻
の
円
筒
状
建
物
の

中
心
部
に
、
二
十
八
の
座
席

を
円
形
に
並
べ
た
。
宇
宙
船
H

が
あ
り
、
壁
面
全
周
三
百
六

十
度
に
映
し
出
さ
れ
る
映
像

(
高
さ
五
れ
)
を
見
な
が
ら

乗
客
は
座
席
に
備
え
付
け
の

ビ
!
ム
砲
で
敵
機
を
撃
破
し

て
い
く
。
手
前
に
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
ラ
ン
ク
表
示
の
小
型

T
V
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
。
宇

宙
船
は
油
圧
シ
リ
シ
ダ
に
ま

り
、
映
像
に
合
わ
せ
上
下
動

と
小
さ
な
旋
回
を
行
な
う
。

映
像
は
百
二
十
勺
ビ
デ
オ
プ

ロ
ジ

ェ
ク
タ

l
十
六
台
、
犯

ビ
ッ

ト
C
P
U
を
使
用
。
プ

レ
イ
時
間
約
四
分
。
利
用
料

金
五
百
円
。
な
お
ナ
ム
コ
で

は
こ
の
施
設
を
H

ア
ク
テ
ィ

ブ
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ

1
0
と
呼

び
、
今
後
遊
園
地
な
ど
へ
の

販
売
と
と
も
に
同
社
の
大
型

S
C
ロ
ケ
の
核
施
設
と
す
る

第381号1990年6月1日( 9 ) 

右
の
写
真
は
よ
下
と
も
『
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ア
ン

3
」
。

全
周
映
像
に
出
現
す
る
敵
機
を
備
え
付
け
の
ピ

l
ム

砲
で
次
々
と
撃
破
し
て
い
〈
シ
ュ

l
テ
ィ
ン
グ
施
設

で
、
座
席
は
映
像
に
合
わ
せ
て
播
れ
動
く

「
花
博
」
(
大
阪

・
鶴
見

緑
地
)
は
四
月

一
日
開
幕
以

降
、
当
初
は
客
足
が
少
し
鈍

っ
て
い
た
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
に
入
っ
て

一
日
二

十
万
人
以
上
を
数
え
る
ほ
ど

急
増
し
、
以
後
連
日
十
万
人

前
後
の
入
場
者
で
大
変
な
賑

わ
い
を
見
せ
て
お
り
、
と
く

に
遊
園
地
部
分
の

「
マ
ジ
カ

ル
ク
ロ
ス
」
で
は
、
主
な
遊

園
施
設
に
長
蛇
の
列
が
絶
え

.・

ベ
く
検
討
中
と
の
こ
と
。

「
ド
ル

ア
i
ガ
の
塔
」

l

ナ
ム
コ
が
ゲ
l
ム
シ
ス
テ
ム
、

ト
l
ゴ
が
ラ
イ
ド
シ
ス

テ
ム

を
開
発
、

ア
カ
ツ
キ
工
芸
が

演
出
面
、
エ
ヌ
・
ア
ソ
ド

・

テ
ィ
が
全
体
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

を
担
当
、
ナ
ム
コ
運
営
。
同

名
T
V
ゲ
!
ム
機
を
テ
1
マ

と
し
た
ダ
l
ク
ラ
イ
ド
式
シ

ュ
l
テ
ィ
ン
グ
施
設
で
「
ゾ

l
-フ
」
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

版
。
施
設
の
総
面
積
は
約
七

百
平
方
灯。

高
さ
約
二
十

μ

の
み
塔
。
が
そ
び
え
、
最
上

部
に
は
同
社
空
気
膜
ロ
ボ
ッ

ト

「
パ
ボ
ッ
ト
」

を
応
用
し

た
怪
獣
が
乗

っ
て
お
り
、
人

目
を
引
く
。
四
人
乗
り
の
ラ

イ
ド
(
計
十

一
台
)
が
次
々

と
レ

1
ル
上
(
全
長
百
十
二

H

川)
を
進
み
、
周
囲
の
標
的

を
光
線
銃
で
狙
撃
し
て
い
く

が
、
途
中
で

一
定
数
の
敵
を

倒
さ
な
い
と
コ

l
ス
が
分
岐

し、

早
く
出
口
へ
進
む
こ
と

に
な
る
。
所
要
時
間
約
二
分

半。

利
用
料
金
六
百
円
。

ダ
ー
ク
ラ
イ
ド
式
シ
ュ

l

テ
ィ
ン
グ
施
設
が
も
う

一
つ

あ
る
。
白
水
陽
開
発
、
運
営
に

よ
る
「
ス
ペ
ー
ス
シ
ュ

i
テ

二一・…上の写真は「風神雷神」のようす。立ち乗り式と座席式が2種類のコースを疾走する
"ミ:l

左
の
写
真
は

「
ク
レ
l

ぶ
き
を
防
ぐ
。
問
機
の
ジ
ー
ダ
ッ
ク
」

。
カ
ツ
パ
を
着
て
水
し

後
方
は
『
セ
サ
ミ
プ
レ
イ
ス
』

ず
続
き
、
盛
況
ぶ
り
を
示
し

て
い
る
(
「
マ
ジ
カ
ル
ク
ロ

ス
」
の
概
要
に
つ
い
て
は
本

紙
第
抑
号
お
よ
び
前
号
参
照
)
。

「
マ
ジ
カ
ル
ク
ロ
ス
」
は

花
博
会
場
の
北
西
部
分
、
約

十
万
平
方
討
に
設
け
ら
れ、

欧
州
の
移
動
遊
園
地
を
モ
デ

ル
に
し
た
「
キ
ル
メ
ス
ゾ

l

γ
」
と
ス
リ
ル
ラ
イ
ド
中
心

の
「
パ

l
ク
ゾ
ー
ン
」
と
に
、

砂
マ
ジ
カ
ル

ロ
l
ド
H

に
よ

っ
て
大
き
く
二
分
さ
れ
、
さ

ら
に

ニ
つ
の
ゾ

l
ソ
を
。
パ

ー
ク
ロ
ー
ド
u

が
貫
く
と
い

う
形
に
な
っ
て
い
る
。
運
営

主
体
の
マ
ジ
カ
ル
ク
ロ
ス
運

営
事
業
共
同
企
業
体
(
阪
急

電
鉄
、
泉
陽
興
業
、
京
阪
電

~
/ぱ

叶
ゆ
札
川
山‘L 

写真上と右は巨大な円盤が 1本のアームに

よって50mの高さまで持ちょげられる鍛覧

施絞「フライングガーデンJのようす

• • 

ィ
ソ
グ
」
で
、
こ
れ
は
面
積

約
七
百
三
十
平
方
幻
の
建
物

内
に
岩
場
や
未
来
都
市
な
ど

を
設
け
、
そ
の
聞
を
四
人
乗

り
ラ
イ
ド
(
計
二
十
台
)
が

レ
l
ル
上
を
走
行
す
る
も
の

で
、
乗
客
は
動
く

エ
イ
リ
ア

ソ
(
ロ
ボ
ッ
ト
)
の
標
的
を

狙
い
光
線
銃
を
発
射
。
最
後

に
四
人
の
結
果
を
ま
と
め
た

一
台
分
の
集
計
得
点
が
表
示

さ
れ
る
。
カ
ラ
!
光
線
や
ス

モ
ー
ク
な
ど
に
よ
る
演
出
が

あ
る
。
利
用
料
金
五
百
円
。

「
コ
ス
モ
ク
ル
!
ザ
!
」

1
問
。
こ
れ
も
レ

l
ル
上
を

進
む
ダ
l
ク
ラ
イ
ド
式
だ
が
、

中
か
ら
外
部
が
見
え
な
い
乗

物

(
四
人
乗
り
)
で
、
内
部

前
面
の

T
V
モ
ニ
タ
ー
に
映

し
出
さ
れ
る
C
G映
像
を
見

な
が
ら
、
乗
物
の
動
き
を
楽

し
む
と
い
う
も
の
。
利
用
料

金
五
百
円
。

「
ス
テ
ル
ス
ボ
ソ
パ

i
」

H
H
豊
永
産
業
開
発
、
運
営
。

中
央
か
ら
伸
び
た
十
六
本
の

ア
l
ム
先
端
に
宇
宙
船
の
乗

物

(二
人
乗
り
)
が
取
付
け

ら
れ
、
全
体
が
上
昇
、
回
転

す
る
も
の
だ
が
、

T
V
画
面

に
よ
る
シ
ュ

l
テ
ィ
ン
グ
の

要
素
を
加
味
。
乗
客
は
操
縦

， 

33 

上の写真は 「ステルスポンパー』でレバーで象物を回転させTV函函にアニメ

で示される前方の乗物を撃破する TVゲームを加味。下は rギャラクティカJ

気
鉄
道
の
三
社
で
構
成
)
で

は
、

「
世
界
の
遊
び
の
交
差

点
(
マ
ジ
カ
ル
ク
ロ
ス
)」

を
テ
l
マ
と
し
て
「
ヨ
ー
ロ

ピ
ア
ン
ム

i
ド
と
ア
メ
リ
カ

ン
ム

l
ド
が
マ
ジ
カ
ル
に
ク

ロ
ス
し
た
不
思
議
な
遊
び
の

世
界
を
演
出
」
す
る
こ
と
を

狙
っ
た
と
し
て
い
る
。

「
キ
ル
メ
ス
ゾ
!
ソ
」
に

は
欧
州
製
遊
園
施
設
を
中
心

に
二
つ
の
大
き
な
ビ
ア
ホ
ー

ル
、
フ
ラ
ン
ス
風
カ
フ
ェ
、

欧
州
ム

l
ド
の
。
ト
レ
ー
ラ

ー
シ

ョ
ッ
プ
u

な
ど
が
設
け

ら
れ
、
欧
州
製
遊
園
施
設
に

は
そ
れ
ぞ
れ
西
独
か
ら
招
い

た
若
い
女
性
の

H

シ
ョ

l
マ

ン
。
(
計
二
十
二
人
)
が
付

き
、
日
本
語
と
独
語
の
軽
妙

な
語
り
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
な

ど
、
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て

初
公
開
の
遊

2
人
乗
り
ゴ
ン
ド
ラ
が
大
小
に
回
転
し
な
が
ら
上
昇
す
る

『
コ
ン
ド
ル」

¥' 

い
る
。
ま
た

「
パ
l
ク
ゾ

l

ソ
」
に
は
、
日
本
製
の
新
機

種
を
中
心
に
、
海
外
側
担
で
園

内
初
登
場
の
込
の
を
多
く
設

置。

い
ず
れ
の
施
設
も
多
数

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
飾

ら
れ
て
お
り
、
夜
間
の
来
場

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

れ
は
あ
る
殺
害
に
よ
る
と
「
高

額
な
出
展
(
参
加
)
料
の
負

担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
」

た
め
と

「
花
博
へ
の
参
加
に

よ
る

P
R
効
果
を
狙
う
業
者

が
多
か
っ
た
」
こ
と
に
よ
る

も
の
と
し
て
お
り
、
「
赤
字

は
覚
悟
の
上
で
、

P
R
面
だ

け
が
参
加
の
メ
リ
ッ
ト
」
と

言
う
業
者
も
い
る
。

遊
園
施
設
に
つ
い
て
は
二

十
九
機
種
中
十
八
機
種
が
西

欧
製
、
十
一
機
種
が
日
本
製

と
な
っ
て
お
り
、
う
ち
十
機

種
が
圏
内
初
登
場
の
も
の
。

ま
た
国
内
初
の
う
ち
七
機
種

は
日
本
の
メ
ー
カ
ー
開
発
に

よ
る
初
公
闘
機
種

(グ
レ
ー

ド
ア

ッ
プ
版
も
含
む
)
で
あ

り、

こ
れ
は
世
界
初
と
な
る
。

そ
の
初
公
開
七
機
種
の
内
容

園
施
設
が

7
種

「
マ
ジ
カ
ル
ク
ロ
ス
」
の

A
M
施
設
に
つ
い
て
は
、
遊

園
施
設
が
二
十
九
機
種
、
カ

ー
ニ
バ
ル
ゲ
l
ム
が
十
一
機

種
、
そ
し
て
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

ー
ム
場
に
約
百
八
十
台
の
ゲ

ー
ム
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

各
機
械
の
運
営
は
マ
ジ
カ
ル

ク
ロ
ス
運
営
事
業
共
同
企
業

体
が
十
数
社
に
委
託
す
る
形

を
と
っ
て
い
る
。
そ
し
て
委

託
運
営
業
者
は
一
社
あ
る
い

は
数
社
で

一
つ
の
機
械
を
運

営
し
て
い
る
と
こ
ろ
や
、
施

設
の
一
部
を
さ
ら
に
他
の
下

請
業
者
に
委
託
し
て
い
る
も

の
ら
あ
り
、
同
閣
の

A
M
施

設
の
運
蛍
に
関
わ
っ
て
い
る

業
者
は
全
部
を
合
わ
せ
る
と

四
十
社
近
く
に
も
な
る
。
〉ー

、ー

• • 
上の写真はダークライド式シューティング施設

rドルアーガの塔Jの標的と 4人乗りの乗物。

命中率によりレールの分岐点でコースが変わる

梓
で
宇
宙
船
を
上
下
動
、

百

八
十
度
回
転
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
、
そ
れ
に
合
わ
せ
画
面

が
ス
ク
ロ
ー
ル
し
、
前
方
の

数
機
の
宇
宙
船
が
ア
ニ
メ
で

映
し
出
さ
れ
る
。
発
射
ボ
タ

ン
で

T
V
ゲ
l
ム
同
様
に
敵

機
を
狙
撃
す
る
と
、
そ
の
宇

宙
船
が
急
降
下
す
る
。
問
機

は
ザ
ン
ペ
ル
ラ
社
「
ビ
デ
オ

テ
レ
コ
ン
パ
ッ

ト
」
に
比
べ

る
と
、
映
像
と
乗
物
の
運
動

が
よ
り
リ
ア
ル
に
仕
上
が
っ

て
い
る
。
利
用
料
金
四
百
円
。

「
風
神
雷
神
」

1
ト
i
ゴ

の
「
立
乗
り
コ
ー
ス
タ
ー」

と
座
席
式
コ
ー
ス
タ
ー
を
組

合
わ
せ
、

一
つ
の
ホ

l
ム
で

乗
降
で
き
る
よ
う
に
し
た
も

の
で
、
同
社
で
は

「
ダ
ブ
ル

レ
l
シ
ン
グ
コ

ー
ス
タ
ー」

と
将
ん
で
い
る
。
泉
陽
が
企

画
、
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
運

営
。
そ
れ
ぞ
れ
コ

l
ス
全
長

六
百
八
十
れ
で
定
員
九
十
六

人
。
利
用
料
金
六
百
円
。

「
メ
ル
ヘ
ソ
ア
ド
ベ
ソ
チ

ャ
l
」

1
タ
ス
コ
製
、

M
S

C
花
博
共
同
企
業
体
が
運
蛍
。

メ
ロ
ソ
を
中
心
に
バ
ナ
ナ
と

ブ
ド
ウ
を
あ
し
ら
っ
た
エ
ア

l
ア
ク
シ
ョ
ソ
遊
具
。
利
用

料
金
三
百
円
。

な
お
問

M
S
C
は
J
R
E

を
代
表
と
し
て

J
A
P
E
A

会
員
の
泉
陽
、
三
和
鉄
工
、

加
藤
工
業
、
フ
ァ
ン
ハ
ウ
ス
、

泉
陽
機
工
、
小
宮
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、
日
本
娯
楽
機
、

真
砂
工
業
、
朝
日
科
学
模
型

• • 
宙返り絶叫マシン rJレーピングスターシップ』

-
1
a
e
---

t; 

フライングカーペット rレイシボー』

遊
園
、
大
阪
娯
楽
機
、
久
竹

娯
楽
、
豊
、
氷
産
業
、
三
精
輸

送
機
、
渋
川
商
庖
、
卜
l
ゴ
、

明
畠
特
殊
産
業
、
岡
本
製
作

所
、
タ
ス
コ
、
回
邦
産
業
の

計
二
十
社
で
構
成
し
て
い
る
。

海
外
製
で
日
本
初
登
場
の

遊
園
施
設
は
三
機
種
で
、
次

の
と
お
り
。

「フ
ラ
イ
ン
グ
ガ
ー
デ
ン
」

H

ス
イ
ス
・

イ
ン
タ
ミ
ン
社

製、

川
鉄
商
事
が
輸
入
、
設

水平から垂直へと高速回転する rレッドストームJ (写真左側)と36台の6人
集りゴンドラが図る高さ50mの大観覧車「フラワークロックJ (時計付き)
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f
E
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合

JJ. 
!tT)... 官U

@ 
もf酔

動

曲

J
V
 

込
山
曹
人

、p・

• • 十
四
名
。

「
フ
ラ
ワ
ー
ク
ロ

ッ
ク
」

l
泉
陽
開
発
、
運
営
。

高
さ
五
十
灯
、
定
員
二
百
十

六
名
の
大
観
覧
車
。

「
レ
ッ

ド
ス
ト
ー
ム
」

(
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ

)
l
向
。
定
員
八

十
名
。
「
ス
イ
ン
グ
&
ス
イ

ン
グ
」

1
問
。
定
員
四
十
名
。

「
セ
サ
ミ
プ
レ
イ
ス
」

1
大

陽
工
業
と
大
阪
テ
ソ
ト
が
共

同
開
発
、
運
営
。
H

セ
サ
ミ

ス
ト
リ
ー
ト
。
を
テ
!
マ
と

し
た
大
規
模
な
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
施
設
。
「
ス
パ

ー
ク
ス
キ

ャ
ン
」

(
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・

モ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ミ
ュ
レ
l

相

ι乗物と全体が異なる回転を しながら傾斜していく回転しながらよ昇L、さらに斜めに回る「ウェーブスインガー」
• • 

タ
!

)

H
H
米
閤
シ
ョ

l
ス
キ

ヤ
ソ
フ
ィ
ル
ム
社
/
ス
イ
ス

・

イ
ソ
タ
ミ
ソ
社
製
、
イ
マ
ジ

ン
ジ
ャ
パ
ン
導
入
設
置
、
泉

陽
運
営
。

レ
l
ル
走
行
式
乗
物
機
が

二
機
種
あ
る
。
い
ず
れ
も
M

置。

K
C
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ソ
十
本
の
ア
!
ム
と
ア
l
ム
の

ト

(
川
鉄
商
事
の
子
会
社
)
聞
に
、

二
人
乗
り
の
乗
物
が

と
東
急
エ

l
ジ
ェ
ン
シ

l
が

短

い

二
本
の
ア

l
ム
で
吊
り

運
営
。
約
四
十
灯
の
横
た
わ
下
げ
ら
れ
、
全
体
が
高
速
回

っ
た

一
本
の
ア
l
ム
先
端
に
、
転
す
る
と
と
も
に
乗
物
が
遠

直
径
十
六

・
四
れ
の
円
形
乗
心
力
で
外
側
で
振
り
出
さ
れ

物
(
定
員
百
人
)
が
取
り
付
る
。
利
用
料
金
四
百
円
。

け
ら
れ、

乗
物
は
水
平
の
ま
以
上
の
ほ
か
遊
園
施
設
は

ま
ア
l
ム
が
垂
直
近
く
(
最
次
の
と
お
り
。

「
メ
リ
l
ゴ

大
八
十

一
度
)
ま
で
起
き
上

l
ラ
ン
ド
」
H
H
イ
タ
リ
ア

・

が
り
(
最
高
部
高
さ
四
十
九
ベ
ル
タ
ゾ
l
ソ
社
製
、
京
阪

M

川
)
、
乗
物
が
数
回
回
転
し
琵
琶
湖
観
光
事
業
運
蛍
。
二

た
後
、
地
上
に
戻
る
と
い
う
層
式
で
バ
ロ
ッ
ク
調
の
デ
ザ

観
覧
施
設
。
所
要
時
間
約
四
イ
ソ
。
定
員
六
十
八
有

「
エ

分
。
利
用
料
金
六
百
円
。
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
レ
ー
ス
ウ

ェ

「
ク
レ

i
ジ
i
ダ
ッ
ク
」

イ
」
H
H

問
、
岡
本
製
作
所
運

H
H

問
、
K
C
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
営
。
定
員
十
四
人
。
「

コ
ソ

ソ
ト
と
阪
急
電
鉄
が
運
営
。
ド
ル
」

1
西
独
フ
ス
社
製
、

急
流
滑
り
だ
が
、
水
路
(
全
明
昌
運
営
。
定
員
五
十
六
名
。

長
四
百
十

M
)
の
幅
に
太
い

と
こ
ろ
と
細
い
と
こ
ろ
が
あ

り
、
水
路
を
横
切
る
よ
う
な

人
工
水
流
や
波
を
作
り
、
実

際
に
川
下
り
を
し
て
い
る
よ

う
な
リ
ア
ル
感
が
あ
る
。
水

し
ぶ
き
が
か
な
り
か
か
る
の

で
、
ビ
ニ
ー
ル
の
か
つ
ば
を

着
用
。
ボ
ー
ト
は
円
形
で
、

九
人
が
輸
に
な
っ
て
内
側
を

向
い
て
座
る
。
利
用
料
金
六

百
円
。「
ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
カ
」

H

イ
タ
リ
ア

・
ソ
リ
ア
ニ
社
製
、

伊
藤
忠
産
機
を
通
じ
て
泉
陽

が
導
入
、
設
置
運
嘗
。
中
心

部
か
ら
斜
め
上
に
伸
び
た
二

S
C
共
同
企
業
体
運
営
で
、

イ
タ
リ
ア

・
ザ
ソ
ペ
ル
ラ
社

製

「
コ
ン
ボ
イ
」
と
朝
日
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ

γ
グ
製

「
ア
ニ

メ
の
れ
る
ラ
ソ
ド
」。

な
お

小
型
の
定
置
式
乗
物
機
は
設

置
さ
れ
て
い
な
い
。

ナ
ム

コ
が
新
カ
!
ニ

yレ
機

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
機
に

つ
い
て
は
、
ゲ
ー
ム
場

「
サ

イ
バ
ー
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
と

カ
ー
ニ
バ
ル
ゲ
!
ム
十

一
種

類
が
設
置
さ
れ
て
い
る

(
メ

ダ
ル
ゲ
!
ム
機
は
な
い
)
。

‘ ハンマーでパックを叩きカー ドを ドミノ倒 し式に上

方へ倒 し魔女に当てる「ティップダウ/J (上)、

大きな栓を絞げピンの口に入れる「ポンキャッ プJ

」 ー --~'-. 園田司臨鋪・ r ________ ..... 事

アーケー ドゲーム場「サイパーステーショ ンJ にて。TVゲーム機中心に182台を設置

ノて

「
サ
イ
バ
ー
ス

テ
l
シ
ョ

ソ
」
に
は

T
V
ゲ
l
ム
機
を

中
心
に
約
百
八
十
台
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
運
営
は
ナ
ム

コ
だ
が
、
う
ち
十
七
台
を
セ

ガ
社
、
十
六
台
を
タ
イ
ト
l
、

五
十
台
を
大
阪
A
M
O
P
協

会

(O
A
O
)
に
そ
れ
ぞ
れ

委
託
。
さ
ら
に

O
A
O
で
は

S
N
K
と
カ
プ
コ

γ
に
そ
れ

ぞ
れ
二
十
五
台
ず
つ
委
託
し

て
い
る
。
ゲ
ー
ム
料
金
は

一

回
百
円
ま
た
は
二
百
円
。
な

お
S
N
K
は
「

N
E
0
・
G

E
O
」
の
み
に
絞
り
;
レ
ン

タ
ル
シ
ス
テ
ム
(
家
庭
用
)
。

も
六
台
、
一
回
百
円
で
十
五

分
間
の
タ
イ
マ
ー
制
で
設
置
。

カ
ー
ニ
バ
ル
ゲ
!
ム
は
「
ダ

ウ
ソ
タ
ウ
ン
」
と
し
て
十

一

機
種
設
置
さ
れ
、
す
べ
て
ナ

ム
コ
が
運
営
。
う
ち
五
機
種

は
同
社
開
発
の
新
製
品
で
、

ド
ミ
ノ
倒
し
を
応
用
し
最
後

部
で
動
く
魔
女
を
倒
す

「
テ

イ
ツ
プ
ダ
ウ
ン
」
、
無
数
の

コ
ッ
プ
の
上
に
ボ
l
ル
を
転

が
す

「
カ
ッ
プ
ボ
!
ル
」
、

フ
ラ
イ
パ
ン
に
目
玉
焼
を
投L 

_. ;; 2m同国

セサミプレイス

上の写真は床面集電方式のゴーカート rエレクトリックレース

ウェイ」、下は踊るよう に回転する rブレイクダンスJ

「マジカルクロス」配置図

「
レ
イ
ン
ボ
ー
」
U
向
。
定

員
三
十
六
名
。

「
ブ
レ
イ
ク

ダ
ン
ス
」
H
H
問
、
泉
陽
運
営
。

定
員
三
十
二
名
。

「コ

l
ゲ

ソ
フ
ア
ル
ト
」

l
西
独
マ
ッ

ク
社
製
、
向
。
定
員
三
十
二

名
。
「
シ
l
ス
ト
ー
ム
パ

l

ン
」
H
問
、
京
阪
交
通
社
運

営
。
定
員
四
十
名
。
「
ウ
ェ

ー
ブ
ス
イ
ン
ガ

i
」
H
H
西
独

ジ
l
ラ
l
社
製、

岡
本
製
作

所
運
営
。
定
員
四
十
八
名
。

「
ル
l
ピ
ン
グ
ス
タ
l
シ
ッ

プ
」
U

ス
イ
ス

・
イ
ン
タ
ミ

ン
社
製
、
タ
ッ
プ
ス
運
営
。

「サ
ー
キ
ッ

ト
2
0
0
0
」

l
フ
ラ
ン
ス

・
イ
デ
ロ
ワ
ヅ

!
ル
社
製
、
M
S
C
共
同
企

業
体
運
営
。
定
員
四
十
四
名
。

マジカルクロス事務所

以
上
十
機
種
は
す
べ
て
伊
藤

忠
産
機
を
通
じ
て
導
入
。

「
フ
リ
ッ
パ

l
」
M
H
西
独

フ
ス
社
製
、
ミ
ゼ
ッ
テ
ィ
が

導
入
、
設
置
、
京
阪
琵
琶
湖

観
光
事
業
運
営
。
定
員
四
十

八
名
。

「
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ソ
」

M
H
イ
タ
リ
ア

・
ザ
ソ
ペ
ル
ラ

社
製
、
白
木
陽
運
営
。
定
員
六

E眠"..，..ι

'1 

l立果物を組合わせたデザインのエアーアクション通産具

「メルヘンアドベンチャーJ、下は 『コーゲンフアルト J

• 

• 

• 

• 

一上
聞

J

す

・
聞
ン
‘
ヲ
一
よ
ハ
の

一
イ
r
ポ

λ

ン

rm

一
コ
'

げ
る

「
ハ
リ
l
ア
ッ
プ
シ

ェ

フ
」
、
ビ
ソ
の

ロ
に
栓
を
す

る
「
ポ
ソ
キ
ャ
ッ
プ
」
、
サ

ル
を
投
げ
て
金
網
に
引
っ
か

け
る
「
ラ
ッ
キ
ー
モ
ン
キ
ー
」。

こ
の
ほ
か
デ
ザ
イ
ン
を
変
え

た
「
ワ
ニ
ワ
ニ
パ
ニ
ッ
ク
」
、

伊
藤
忠
産
機
を
通
じ
て
導
入

し
た
海
外
製
「
ス
キ
!
ポ
ー

ル
」
「
ケ

γ
タ
ッ
キ
l
ダ
ー

ビ
ー
」

「
デ
ィ
ッ
プ
ボ
ウ
ラ

1
」

「
フ
ロ
ッ
グ
ボ
グ
」
「
カ

ソ
ア
レ

l
」。

「
マ
ジ
カ
ル
ク
ロ
ス
」
以

外
で
は
、
会
場
内
の
輸
送
施

設
が
あ
る
。

「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ル

ー
ズ
」

(
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
イ

ド
)
H
H
三
精
輸
送
機
製
、
ジ

ャ
ス
コ
運
営
。
全
長
約
二
千

り川
の
高
架
式
水
路
を
進
む
。

ま
た
パ
ビ
リ
オ
ソ
内
の
輸

問
機
は
閉
幕
当
初
に
事
故
を
送
施
設

(ダ
!
ク
ラ
イ
ド
方

起
こ
し
て
以
降
、
再
開
さ
れ

式
)
と
し
て
、

卜
1
ゴ
が「
J

て
い
な
い
。
「
フ
ラ
ワ
ー
キ

T
館
」
と

「
い
ん
な
あ
と
り

ャ
ピ
ン
」
(ロ

ー
プ
ウ
エ
ー
)
つ

ぷ
館
」
の
も
の
を
、
三
精

1
安
全
策
道
と
日
本
ケ
l
ブ
輸
送
機
が
「
電
気
館
」
の
も

ル
が
製
造
、
こ
の

二
社
と
泉
の
を
製
造
し
て
い
る
。

陽
、
明
昌
、
電
通
の
五
社
に
こ
の
ほ
か
会
場
ま
で
の
交

よ
る
共
同
企
業
体
が
運
営
。

通
機
関
と
し
て
、
日
本
初
の

全
長
七
百

μ。
問
機
も
事
故
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
地
下
鉄
が

で
二
回
運
転
停
止
し
た
が
、

三
月
二
十
日
開
業
。
こ
れ
は

現
在
は
稼
働
中
。
「
パ
ノ
ラ
高
速
で
走
る
浮
上
式
リ
ニ
ア

マ
ラ
イ
ナ
ー
」

(
モ
ノ
レ
ー
で
は
な
く
、
最
高
時
速
七
十

ル
)

H
H
三
菱
重
工
業
製
、
川

J
幻
の
車
輪
式
。

鉄
商
事
、
清
水
建
設
、
古
川
な
お
建
物
と
し
て
の
展
示

電
工
の
三
社
共
同
企
業
体
運
パ
ピ
リ
オ
ン
は
三
十
二
館
あ

営
。
全
長
約
千
百
灯
。

「
S

り
、
過
半
数
が
立
体
映
像
や

L
義
経
」
H
H
西
日
本
旅
客
鉄
ハ
イ
ビ
ジ

ョ
ソ、

C
G
な
ど

道
製
作
、
運
営
。
全
長
約
六
に
よ
る
マ
ル
チ
映
像
を
採
用

百
灯。

実
物
を
整
備
し
復
元
。

し
て
い
る
。

ドの切手を

レクタ

ン

お求めのコ

アイルラ
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日
本
人
の
余
暇
活
動
お
よ
び
余
暇
関
連
産
業
の
現
状
分
析
、
今
後
の
見
通
し
な
ど
に

つ
い
て
、
八
九
年
(
平
成
元
年
)
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
「
レ
ジ
ャ
ー
白
書
卯
」
が
、

腕
余
暇
開
発
セ
ソ
タ
l
(
事
務
局
東
京
、
佐
橋
滋
理
事
長
)
か
ら
四
月
二
十
五
日
発
表

さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
余
暇
市
場
の
規
模
は
今
後
十
年
間
年
平
均
八
%
の
伸
び
を

た
ど
り
、

ニ
O
O
O
年
に
は
百
五
十
兆
円
に
近
づ
く
。
ま
た
ゲ
!
ム
場
分
野
で
は
八
八

年
以
降
再
び
増
加
、
遊
園
地
分
野
は
順
調
に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
は
A
M
業
界
関
係
に
絞

っ
て
、
同
自
?
の
内
容
を
ま
と
め
て
み
た
。

「
レ
ジ
ャ
ー
白
書
」
は
七

七
年
(
昭
和
五
十
二
年
)
以

来
、
余
暇
開
発
セ
ソ
タ
ー
が

余
暇
に
関
す
る
調
査
研
究
を

ま
と
め
、
毎
年
こ
の
時
期
に

発
表
し
て
い
る
も
の
で
、
今

回
が
十
四
回
目
。
余
暇
活
動

に
つ
い
て
、
同
白
書
で
は
①

ス
ポ
ー
ツ
(
二
十
七
種
目
)
、

②
趣
味

・
創
作
(
三
十
種
目
)
、

①
娯
楽
(
二
十
種
目
)
、
①

観
光

・
行
楽
(
十
二
種
目
)

の
四
部
門
八
十
九
種
に
分
類

し
て
お
り
、
き
め
細
か
い
調

査
を
行
な
っ
て
い
る
。
う
ち

ゲ
1
ム
場
関
係
は
娯
楽
部
門

の
中
の
「
ゲ
!
ム
セ

γ
タ
l
-

ゲ
l
ム
コ
ー
ナ
ー
」
、
遊
園

地
関
係
は
観
光

・
行
楽
部
門

の
中
の
「
遊
園
地
」
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。

余
暇
市
場
金
一体
に

つ
い
て

は
、
八
九
年
の
市
場
規
模
は

六
十
三
兆
四
千
五
百
四
十
億

円
{
前
年
五
十
八
兆
六
千
七

百
九
十
億
円
)
と
な
り
、
前

年
比
八
・
一
%
の
着
実
な
伸

び
を
示
し
た
。

八
九
年
の
国
民
総
支
出
(名

目
)
は
三
百
九
十
一
億
二
千

九
百
九
十
億
円
(
前
年
比
六
・

五
%
増
)
で
、
余
暇
市
場
は

そ
の
一
六

・
二
%

(
前
年
一

六

・
一
%
)
を
占
め
る
。
ま

た
民
間
最
終
、消
費
支
出
(
名

目
)
の
二
百
二
十
兆
三
千
二

百
四
十
億
円
(
前
年
比
五
・

二
%
増
)
に
対
し
て
は
、
そ

の
二
八

・
八

%
(前
年
ニ
七
・

三
%
)
を
占
め
る
ほ
ど
国
民

生
活
に
重
要
な
も
の
と
な

っ

て
い
る
。

固
-圃.
、圃

圃|

• • 

、

フ
ト
も
発
売
す
れ
ば
最
低
二

十
l
三
十
万
本
、
良
い
も
の

で
は
七
十
|
八
十
万
本
は
売

れ
た
が
、
今
で
は

二
十
万
本

も
売
れ
れ
ば
大
ヒ
ッ
ト
と
言

わ
れ
、
中
に
は
発
注
が
ニ
|

三
万
点
し
か
な
い
ソ
フ
ト
ま

で
出
て
き
て
い
る
。
今
後
も

ソ
フ
ト
内
容
の
普
し
悪
し
が

販
売
を
大
き
く
左
右
す
る
と

見
ら
れ
、
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
は

量
か
ら
質
へ
の
転
換
が
進
ん

で
い
る
」

発表」「レジャー白調ベ• • 余暇開発センター

家
庭
用
T
V
ゲ
l
ム
分
野

の
参
加
人
口
は
二
千
二
百
五

十
万
人
(
前
年
二
千
百
六
十

万
人
)
、
参
加
率
は
ニ
ニ

・

四
%
士
二
・
八
%
)
、
年

間
平
均
活
動
回
数
は
三
十
・

七
回

(一一一
卜
五
回
)
と
い
ず

れ
も
回
復
し
た
。
な
お
年
間

平
均
佐
用
は
九
千
八
百
円
で
、

ゲ
l
ム
場
と
同
じ
水
準
に
な

っ
て
い
る
。
性

・
年
代
別
の

参
加
率
は
(
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
)
、
中
年
以
上
の
参
加

性 ・年代別余暇活動参加率の特徴
(1989年)
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余
暇
活
動
へ

の
参
加
動
向

に
つ
い
て
は
、
「
参
加
人
口
」

の
肢
も
多
い
の
が
「
外
食
(
日

常
的
な
も
の
を
除
く
)
」
で

六
千
三
百
五
十
万
人
。
二
位

は
「
園
内
観
光
旅
行
(
避
暑
、

避
寒
、
温
泉
な
ど
)
」
の
五

千
八
百
七
十
万
人
、
三
位
は

「
ド
ラ
イ
ブ
」
の
五
千
八
百

七
十
万
人
。
今
回
は
二
位
と

三
位
が
入
れ
替
っ

た
。

「
遊

園
地
」
は
四
千
万
人
で
七
位

(
八
七
年
も
七
位
、
八
八
年

は
九
位
)
と
戻
し
た
。

同
白
書
は
、
「
国
民
の
余

暇
活
動
へ
の
参
加
水
準
は
年

々
高
ま
っ
て
き
て
い
る
」
と

し
て
、
と
く
に
ス
ポ
ー
ツ
や

観
光
・
行
楽
部
門
の
よ
う
に

「
ま
と
ま
っ
た
時
間
を
要
す

る
活
動
へ
の
歩
加
が
噌
え
て

き
た
」
と
し
て
い
る
。
な
お

「
テ
レ
ビ
ゲ
!
ム

(家
庭
で

の
)」

は
こ
れ
ま
で
よ
位
二

十
位
以
内
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
が
入
ら
ず
、
こ
の
こ
と
か

ら
「
人
々
の
余
暇
活
動
が
屋

内
か
ら
戸
外
中
心
に
移
行
し

て
い
る
こ
と
を
示
す
」
と
分

析
し
て
い
る
。

施
設
の
大
型
化
、
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
、
女
性
客
で
需
要
増

ゲ
ー
ム
場
の
市
場
に
つ
い

て
こ
れ
ま
で
の
推
移
(
左
下

の
グ
ラ
フ
参
照
)
を
見
る
と
、

八
四
年
ま
で
堅
調
に
伸
び
て

き
た
の
が
、
八
五
年
の
新
風

営
法
施
行
で
ダ
ウ
ソ
し
た
後
、

八
八
年
で
回
復
に
転
じ
て
き

て
い
る
。
そ
の
結
果
八
九
年

は
前
年
比

一
五

・
二
%
増
の

二
千
九
百
六
十
億
円
と
な
っ

た
が
、
八
四
年
の
三
千
五
百

二
十
億
円
ま
で
に
は
回
復
し

て
い
な
い
。

同
白
書
で
は
、
「
ゲ
ー
ム

セ
ン
タ
ー

・
ゲ
i
ム
コ
ー
ナ

ー
は
、
施
設
数
は
減
少
し
て

い
る
も
の
の
、
売
上
げ
は
対

前
年
比

一
五・

二
%
と
大
き

く
伸
び
て
い
る
。
こ
れ
は
施

設
の
大
型
化
が

一
段
と
進
ん

だ
こ
と
が
影
響
し
て
お
り
、

そ
の
結
果
立
地
条
件
の
悪
い

小
型
庖
は
淘
汰
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
ま
た
、
相
旅
客
効
果
を
狙

っ
て
シ

ョ
ッ
ピ
ソ
グ
セ
ソ
タ

ー
に
併
設
さ
れ
た
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー

-
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

の
オ
ー
プ
ン
が
増
加
し
て
い

が
増
え
て
い
る
な
ど
、
興
味

深
い
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

遊
園
地
分
野

遊
闘
地
分
野
は
毎
年
堅
調

な
伸
び
を
示
し
て
お
り
、
市

場
規
模
は
前
年
比

一
五

・
九

%
増
の
三
千
六
百
四
十
億
円

と
な

っ
た
。
参
加
人
口
は
四

千
万
人
、
参
加
率
三
九

・
九

%
、
年
間
平
均
活
動
回
数
三
・

四
回
、
年
間
平
均
費
用
は

一

万
五
千
三
百
円
。
性
・
年
代

別
参
加
率
で
は
女
性
客
が
男

性
客
を
圧
倒
し
て
い
る
。

同
白
書
は
「
遊
園
地

・
レ

ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
市
場
」
に
つ

い
て
、
施
設
数
は
微
増
だ
が
、

計
画
中
の
施
設
は
多
い
と
し

て
、
地
方
博
の
影
響
で
遊
園

地
の
入
国
客
が
微
増
に
と
ど

ま
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
同
白
容
で
地
方
博
が
園

内
旅
行
に
含
ま
れ
て
い
る
た

め
。
同
白
岱
は
、

「
東
京
デ

ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ソ
ド
で
は
、
昭

和
六
ト
三
年
七
月
に
開
業
し

た
周
辺
の
四
肝
の
ホ
テ
ル
が

平
成
元
年
は
本
格
稼
動
し
た

こ
と
や
、
昭
和
六
十
四
年
十

二
月
に

J
R
京
葉
線
に
よ
っ

て
都
心
部
と
直
接
つ
な
が
っ

た
こ
と
な
ど
で
、
ま
す
ま
す

家庭TVゲーム
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家庭用 TVゲーム ・ゲームソフ卜

る
。
フ
ァ
ミ
コ
ン
の
普
及
な

ど
に
よ
っ
て
ゲ
l
ム
に
対
す

る
社
会
的
な
認
知
が
高
ま
っ

た
こ
と
、
大
型
庖
や
シ

ヨ
ツ

ピ
γ
グ
セ

γ
タ

l
併
殺
腐
な

ど
が
明
る
く
健
康
的
な
雰
聞

気
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
は
明
る
い

余暇市場の推移
億円

4，000 

3.500 

• • 

人
気
を
集
め
て
い
る
。
さ
ら

に
、
新
規
の
体
験
型
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
、
ス
タ

l
ツ
ア
ー

ズ
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
平
成
元
年
の
入
場
者

数
は
約
千
四
百
四
十
万
人
、

売
上
高
は
千
百
五
十
九
億
円

で
、
と
も
に
対
前
年
比
約

一

O
%
の
伸
び
と
な
っ
た
」
と

述
べ
て
い
る
。

同
白
特
に
掲
げ
ら
れ
て
い

な
い
地
方
博
は
、

「
園
内
旅

行
」
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、

地
方
博
に
は
遊
園
施
設
が
あ

る
ケ
i
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
、

近
年
地
方
博
が
多
い
こ
と
も

あ
り
こ
の
分
を
考
慮
し
た
調

の

る

、

治

に

つ

1

ロ

歳

年

加

各

も

民

い

で

自

J

な

間

人

目

、

参

は

を

園

て

。
人

、

表

と

年

の

る

)

の

)

ど

、
し

た

∞

が

態

泊

、

そ

よ

計

へ

計

な

い

計

れ

冷

だ

動

A

て

と

に

錐

暇

錐

査

な

集

さ

4

口

3

い

計

て

余

の

網

開

問

航

姉

財

閥

臥

都

わ

附

時

M

M
品
川

列

こ

の

Q
U

金

収

動

防

務

会

、

売

ケ

査

系

如

比
一
mw
く

団

活

情

総

け

均

(
γ

制

時

u

i
収

づ

効

暇

合

の

鍋

平

風

情

ア

ヨ

古

は

端

回

基

有

余

山

町

雀

を

の

市

の

す

態

査

1

{

に

の

の

轡

現

人

用

暇

へ

山閑

突

測

の

5
板

上

自

の

月

万

胞質

余
叩
針

。

に

加

の

厨

ゆ

台

計

種

JA
u
m
の

た

祭

る

動

多

年

金

札

本

集

卸

4
4

年

n
N

そ

ま

ゃ

い

活

の

却

は

は

器

、

は

巾

加

川

山

と

。
タ

て

暇

へ

叫
印
象
数
民

し

容

加

に

口

数

ど

一

め

余

動

、

対

収

住

正

。
内

参

お

人

固

な

デ

と

「

活

で

登

回

「

修

る

査

上

加

の

動

率

計

ま

年

暇

の

調

効

編

り

い

調

以

怠

上

活

望

統

に

毎

余

も

有

省

よ

て

回

(

以

悶

希

栃

と

査
分
析
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
i
O
↓

O
、
売
上
げ
が
O↓

と
な
っ
て
い
る
。

o

l

O
、
利
益
が
0
1
vO
↓

。
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
O
↓

o
l
O
と
な
り
、

「
快
晴
」

が
続
く
と
の
予
報
。

ま
た
、

遊
園
地
で
は
需
要
が
①
↓
O

↓
O
、
売
上
げ
が
O
↓
O
↓

O
、
利
益
が
①
↓
O
↓
O、

収
支
バ
ラ
ン
ス
が
①
↓
①
↓

。
と
な
り
、

「
晴
」
に
向

っ

て
い
る
。

今
回
の
自
在
で
は
、
特
別

レ
ポ
ー
ト
と
し
て

「一

九
九

0
年
代
の
レ
ク
ャ

!
」
を
と

り
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
完
全
週
休
二
日
制
の

突
施
率
は
八
九
年
に
六
七

・

O
%
と
な
り
、
今
後
さ
ら
に

休
日
が
増
え
る
と
の
見
通
し

で
あ
る
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
な
ど
の
特
定
時
期
へ

の
集
中
を
で
き
る
だ
け
分
散

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
、
と
指

摘
し
て
い
る
。

ま
た
九
0
年
代
ニ
ュ
!
レ

ジ
ャ
ー
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

「
食
」
、

「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
l

シ
ョ
ソ
」、
「
ア
ウ
ト
ド
ア
」

な
ど
と
す
る
分
析
、
レ
ジ
ャ

ー
新
人
類
と
旧
人
類
の
傾
向

分
析
も
行
な
っ
て
い
る
。
後

者
で
ゲ
l
ム
場
の
参
加
率
は

レ
ジ
ャ
ー
新
人
類

(
四
十
成

前
半
ま
で
)
が
旧
人
類
を
圧

倒
し
て
い
る
例
な
ど
が
実
証

さ
れ
、
遊
び
上
手
な
レ
ジ
ャ

ー
新
人
類
が
主
役
に
な
る
と

指
摘
し
て
い
る
。

イ
メ
ー
ジ
に
変
化
し
て
き
て

お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
カ

ッ

プ
ル
な
ど
の
利
用
客
が
増
大

し
て
い
る
」
と
分
析
し
て
お

り
、
今
後
の
伸
び
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

一
方
、
ゲ
l
ム
場
へ
の
参

加
動
向
を
見
る
と
、
参
加
入

口
は
千
三
百
七
十
万
人

(前

年
千
二
百
十
万
人
)
、
年

一

回
以
上
容
加
し
た
人
の
割
合

を
示
す
「
多
加
率
」
は

一
三

・

七

%

(
一
ニ

・
二
%
)
、
年

間
平
均
活
動
回
数
は
十一
ニ
・

O
回
(
十
二

・
四
国
)
と
、

い
ず
れ
も
増
加
し
た
。
ま
た

ゲ
!
ム
場
で
使
う
費
用
は

一

回
当
た
り
七
百
五
十
円

(七

百
円
)
、
年
間
九
千
八
百
円

(
八
千
七
百
円
)
と
な
っ
て

いヲ令
。
参
加
人
口
を
男
女
別
、
年

代
別
に
見
た
の
が
「
性

・
年

代
別
余
暇
活
動
参
加
率
」
(次

ぺ
l
ジ
の
グ
ラ
フ
参
照
)
で、

男
女
別
で
は
男
ニ
に
対
し
て

女

一
の
割
合
で
、
い
ず
れ
も

前
年
よ
り
増
加
し
た
。
と
く

に
十
代
、

二
十
代
の
女
性
の

参
加
が
増
加
し
て
お
り
、
ヌ

イ
グ
ル
ミ
の
景
品
と
り
が
人

気
を
集
め
た
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
る
。

89年88 87 86 85 84 

3.000 

2.500 

2.000 

レジャー白書の調査方法

業
界
天
気
図
で
は
「
快
晴
」
へ

遊
園
地
分
野
は
「
晴
」
へ
向
う

同
白
書
で
恒
例
と
な
っ
た

「
余
暇
関
連
産
業
・
業
界
実

気
図
」
で
は
、
ゲ
!
ム
棉
切
に

つ
い
て
は
百
四
ヵ
所
の
郁
業

所
、
遊
園
地
に
つ

い
て
は
百

九
十
六
ヵ
所
か
ら
回
答
を
得

て
、
需
要
、
売
上
げ
、
利
益
、

収
支
バ
ラ
ン
ス
の
四
点
に
つ

い
て
の
変
化
を
も
と
に
、「
業

界
天
気
図
」
を
ま
と
め
た
。

。
天
気
H

記
号
は
O
が
三

O

l
一
O

O
%、

O
が

一
O

5 

遊園地

20 

10 

70 

60 

% 

ー
ニ
九
%
、

①
が
マ
イ
ナ
ス

五
|
九
%
で
、
パ

1
セ
ソ
テ

ー
ジ
の
高
い
ほ
ど

「快
晴
」

の
。
に
近
く
な
る
。
な
お
こ

の
天
気
図
で
と
り
あ
げ
て
い

る
の
は
ト
五
業
種
で
、
家
庭

用
T
V
ゲ
l
ム
は
含
ま
れ
て

い
な
い
。

八
八
年
実
績
i
八
九
年
実

績
↓
九
O
年
見
通
し
は
、
ゲ

ー
ム
場

(娯
楽
機
械
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
)
で
は
、
需
要
が
O

4 19.5 

36.7 37. 

50 

40 

30 

以
上
に
関
連
し
て
同
白
書

は
、
「
ゲ
l
ム
関
係
で
は
家

庭
で
の
テ
レ
ビ
ゲ
i
ム
の
参

加
率
が
前
年
の
落
ち
込
み
を

若
干
回
復
し
、
街
の
中
の
ゲ

ー
ム
セ
ソ
タ
ー
は
参
加
率
・

年
間
平
均
活
動
回
数
と
も
上

向
い
て
い
る
が
、
新
風
営
法

施
行
以
前
の
水
準
ま
で
に
は

回
復
し
て
い
な
い
」
と
述
べ

て
い
る
。

家
庭
用
T

V

一
方
、
家
庭
用
T
V
ゲ
ー

ム
の
市
場
規
模
は
八
九
年
に

三
千
三
百
九
十
億
円

(
前
年

三
千
九
十
億
円
)
と
な
り
、

や
や
回
復
し
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
同
白
書
は
次
の
よ
う
に

分
析
し
て
い
る
。

|

|

「
テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
・

ゲ
l
ム
ソ
フ
ト
市
場
も
前
年

か
ら
九
・
七
%
伸
び
た
。
平

成
元
年
末
ま
で
の
累
計
販
売

台
数
は
、
フ
ァ
ミ
コ

γ
約
千

四
百
六
十
万
台
、

P
C
エ
ソ

ヅ
ソ
約
百
五
十
万
台
、
メ
ガ

ド
ラ
イ
ブ
約
六
十
万
台
で
あ

る
。
フ
ァ
ミ
コ
ソ
に
つ

い
て

は
、
平
成
二
年
秋
に
フ
ァ
ミ

コ
ソ
の
後
継
機
種
ス
ー
パ
ー

フ
7

ミ
コ
ソ
が
発
表
予
定
で

あ
る
た
め
、
現
在
の
売
上
げ

の
伸
び
は
や
や
鈍
っ
て
い
る
。

ま
た
携
帯
用
ゲ
l
ム
ボ
l
イ

は
大
人
気
で
、
フ
ァ
ミ
コ
ン

以
上
の
ぺ

i
ス
で
急
激
に
売

れ
て
い
る
。

一
方
、
フ
ァ
ミ

コ
ソ
ソ
フ
ト
は
累
計
七
百
種

類
ほ
ど
出
て
お
り
、
現
在
ま

で
に
約
一
億
七
千
万
本
ほ
ど

出
荷
さ
れ
て
い
る
。

価
格
は

一
個
当
た
り
の
メ
モ
リ
ー
容

量
の
上
昇
と
と
も
に
、
六
千

円
前
後
ま
で
上
昇
し
て
お
り
、

超
人
気
ソ
フ
ト
『
ド
ラ
ゴ
ソ

ク
エ
ス
ト
W
』
は
八
千
五
百

円
で
販
売
さ
れ
た
。
し
か
し
、

逆
に
人
気
の
な
い
ソ
フ
ト
に

つ
い
て
は
、
千
円
前
後
の
破

格
値
で
販
売
す
る
例
も
見
ら

れ
た
。
か
つ
て
は
ど
ん
な
ソ

• • 

価値あるこユーマシンをディストリビュートするグ「国デ
ロ目スのランク

トライコン球界道中記ストームエイリアンアイレム・エア・デュエル

￥ 148，000ァ
EP-ROM 2716、2732、2732A、2532、2764、

・特長 2764A、27128、27128A、27256、
・EP -R 0 M 2716、2732、2732A、2532、2764、 27512(10・E・込、MOS:aぴ

2764 A， 27128、27128A、27256、 12.5V(A)タイプ対応)
:2(全メーカ一品)に書込可能

EEP-ROM64、128，2561こ害込可能 EEP-ROM 刷 、128、256対応
(切り替えは簡単なキースイ ッチ弐)
・ベリファイ、プランクチェック
プログラムオートスター ト

・シリコンシグネチャ対応 ・見やすいし CD表示
・高信頼性の金メッキソケット
・岡崎に10僧まで讐込 ・データパスチェック
・アドレスパスチェッ ク・ス?ー卜、終7ブザー
.e込 %表示 (00-100%)
・電源内蔵 ・書き残り時筒表示
・2764、27128、27256、275:2は高速讐込
・各EP-ROMのi選択がワンタッチ
• R S 232 Cインターフェース標準装備
• M-O 0綴集局キーコ ントローラ
インターフェース標準装儀

・CMOS、各社Aタイプ(12.5V)も全て対応

派手なシューティ ング/

辿携可能 2人同時プレイ

ナムコ、システムII庁 95単

データ満載で面白野球/

セガ、システム18"第 25単

アクションの爽快感追求

近未来シューティング/

戦闘機とへリが激戦展開

1圃
n 

咽

11ー
ぷ|

11I'li 

• • 

[イレーサNl∞O(ROM消去器)] 
発売中。1倒困消去用￥18.∞0:-

マルチP-ROMプログラマー

-m・I・]司司四回t:.昌司

イベント・ギフト・景品・プレゼントに/

• SPECIAL WATCH SET. 
4.700 

37.000 

31.000 

29.0∞ 
25.∞0 
25.0∞ 

9.500 

13.500 

単品

10本セット
1/ 

1/ 

50コ
50コ

キャラクターセット

セレクトセ ット

シチスンクォ ーツ

ラムダクォ ーツ

シグマク芳 一ツ

アルファクォ ーツ

フ ァッ ションクォ ーツ

アウディ5気圧防水

l
u
m
w
v
w
 

* 
* 

No. & 名 同t価格
① ぬいぐるみし 100 21.000 

② ぬいぐるみし M1∞ 14.000 
③ ぬいぐるみ M1∞ 10.∞o 
③ ぬいぐるみ S1∞ 9.∞o 
@ ぬいぐるみ SS 3∞ 13. 800 
⑥ グ JJ， メ l∞ 20.卿
① /{ラエァィセット?l∞ ? 
⑧ フ ‘';1 ピング 100 16.0001 
⑨ フ ア “ J 、y - 1∞ 10.300 
⑬ 時計セ 、"/ ト 50 11.400 。NEWアヲセサリー 100 12.∞o 
⑫ オモ チャセット 100 5.∞o 
⑬ フイター セ ッ ト 45 13.500 

⑬ キーホJレダーセット 100 10.000 

⑬ NEWキーホルダー 100 13. 5∞ 

普通預金口座 122199・
干259-01神奈川県中郡二宮町中里722-2

中部銀行平塚支庖

ローム ・ロード

仰会u~øw:~~eI

I Mt_*， 宮古1四哩
※第 1、第 3土曜日は定休日です。

• 

TRIGON ALlEN STORM IREM・AIR・DUEL• • 
912-5626 

+・-
4
守{一=武sm引-'T 

U
J
柑

宅
問

抗

aX枇

的・恵一
一2

雌

目

名

FAX 

0463-71-9902 

0463-73-2097 

TEL 
FAX 

-振込先
• 
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25 奮が.:z，';I~-.方イ叡
本 社東京都大田区羽悶 12・12干144篭絡03(743)7432(園内販売事軍本部)

電電路 03(743) 7438(~附躯売事揖本部)電話 03 (743)7433(.7.......・晶)
札幌支庖札幌市霊平区寅平五条3-2・34〒062電路011(841)0248(代 表)

問題支1苫大阪府豊中市畳間町東2・5・3干561III量06(334)5333 (代 表) • • 
博多支后福岡県福岡市中央区白金2・5・15干810電話092(522)47IS(代 褒}

1990年6月1日第381号 ゲームマシン 第三種郷便物認可

.....--.一一，ーー司-、_.-
I I ごト II Jー

忠 世干.&1. 車.時盆匡よ6<2・ 3'-.2 ..(03) 392-川剖

ヲーピスセンター:干260手 車 市輔 ，( 2'9-6冒(0'72)口ー日25
*臨宮 様 踊:干sso大飯市西区車町嘩1"II 道官ビル 宮(06)"8-8601 
偏 向 宮 要 扇 子制2 福岡市得多区1・4・l~lII:3・ 13・11 B'"ピ)¥.tf~Og2)47j-OI問

。A.tAEASTυS削NC.: 18!>O l.Jme Or，抽ardS抑制IS制 b抽.Ctl!lort時 95.目.U.SA 

(14 ) 

c 1990 N由。n自国sanCo_. Ltd 

緬画面画 画面@

ギャルセレクトが

戸溜議自室F週 a 炉問

⑥ 1990 Nihon Bussan Co.. Ltd 

Nichibutsu 
自粛物産繊式会担

本 社 人飯市北区天御感 1 丁目 1 2 苦言 9~
ファミコンインフォメーション

HEAD OFFICE 12-9. l-c同時.Te円JlrOashl.K;l仕切.Dsal<aJa閃円
東京事菓 所真宗鶴台東区元渓~Têl3.10 元浅草リリ工:4\イム

..のカギだf

倉 06 353.5211'代)FAX.< 06 )356・1531
c(06、351・3841
TELEX 523・6891NCBCOL J 
c 03 8<1?4681代、FAX.(03 8<1?・4687

商錆付属の専用テープ以外を'AV麻雀Jのシステムで
使用することは、著作備等の侵害になります.

'AV麻雀.1こは付属の専用テープを使用して下さい.
また、16.釆潟の膏少年への彫・をと噂噂のうえ、段.
岨・同時をま宣けてB置くようお願いいたします.
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『，，
ー，t
、

ハレ

ル
タ
』
は
起
き
上
が
っ
た
。

な
敵
、仕
揖
け
ら
れ
た
毘
一、
そ
し
て
6
態
に

変
身
レ
整
会
'「
エ
ル
タ
」
。
こ
れ
か
、が
一

チ
ッ
ク
・
ゲ
ド
ム
。

• • 

。砂• • 

d、、

『
シ
ル
バ
ー
』

と
『
プ
ラ
ワ
勺
ど
は
再
び
ナ
ム
へ
と
遭
っ
て
き

ち
息
も
つ
か

一い
、
多
影
な

は

っ
た
。

メ
ジ
ャ
ー
リ
l
グ
の
制
覇
を
か
け
て
、
灘
突
す

る
個
性
建
か
な
mm球
団
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
た
ち
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
政
守
、
迫
力
の
ビ
ジ

ュ
ア
ル
、
リ
ア
ル
な
実
況
ア
ナ
ウ
ン
ス
。
こ
れ
か
、

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
・
ゲ
ー
ム
。

ーら

ENT SYSTE 

IONAL 

実用新案出願中'NEO・GEOJ'MVSJI;、SNKの鐙餓臨機です。 01990SNKCORP. 

• 

• 

NEW.o代 war..for NEO・GEO・v・s・m

‘Fーム供給

'ノ[従来塞栃価格比]
従来のゲーム書官板値舗の1/5以下のソフ

仕入れ舗に貯る売上も1酬なアップが め

ENTER111N ADVANCED 

ゐ因キ焔

大
阪
か
ら
、
抑
戸
、広
島
、

麻
雀
般
浪
の
旅
ヘ
。百

敵
、女
性
と
の
出
会
い
、

• 
τM園

近日発売グ

J 

ド級グームr;トオ・ジオ』
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• 

• 

• 

• 

新
方
式
を
関
係
団
体
立

新
た
に
J

K
ラ
イ
セ
ン
ス
オ
フ
ィ
ス
を
開
設

第三純胸l便物，;2.IIf 

ル
」
が
ま
と
ま
り
、

れ
た
。ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
音

楽
著
作
権
使
用
料
に
つ
い
て

は
米
国
著
作
権
法
第
百
卜
六

条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

米
国
が
八
九
年
三
月
一
日
に

ベ
ル
ヌ
条
約
に
加
入
し
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
従
来
の
「
強

制
許
諾
」
方
式
か
ら
「
任
意

許
諾
」
方
式
に
変
わ
る
こ
と

に
な
り
、
関
係
機
関
が
新
し

い
支
払
い
方
法
を
め
ぐ
っ
て

十
八
ヵ
月
に
わ
た
っ
て
協
議

を
続
け
て
き
た
。

つ
ま
り
全
米
A
M
機
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
協
会
で
あ
る
A

M
O
A
(
ァ
、
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン

卜
&
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
ズ
・
ア
ソ
シ
エ

ー

シ
ョ
ン
)
が
、
A
S
C
A
P

(ア
メ
リ
カ
作
曲

・
著
作
・

出
版
者
協
会
)
、

B
M
I
(
放

E圃

I r 

ι .ド

九戸 t

発
表
さ

米
国
で
ク
ュ

i
ク
ボ
ッ
ク

ス
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
演
奏

さ
れ
る
レ
コ

ー
ド
の
著
作
権

使
用
料
を
支
払
う
の
が
当
然

と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
料
金

や
支
払
い
方
法
を
め
ぐ
っ
て

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
改
善

策
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
が
、

こ
の
ほ
ど
今
後
十
年
間
街
効

な
「
ジ

ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
・

ラ
イ
セ
ン
ス

・
ス
ケ
ジ
ュ
!

. .， 

.・・.白.. .-、，、 0 ・‘

割c

送
音
楽
会
社
)
、
S
E
S
A

C
と
い
う
三
つ
の
音
楽
著
作

権
団
体
と
交
渉
を
重
ね
た
結

果、

三
月
一
円
に
合
意
し
、

同
二
十
二
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
共
同
記
者
発
表
し
た
。

合
意
し
た
内
容
は
多
岐
に

及
ぶ
が
、
ま
ず
ラ
イ
セ
ソ
ス

料
は
十
九
台
以
上
だ
と
従
来

よ
り
安
く
な
る
こ
と
に
な
り
、

ま
た
一
年
ご
と
に
値
下
げ
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ

ら
は
九

O
年
一
月
一
自
に
遡

及
的
に
実
施
さ
れ
る
と
と
に

な
り
、
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
手
続
き

用
紙
が
配
布
さ
れ
て
い
る
。

九

O
年
の
ラ
イ
セ
ソ
ス
料

は
、
一
台
闘
が
年
額
(
以
下

向
じ
)
二
百
七
十
五
ド
ル
、

ニ
i
十
台
固
ま
で
は

一
台
当

た
り
五
十
五
ド
ル
、
十

一
台

目
を
超
え
る
分
は

一
台
当
た

り
四
十
八
ド
ル
。
従
来
の
方

式
で
は

一
律
ι
台
当
た
り
六

十
三
ド
ル
な
の
で
、
十
八
台

以
下
な
ら
値
上
が
り
に
な
る

• • 

が
、
十
九
台
以
上
な
ら
値
下

げ
に
な
る
(
十
九
台
な
ら
千

二
百
二
ド
ル
で
、
従
来
の
千

百
九
十
七
ド
ル
よ
り
安
い
)
。

う
ち
十

一
台
以
上
に
つ
い

て
の
ラ
イ
セ

γ
ス
料
は
、
九

一
年
四
十
七
ド
ル
、
九
二
年

四
十
六
ド
ル
、
九
J

一年
四
十

五
ド
ル
と
毎
年
一
ド
ル
ず
つ

下
が
り
、
そ
の
後
は
物
価
上

昇
率
な
ど
と
比
鮫
し
、
調
整

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
実
際
に
支
払
わ
れ
た
著

作
権
使
用
料
の
納
入
実
績
に

合
わ
せ
て
、
毎
年
値
下
げ
す

る
と
の
規
定
も
あ
る
。
さ
ら

に
、
ラ
イ
セ
ソ
ス
契
約
を
し

な
い
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
対
す

る
法
的
手
続
き
に
つ
い
て
の

経
過
措
置
も
あ
る
。

今
回
の
合
意
に
基
づ
き
、

従
来
の
支
払
い
窓
口
で
あ
る

連
邦
著
作
権
局
に
代
わ
っ
て
、

新
た
に

「
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク

ス
・
ラ
イ
セ
ゾ
ス

・
オ
フ
ィ

ス
」
(
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
)
が

設
位
さ
れ
、
同
事
務
局
が
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
に
対
し
ラ
イ
セ

ン
ス
料
支
払
い
の
手
続
き
な

ど
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
事
務
局
は
今
後
四
年
間

A
S
C
A
P内
に
設
世
さ
れ
、

そ
の
後
四
年
間
は

B
M
I
へ

米
国
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
社
の

ス
マ
ッ
シ
ュ
T 
V 

ロ
ビ
ッ
ト
の
新
タ
イ
プ
ゲ

l
ム

米
国
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

・
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
ゲ
ー
ム

ズ
社
(
本
社
シ
カ
ゴ
、
ル
イ

ス
・
ニ
カ
ス
ト
ロ
会
長
)
か

ら
新
タ
イ
プ
の

T
V
ゲ
i
ム

機

「
ス
マ
ッ
シ
ュ

T
V
」
が

こ
の
ほ
ど
出
荷
と
同
時
に
披

露
さ
れ
た
。

こ
れ
は
認
ピ
ッ
ト
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
を
使
用
し
た
、

S
F

戦
闘
ゲ
ー
ム
で
、
二
人
用
。

プ
レ
イ
ヤ
ー
は
二
本
の
八
方

向
レ
バ
ー
を
操
作
し
、
共
に

怪
物
な
ど
を
相
手
に
闘
い
、

武
器
な
ど
を
確
保
す
る
こ
と

で
次
第
に
強
く
な
る
。
同
社

J 

群

-
台
の
箪
体
に
6
種

類
の
ゲ
1
ム
を
鋳
続
。

省
ス
ペ
ー
ス
で
鍍
鮮

の
稼
働
率
を
跨
る
「
マ
ル
チ
ビ

デ
オ
シ
ス
テ
ム
』。
メ
モ
リ
ー

カ
l
ド
の
利
用
で
、
あ
ら
た
め

て
い
つ
で
も
継
続
プ
レ
イ
が
O
K。

そ
の
た
め
、
顧
客
の
再
来
庖
性
も
向
上
。
も
ち
ろ
ん
、

『
ネ
オ
・
ジ
オ
』
レ
ン
タ
ル
八
i
ド
と
も
シ
ス
テ
ム
連
動
。

『
マ
ル
チ
ビ
デ
オ
シ
ス
テ
ム
」
が
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
新
時

代
を
築
き
ま
す
。

(おインチ、
p
vフ
ラ
イ
ト
・テ
ー
ブ
ル
タ
イ
プ
をラ
イン
ナ
ッ
プ
J

NEO-GEO 

移
る
。A
M
O
A
は
一
九
四
八
年

一
月
の
設
立
(
当
時
は

M
O

A
)
以
来
、
今
年
で
四
十
二

年
に
な
る
が
、
設
立
当
初
か

ら
今
H
ま
で
ジ

ュ
ー
ク
ボ
ッ

ク
ス
の
音
楽
使
用
料
支
払
い

rNEO・GEO.J硲hJてち栢践室、関践中。
「ネオ・ジフtJユーザーのための、怠んでも繍
麟室。'ネオ・ジオJ'こ関する・ならシステム
の質問からゲーム政局逮まで、さまざまなお

問い合わせに専任のオペレーターが、直鐘

電話でお答えしています。

ゲ
ー
ム
・
ワ
ー
ル
ド
。

超
ド
級
、 ，. 

「
マ
ル
チ
ビ
デ
オ
シ
ス
テ
ム
」
と
ま
っ
た

く
同
一
の
ゲ
l
ム
を
レ
ン
タ
ル
で
岨
提
供
す

る
「
ネ
オ
・
ジ
オ
」
レ
ン
タ
ル
シ
ス
テ
ム
。

メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド
で
『
マ
ル
チ
ビ
デ
オ
シ

ス
テ
ム
』
と
連
動
。
超
ド
級
ゲ
l
ム
・ワ
ー

ル
ド
を
コ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
デ
ィ
ー
に
凝
縮
。

銀
大
捌
メ
ガ
も
の
デ
l
タ
・メ
モ

リ
ー
か
、
か
つ
て
な
い
迫
力
と
興
奮
を
実

現
。
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
か
ら
始
ま
る
ニ
ュ
ー

ゲ
l
ム
・
シ
ス
テ
ム
で
す
。

4
橿
類
の
ゲ
ー
ム
を
コ
ン

パ
ク
ト
な
鑑
体
に
繕
厳
し

た
マ
ル
チ
ビ
デ
オ
シ
ス
テ

ム『
S
C機
』
。
も
ち
ろ
ん

メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド
で
、
継
続
プ
レ
イ
・
シ
ス
テ
ム
連
動
プ
レ
イ
も
可
能
。

s
c・ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
も
組
ド
級
の
迫
力
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
勉
了
す

る
ゲ
l
ム
・ワ
ー
ル
ド
が
、
高
イ
ン
カ
ム
を
連
成
し
ま
す
。

lムr;トオ・ジオ』

コ
ン
パ
ク
ト
・

、

米
国
の
タ
イ
ト
l
・
ア
メ

リ
カ
社
(
本
社
イ
リ
ノ
イ
州

ウ
ィ

i
リ
γ
グ
、
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
モ
ズ
レ

l
会
長
)
で
四

月
下
旬
、
ジ
ョ

l
・
デ
ィ
ロ

γ
社
長
が
突
然
退
任
、

コ
ピ

ー
対
策
の
ピ
l
タ
1
・
オ
ニ

!
ル
氏
、

広
侍
担
当
の
ナ
ソ

シ
l

-
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ソ
さ
ん

も
退
社
し
て
し
ま
っ
た
。

ジ
ョ

1
・
デ
ィ
ロ

γ
氏
は

業
界
歴
二
十
年
以
上
の
ベ
テ

ラ
ン
で
、
八
八
年
十
月
に
社

で
は
「
ス
マ

ッ
シ
ュ

T
V
」

を
新
世
代
の

T
V
ゲ
l
ム
と

位
置
づ
け
て
い
る
が
、
こ
れ

だ
け
の
説
明
で
は
従
来
の

T

V
ゲ
i
ム
と
そ
う
変
化
が
な

い
と
も
思
え
る
。
し
か
し
同

社
の

T
V
ゲ
i
ム
開
発
の
底

力
は
軽
視
で
き
る
も
の
で
は

な
い
の
で
、
注
怠
が
必
要
。

• • 
問
題
は

A
M
O
A
に
と
っ
て

最
大
の
課
題
と
な
っ
て
き
た
。

従
っ
て
今
回
の
新
し
い
ル
ー

ル
作
り
は
、

A
M
O
A
に
と

っ
て
画
期
的
な
成
果
と
さ
れ

て
い
る
。
も
っ
と
も
日
本
の

業
界
関
係
者
で
、

A
M
O
A

が
設
立
以
来
百
周
年
を
迎
え

た
(
ジ
ュ

ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
出

現
か
ら
百
周
年
の
間
違
い
)

と
か
言
っ
て
い
る
よ
う
で
は
、

今
回
の
成
果
の
意
味
は
ほ
と

ん
ど
理
解
で
き
な
い
、
と
思

わ
れ
る
が
。

タ
イ
ト
l
・
ア
メ
リ
カ
社

工

--p

ah'uef'
 

ジ
ョ

l
・
デ
ィ

ロ
ン
氏
突
然
退
任

Williams' "Smash T.V." 

長
に
就
任
し
た
。
同
氏
は
「
今

年
は
タ
イ
ト

i
の
上
場
計
画

で
最
重
要
な
年
で
あ
る
。
東

京
の
本
社
が
成
功
し
た
経
営

哲
学
と
一
致
さ
せ
よ
う
と
し

た
が
、
経
営
哲
学
が
違
う
」

と
、
退
社
の
理
由
を
述
べ
て

い
る
。
今
後
は
、
デ
ィ
ロ
ソ

・

ア
ソ
シ
エ

i
ツ
と
し
て
大
手

メ
ー
カ
ー
の

T
V
ゲ
1
ム
の

販
売
代
理
業
を
始
め
る
、
と

し
て
い
る
。

タ
イ
ト
1
・
ア
メ
リ
カ
村

で
は
四
月
二
十
八
円
付
で
、

タ
イ
ト
l
本
社
の
鈴
木
実
海

外
事
業
本
部
長
が
社
長
を
引

き
継
い
だ
、
と
五
月
四
日
付

で
発
表
し
た
。
同
社
で
は
日

米
聞
の
業
務
連
絡
を
密
に
す

る
こ
と
で
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス

を
改
善
さ
せ
る
人
事
と
し
て

l
i
la数週

お
り
、
同
祉
の
経
宮
陣
強
化

に
な
る
と
説
明
し
て
い
る
。

同
社
は
鈴
木
実
社
長
、
鈴

木
義
治
副
社
長
、
リ

ッ
ク

・

ロ
カ
テ
ィ
!
販
売
部
長
の
ス

タ
ッ
フ
で
マ

l
ケ
テ
ィ
ソ
グ

を
一
層
強
化
す
る
。

タ
イ
ト
ー
で
は
ま
た
、
台

湾
に
台
北
連
絡
事
務
所
(
台

北
市
、
岡
本
昌
三
所
長
)
を

こ
の
ほ
ど
開
設
し
た
。
こ
れ

は
台
湾
で
の
タ
イ
ト

l
製
品

に
闘
す
る
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
メ
ソ
テ
ナ
ン
ス
な
ど
を
目

的
と
し
た
も
の
。
現
地
で
は

「
太
東
股
め
有
限
公
司
」
と

な
り
、
法
人
絡
が
与
え
ら
れ

て
い
る
。

' •• 

ムの続きがいつでも楽しめる。

ムデータを保存できるメモリーカード。マルチビデオシス
ンタルシステムでも、so相慢でも、問ーゲ

ムの連軍由プレイ・継続プレイ'IJ'手経に行えます。
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凶
地
経
路

米
間
メ
デ
ィ
ア
の
最
大
手

と
な
っ
た
タ
イ
ム
・
ワ

l
ナ

l
社
が
、
シ
ッ
ク
ス
フ
ラ
ッ

グ
ス
の
遊
園
地
チ

ェ
l
ソ
の

経
営
に
乗
り
出
し
、
注
目
さ

れ
て
い
る
。

情
報
に
よ
る
と
、
タ
イ
ム

・

ワ
l
ナ
l
社
の
子
会
社
、
タ

イ
ム

・
ワ
l
ナ
1
・
エ
ソ
タ

!
プ
ラ
イ
ゼ
ス
社
(
ボ
ブ

・

ピ
ッ
ト
マ
ソ
社
長
)
ら
は
す

で
に
シ
ッ
ク
ス
フ
ラ
ッ
グ
ス

遊
園
地
の
株
式
の

一
九

・
五

%
を
一
億
九
千
五
百
万
ド
ル

で
買
い
占
め
て
お
り
、
六
月

上
旬
に
も
手
続
き
を
終
え
る

と
の
こ
と
。
シ
ッ
ク
ス
フ
ラ

ッ
グ
ス
遊
園
地
は
ウ
ェ
ズ

レ

l
-
キ
ャ
ピ
タ
ル
社
と
シ
ッ

ク
ス
フ
ラ
ッ
グ
ス
社
が
所
有

米
国
W
M
S
社
が
許
諾

A
C社
に

庭

用

米
国
の

W
M
S
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
l
ズ
祉
は
こ
の
ほ
ど
、

九音量

トップ10ビデオゲーム

1 1マークス〔戦場の彼II) (カプコン)……… 3

2 2スノーブラザーズ(東亜プラン)…………… 2
3ーラフレーサー(セガ社)・・・・・…・……一.• . .一… 1
4 3チェ ッカー ドフラッグ(コナミ )一一一……..96
5 5クルードパスター(データイースト)・・・…ー・6

6 6コラムス (セカ浄土)…・・・・………・……………・ 6
7 4ファイナルフ ァイ卜 (カプコン)…・……・…・14

8ートリオ ・ザ ・パンチ(データイースト )…… 1
9ーノfン〔ポンピングワール ド〕

(ミッチェ lレ)…………………………………26
108アールタイプ II (アイレム)………………12

Charts 
機種名(メーカー名)

Bondeal 
%う{g

香港

同
社
業
務
用
T
V
ゲ
l
ム
を

任
天
堂
の
家
庭
用
「
N
E
S」

1 1ビッグラン(ジャレコ)………………………14
2 2ハードドライピング (アタリゲームズ)…一.55

3 3スーパーオフロード (レーランド)…………57
44TMNT (タート Jレズ) (コナミ )・………ー22
55チャンピオンスプリント (アタリゲームズ)119

(tBondeal Lω . Hong Kong. The above cha門 ISbased on games 
operated !n Flashback. the world largest vldeo-only arcade. 

トップ5完成品ビデオ

し
て
お
り
、
年
間
総
人
闘
者

は

一
千
七
百
万
人
、
年
間
四

億
ド
ル
の
総
売
上
げ
が
あ
る
。

同
遊
園
地
チ

ェ
ー
ン
に
は

「
シ
ッ

ク
ス
フ
ラ
ッ
グ
ス

・

オ
ー
バ

ー
-
テ
キ
サ
ス
」
、

「
同

・
グ
レ
ー
ト
ア
ド
ベ
ソ

チ
ャ

l
」
、

「
同
・
オ
ー
バ

ー
・
ミ
ッ

ド
ア
メ
リ
カ
」
、

「
同

・
オ
ー
バ
ー

-
ジ
ョ
ー

ジ
ア
」

、

「
マ
ジ
ッ
ク
マ
ウ

ソ
テ
ソ
」

、

「
ア
ス
ト
ロ
ワ

ー
ル
ド
」
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
る
。な
お
パ
リ
l
・
マ
ニ
ュ
フ

ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ
社
(
本

社
シ
カ
ゴ
)
は
八
二
年
一
月

か
ら
八
七
年
五
月
ま
で
、
シ

ッ
ク
ス
フ
ラ
ッ
グ
ス
社
自
体

を
所
有
し
て
い
た
。

「
ゲ
l
ム
ボ

l
イ
」
の
ソ
フ

ト
に
す
る
優
先
権
を
、
米
国

ア
ク
ラ
イ
ム

・
エ
ン
タ
テ
イ

メ
ソ

卜
祉
に
与
え
た
。
W
M

S
社
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

・

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
社
と
ミ

ッ
ド
ウ
ェ

l
社
を
子
会
社
と

し
て
所
有
し
て
お
り
、
両
子

会
社
の

T
V
ゲ
i
ム
が
ア
ク

ラ
イ
ム
社
に
よ
っ

て
家
庭
用

に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ア
ク
ラ
イ
ム
社
は
当
面
ウ

ィ
リ
ア
ム
ズ
社
「
ナ
l
ク」

と
ミ
ッ

ド
ウ
ェ

l
社
「
ア
ー

チ
ラ
イ
バ
ル
」
の
家
庭
用
版

に
と
り
か
か
る
予
定
。

な
お

W
M
S
イ
ソ
ダ
ス
ト

リ
l
ズ
社
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク

証
券
取
引
所
上
場
会
社
、
ァ

ク
ラ
イ
ム

・
エ
γ
タ
テ
イ
メ

.γ
卜
社
は
ナ
ス
ダ
ッ
ク
・
ア

メ
リ
カ
の
腐
頭
公
開
銘
柄
。

ア
ク
ラ
イ
ム
社
は

N
E
S
ソ

フ
ト
の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は

か
な
り
早
い
時
期
か
ら
参
加

し
て
い
た
。
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ア
ミ
ユ

メ
ン
ト

Fh  

A己

....... 
λ己

款

目
次第
一
章

第
二
章

第
三
章

総
則
(
第
一
条

l
第
三
条
)

会
員
(
第
四
条
|
第
九
条
)

役
員
等
(
第
十
条
|
第
十

七
条
)

会
議
(
第
ト
八
条
|
第
一一

卜
八
条
)

地
区
協
議
会

(第
六
十
九

条
)
専
門
委
品
会
(卸
一二
卜
条
)

事
務
局

(第
-一一
十
，
条
)

資
産
及
び
会
計

(筋
一1
十

二
条
|
第
四
十

一
条
)

定
款
の
変
更
及
び
解
倣
(
第

四
卜
二
条
|
第
四
十
凶
条
)

細
則
(
第
四
十
五
条
)

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
牢

第
九
章

附第
則十
牽

第

一
章

総
則

(
目
的
)

第
一
条

社
団
法
人
全
日
本
ア
ミ
ュ

l

ズ
メ
ソ
ト
施
設
営
業
者
協
会
連
合
会

(
以
下
「
本
会
」
と
い
う
。
)
は
、
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
卜
施
設
蛍
業
の
適
正

な
運
営
を
確
保
し
て
、
ア
ミ
ュ

ー
ズ

メ
ソ
ト
施
設
営
業
の
健
全
な
発
展
及

び
社
会
的
な
地
位
の
向
上
を
図
り
、

も
っ
て
善
良
の
風
俗
及
び
清
浄
な
風

俗
環
境
の
保
持
並
び
に
少
年
の
健
全

な
育
成
そ
の
他
公
共
の
安
全
と
秩
序

の
維
持
に
寄
与
す
る
こ
と
を
問
的
と

す
る
。

• • 

(名
誉
顧
問
)

第
十
六
条

本
会
の
活
動
に
特
に
功
労

が
あ
り
、
理
事
会
の
推
薦
を
受
け
た

者
に
対
し
て
、
総
会
の
議
決
に
よ
り

名
誉
顧
問
の
称
号
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

(報
酬
等
)

第
十
七
条

役
員
及
び
願
聞
は
、
無
報

酬
と
す
る
。
た
だ
し
、
常
勤
の
役
員

に
は
、
報
酬
を
支
給
す
る
こ
と
が
で

#
C

マ。
。

2

役
員
及
び
顧
問
に
は
、
そ
の
職
務

を
行
う
た
め
に
要
す
る
費
用
を
支
弁

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

第
一
項
の
報
酬
の
支
給
及
び
前
項

の
費
用
の
支
弁
に
関
し
て
必
要
な
事

項
は
、
理
事
会
の
議
決
を
経
て
、
会

長
が
定
め
る
。

第
四
章

会
議

(
種
別
)

第
十
八
条

本
会
の
会
識
は
、
総
会
及

び
理
事
会
と
す
る
。

2

総
会
は
、
通
常
総
会
及
び
臨
時
総

会
と
す
る
。

(構
成
)

第
十
九
条

総
会
は
、
正
会
貝
を
も
っ

て
構
成
す
る
。

2

理
事
会
は
、
理
事
を
も

っ
て
構
成

す
る
。
(権
能
)

第
二
十
条

総
会
は
、
こ
の
定
款
に
別

に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
本
会
の
運

営
に
関
す
る
重
要
な
事
項
を
議
決
す

る
。

2

理
事
会
は
、
こ
の
定
款
に
別
に
定

め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
事
項
を
議
決
す
る
。

一
総
会
の
議
決
し
た
事
項
の
執
行

に
関
す
る
事
項

二
総
会
に
付
議
す
べ
き
事
項

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

会
務
の
執
行
に
関
す
る
重
要
な
事

項(開
催
)

第
二
十
一
条

通
常
総
会
は
、
毎
年

一

回
、
開
催
す
る
。

2

臨
時
総
会
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
開
催
す
る
。

一

理
事
会
が
必
要
と
認
め
た
と
き

ニ

監
事
が
第
十
二
条
第
六
項
第
四

号
の
職
務
を
行
う
た
め
必
要
を
認

(
事
務
所
)

第
二
条

本
会
の
主
た
る
事
務
所
は
、

東
京
都
千
代
田
区
に
置
く
。

2
、
本
会
は
、
総
会
の
議
決
を
経
て
、

必
要
な
地
に
従
た
る
事
務
所
を
置
く

こ
と
が
で
き
る
。

(
事
業
)

第
三
条

本
会
は
、
第

一
条
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
事
業
を
行
う
。

一

正

会
員
を
構
成
す
る
者
の
営
む

事
業
に
対
す
る
指
導
及
び
連
絡

士

ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ソ
ト
施
設
営
業

の
適
正
化
に
関
す
る
自
主
規
制

三
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ソ
ト
施
設
営
業

の
適
正
化
に
関
す
る
啓
も
う
啓
発

四
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ソ
ト
施
設
営
業

に
関
す
る
苦
情
の
処
理

五
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ソ
ト
施
設
営
業

者
に
対
す
る
研
修
会
等
の
開
催

六
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ソ
ト
施
設
営
業

に
関
す
る
調
査
、
研
究
及
び
統
計

の
作
成

七
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ソ
ト
施
設
営
業

者
に
対
す
る
適
正
な
遊
技
設
備
の

紹
介

八
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ソ
ト
施
設
営
業

者
及
び
従
業
員
の
福
利
厚
生

九
主
務
行
政
庁
の
行
う
ア
ミ

ュ
l

ズ
メ

γ
ト
施
設
営
業
の
適
正
化
に

闘
す
る
施
策
に
対
す
る
協
力

十
関
係
機
関
、
団
体
等
が
行
う
防

犯
活
動
及
び
市
川
少
年
健
全
育
成
活

動
に
対
す
る
協
力

十

一

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ

か
、
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る

• • 
め
た
と
き

三
正
会
員
の
五
分
の
一
以
上
か
ら

会
議
の
目
的
た
る
事
項
を
示
し
て

文
書
を
も
っ
て
会
長
に
対
し
て
請

求
が
あ
っ
た
と
き

3

理
事
会
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
骸
当
す
る
場
合
に
開
催
す
る
。

一

会

長
が
必
要
と
認
め
た
と
き

ニ

蹴
事
が
第
十
二
条
第
六
項
第
四

号
の
職
務
を
行
う
た
め
必
要
を
認

め
た
と
き

三

理
事
の
三
分
の
一
以
上
か
ら
会

議
の
目
的
た
る
事
項
を
示
し
て
文

書
を
も
っ
て
会
長
に
対
し
て
請
求

が
あ
っ
た
と
き

(
招
集
)

第
二
十
二
条

会
議
は
、
前
条
第
二
項

第
二
号
及
び
同
条
第
三
項
第
二
号
に

規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
会
長
が
招

集
す
る
。

2

会
長
は
、
前
条
第
二
項
第
三
号
又

は
同
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ

る
請
求
が
あ

っ
た
と
き
は
、
当
散
請

求
の
あ
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
箇

月
以
内
(
理
事
会
に
あ
っ
て
は
、
十

五
日
以
内
)
に
当
骸
会
識
を
招
集
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

会
識
を
招
集
す
る
と
き
は
、
会
議

を
構
成
す
る
者
に
対
し
、
会
議
の
目

的
た
る
事
項
及
び
そ
の
内
容
並
び
に

日
時
及
び
場
所
を
示
し
て
、
開
催
の

日
の
十
日
前
(
理
事
会
に
あ
っ
て
は
、

七
日
前
)
ま
で
に
、
文
書
を
も

っ
て

通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
緊
急
を
要
す
る
場
合
に
お
け
る

理
事
会
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で

は
な
い
。

(議
長
)

第
二
十
三
条

総
会
の
議
長
は
、
そ
の

総
会
に
出
席
し
た
正
会
員
の
代
表
者

の
中
か
ら
選
任
す
る
。

2

理
事
会
の
議
長
は
、
会
長
が
と
れ

に
当
た
る
。

(定
足
数
)

第
二
+
囲
条

会
議
は
、
こ
れ
を
構
成

す
る
者
の
二
分
の

一
以
上
の
出
席
が

な
け
れ
ば
、
開
会
す
る
こ
と
が
で
き

炉
h

、
。

φ
ト

旬

、
L
V

(
表
決
権
)

第
二
十
五
条

正
会
員
は
、
総
会
に
お

い
て
、
正
会
員
の
構
成
員
の
数
を
基

準
と
し
て
総
会
の
議
決
で
定
め
る
個

数
の
表
決
権
を
有
す
る
。

た
め
必
要
な
事
業

第
二
章

会
員

(
A一
台
貝
)

第
四
条

本
会
の
会
員
は
、
次
の

二
種

類
と
す
る
。

一

正
会
員
都
道
府
県
の
地
域
を

区
域
と
し
て
設
立
さ
れ
た
ア
ミ

ュ

ー
ズ
メ
ン
卜
施
設
営
業
者
の
団
体

で
第

一
条
の
目
的
に
賛
同
し
て
本

会
に
入
会
し
た
も
の

ニ

賛
助
会
品
本
会
の
事
業
を
賛

助
す
る
個
人
又
は
間
体
で
本
会
に

入
会
し
た
も
の

2

正
会
員
は
、
民
法
上
の
社
員
と
す

マ。
。
{入
会
)

第
五
条

会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、

入
会
申
込
容
を
会
長
に
提
出
し
、
理

事
会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

炉弘、。

φ
u
h
'
・v
(
入
会
金
及
び
会
費
)

第
六
条

前
条
の
承
認
を
得
て
正
会
員

と
な
っ
た
者
は
、
遅
滞
な
く
入
会
金

を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

正
会
員
は
、
年
度
ご
と
に
会
費
を

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

入
会
金
及
び
会
費
の
額
は
、
総
会

に
お
い
て
定
め
る
。

4

本
会
の
運
営
上
特
に
必
要
が
あ
る

と
き
は
、
総
会
の
議
決
を
経
て
、

正

会
員
か
ら
臨
時
に
迎
営
貨
を
徴
収
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

5

前
各
項
の
規
定
は
、
賛
助
会
員
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
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2

理
事
は
、
理
事
会
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ

一
個
の
表
決
権
を
有
す
る
。

(
議
決
)

第
二
十
六
条

会
議
の
議
事
は
、
こ
の

定
款
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を

除
き
、
出
席
し
た
正
会
員
又
は
理
事

の
表
決
権
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
し
、

可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

(書
面
表
決
等
)

第
二
十
七
条

や
む
を
得
な
い
事
自
の

た
め
会
識
に
出
席
で
き
な
い
正
会
員

又
は
理
事
は
、
あ
ら
か
じ
め
通
知
さ

れ
た
事
項
に
つ
い
て
書
面
を
も

っ
て

表
決
し
、
又
は
他
の
正
会
員
若
し
く

は
理
事
に
表
決
を
委
任
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
帯
一
一
面

面
表
決
委
任
者
は
、
第
二
十
四
条
及

び
前
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

会
議
に
出
席
し
た
も
の
と
み
な
す
。

(
議
事
録
等
)

第
二
十
八
条

会
議
の
議
事
に
つ
い
て

は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
議
事
録

を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

会
議
の
日
時
及
び
場
所

ニ

正
会
員
及
び
そ
の
表
決
権
の
現

在
数
又
は
理
郁
の
現
在
数

三

会
議
に
出
席
し
た
正
会
員
及
び

表
決
権
の
数
文
は
理
事
の
氏
名

(科
面
表
決
者
及
び
表
決
委
任
者

を
含
む
。
)

四
議
決
事
項

五
議
事
の
経
過
及
び
そ
の
結
果

六
議
事
録
署
名
人
の
選
任
に
関
す

る
事
項

2

議
事
録
に
は
、
議
長
及
び
出
席
し

た
正
会
員
の
代
表
者
文
は
理
事
の
中

か
ら
そ
の
会
議
に
お
い
て
選
任
さ
れ

た
議
事
録
署
名
人
二
名
以
上
が
、
署

名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
章

地
区
協
議
会

(
設
置
)

第
二
十
九
条

本
会
の
支
部
と
し
て
、

地
区
協
級
会
を
置
く
。

2

地
区
協
議
会
の
名
称
及
び
区
域
は
、

総
会
が
定
め
る
。

3

地
区
協
議
会
は
、
そ
の
置
か
れ
た

区
域
に
お
い
て
、
第
三
条
に
規
定
さ

れ
た
事
業
を
行
う
。

4

前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、

地
区
協
議
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関

い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
正
会
員
」

と
あ
る
の
は
「
賛
助
会
員
」
と
、
「
総

会
」
と
あ
る
の
は
「
理
事
会
」
と
そ

れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

(退
会
)

第
七
条

会
員
は
、
任
意
に
退
会
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
り
退
会
す
る
場

合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
会
長

に
退
会
届
出
占
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

3

会
員
が
解
散
し
、
又
は
死
亡
し
た

と
き
は
、
当
該
会
員
は
前
項
の
手
続

き
を
要
せ
ず
、

当
然
に
退
会
す
る
。

(除
名
)

第
八
条

正
会
員
が
次
の
各
項
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
総
会
に

お
い
て
、
出
席
し
た
正
会
員
の
表
決

権
の
四
分
の
三
以
上
の
同
意
を
得
て
、

こ
れ
を
除
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
本
会
の
名
誉
を
著
し
く
き
損
し
、

又
は
信
用
を
失
わ
せ
る
よ
う
な
行

為
が
あ
っ
た
と
き

こ

こ
の
定
款
又
は
総
会
の
議
決
に

違
反
す
る
行
為
が
あ
っ
た
と
き

三

著
し
く
会
費
の
納
入
を
怠
っ
た

と
き

2

前
項
の
規
定
に
よ
り
正
会
員
を
除

名
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
骸
正

会
員
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
理

由
を
通
知
し
て
、
総
会
に
お
い
て
、

弁
明
の
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
当
骸
正
会
員
の
代

表
者
の
所
在
が
不
明
の
た
め
、
通
知

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
こ

の
限
り
で
は
な
い
。

3

前
二
項
の
規
定
は
、
賛
助
会
員
の

除
名
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
第
一
項
中
「
正
会
員
が
」

と
あ
る
の
は
「
賛
助
会
員
が
」
と
、

「
総
会
」
と
あ
る
の
は
「
理
事
会
」

と
、
「
正
会
員
の
」
と
あ
る
の
は
「
理

事
の
」
と
、
第
ニ
項
中
「
正
会
員
の

代
表
者
」
と
あ
る
の
は

「
賛
助
会
員

(当
該
費
助
会
員
が
団
体
で
あ
る
場

合
に
あ

っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
)」

と
、
「
総
会
」
と
あ
る
の
は
「
理
事

会
」
と
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

(拠
出
金
の
不
返
還
等
)

第
九
条

退
会
し
、
文
は
除
名
さ
れ
た

者
が
、
退
会
し
、
又
は
除
名
さ
れ
る

前
に
本
会
に
納
入
し
た
入
会
金
、
会
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す
る
事
項
は
、
理
事
会
が
定
め
る
。

第
六
草

専
門
委
員
会

(尊
門
委
員
会
〉

第
三
十
条

会
長
は
、
本
会
の
円
滑
な

運
営
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
理
事
会
の
議
決
を
経

て
、
会
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
尊
門

委
員
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

専
門
委
員
会
の
組
織
及
び
運
営
に

闘
す
る
事
項
は
、
理
事
会
の
議
決
を

経
て
、
会
長
が
定
め
る
。

第
七
章

事
務
局

(
事
務
局
)

第
三
十

一
条

ノ¥。

2

事
務
局
に
、
本
会
の
事
務
を
処
理

す
る
た
め
、
所
要
の
職
員
を
置
く
。

3

職
員
は
、
会
長
が
任
免
す
る
。

4

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

事
務
局
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

事
項
は
、
理
事
会
の
議
決
を
経
て
、

会
長
が
定
め
る
。

本
会
に
、
事
務
局
を
置

第
八
章

資
産
及
び
会
計

(資
産
の
構
成
)

第
三
十
二
条

本
会
の
資
産
は
、
次
に

掲
げ
る
も
の
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

一
設
立
当
初
の
財
産
自
録
に
記
載

さ
れ
た
財
産

二

入

会

金
及
び
会
費

三

寄
附
金
品

四
資
産
か
ら
生
ず
る
収
入

五
事
業
に
伴
う
収
入

六
そ
の
他
の
収
入

(資
産
の
種
別
)

第
三
十
三
条

本
会
の
資
産
は
、
基
本

財
産
及
び
運
用
財
定
の
二
種
類
と
す

ス
v

。

2

基
本
財
産
は
、
次
に
掲
げ
る
む
の

を
も
っ
て
構
成
す
る
。

一

設
立
当
初
の
財
産
向
録
中
基
本

財
産
の
部
に
記
載
さ
れ
た
財
産

・
一

基
本
財
姥
と
す
る
こ
と
を
指
定

し
て
市
町
附
さ
れ
た
財
産

三

総
会
で
基
本
財
産
に
繰
り
入
れ

る
こ
と
を
議
決
し
た
財
産

3

運
用
財
産
は
基
本
財
産
以
外
の
財

産
と
す
る
。

費
そ
の
他
の
金
品
は
、
返
還
し
な
い
。

2

退
会
し
、
文
は
除
名
さ
れ
た
者
で

あ
っ
て
も
、
在
会
中
の
義
務
を
履
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章

役
員
等

(
役
員
)

第
十
条

本
会
に
、
次
の
役
員
を
置
く
。

一

会

長

一
名

ニ

副
会

長

田

名
以
内

三

専
務
理
事

一
名

四
常
務
理
事

一
名

五

理

事

三
十
名
以
内

(会
長、

副
会
長
、
専
務
理
事
及
び
常
務

理
事
た
る
理
事
の
数
を
含
む
。)

六

監

事

二
名

(
役
員
の
選
任
)

第
十
一
条

理
事
及
び
監
事
の
選
任
は
、

総
会
に
お
い
て
行
い
、
国
家
公
安
委

員
会
の
承
認
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

2

会
長
、
副
会
長
、
専
務
理
事
及
び

常
務
理
事
は
、
理
事
の
互
選
と
し
、

理
事
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の

地
位
を
失
う
。

3

理
事
に
つ
い
て
は
、
親
族
そ
の
他

特
別
な
関
係
に
あ
る
者

(
以
下
「
特

別
利
害
関
係
者
」
と
い
う
。
)
の
数

が
、
そ
の
総
数
の
三
分
の
一

を
超
え

て
は
な
ら
な
い
。

4

監
事
は
、
理
慌
の
特
別
利
害
関
係

者
が
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

5

理
事
及
び
監
事
は
、
相
互
に
兼
ね

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

(
役
員
の
職
務
)

第
+
二
条

会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
、

会
務
を
掌
理
す
る
。

2

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会

長
に
事
故
が
あ
る
と
き
又
は
会
長
が

欠
け
た
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
会
長

が
定
め
た
順
位
に
従
い
、
そ
の
職
務

を
代
行
す
る
。

3

専
務
理
事
は
、
会
長
及
び
副
会
長

を
補
佐
し
、
本
会
の
常
務
を
執
行
す

λ
v
。

4

常
務
理
事
は
、
専
務
理
事
を
補
佐

し
て
本
会
の
常
務
に
参
画
し
、
専
務

理
事
に
事
故
が
あ
る
と
き
又
は
専
務

理
事
が
欠
け
た
と
き
は
、
そ
の
職
務

を
代
行
す
る
。

5

理
事
は
、
理
事
会
を
組
織
し
、
本

会
の
業
務
の
執
行
の
決
定
に
参
画
す

る
。

• • 

(
資
産
の
管
理
)

第
三
十
四
条

ぶ
会
の
資
産
は
、
総
会

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
会
長
が

管
理
す
る
。
た
だ
し
、
基
本
財
産
の

う
ち
、
現
金
は
、
確
実
な
金
融
機
関

に
預
け
入
れ
、
法
し
く
は
信
託
銀
行

に
信
託
し
、
文
は
困
位
、
公
債
そ
の

他
縫
突
な
布
価
証
券
に
換
え
て
保
管

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(基
本
財
産
の
処
分
の
制
限
)

第
三
十
五
条

基
本
財
産
は
、
こ
れ
を

処
分
し
、
又
は
担
保
に
供
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得

な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
総
会
に

お
い
て
正
会
員
の
表
決
権
の
三
分
の

二
以
上
の
同
意
を
得
、

か
っ
、
国
家

公
安
委
員
会
の
承
認
を
受
け
て
、
そ

の
一
部
を
処
分
し
、
文
は
そ
の
全
部

若
し
く
は
一
部
を
担
保
に
供
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

(経
費
の
支
弁
)

第
三
十
六
条

本
会
の
経
費
は
、
運
用

財
産
を
も
っ
て
支
弁
す
る
。

(事
業
年
度
〉

第
三
十
七
条

本
会
の
事
業
年
度
は
、

毎
年
四
月

一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三

月
三
十

一
日
に
終
わ
る
。

(事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
)

第
三
十
八
条

会
長
は
、
毎
事
業
年
度

開
始
前
に
、
事
業
計
画
普
及
び
こ
れ

に
伴
う
収
支
予
算
書
を
作
成
し
、
総

会
の
議
決
を
経
て
、
内
閣
総
理
大
臣

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事

業
計
画
又
は
収
支
予
算
書
を
変
更
し

よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

(
暫
定
予
算
}

第
三
十
九
条

前
条
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
や
む
を
得
な
い
事
自
に
よ
り

予
算
が
成
立
し
な
い
と
き
は
、
会
長

は
、
そ
の
成
立
の
日
ま
で
、
前
年
度

の
予
算
に
よ
り
収
入
支
出
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

(車
業
報
告
及
び
収
支
決
算
)

第
四
十
条

会
長
は
、
毎
事
業
年
度
終

了
後
三
箇
月
以
内
に
、
事
業
報
告
普

及
び
こ
れ
に
伴
う
収
支
決
算
盤
、
正

味
財
産
増
減
計
算
書
、
貸
借
対
照
表

並
び
に
財
産
向
録
を
作
成
し
、
監
事

の
監
査
を
経
て
、
総
会
の
怒
認
を
得

た
上
で
、
内
閣
総
理
大
臣
に
報
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(長
期
借
入
金
等
)

第
四
十

一
条

資
金
の
借
入
れ
(
そ
の

監
事
は
、
次
に
掲
げ
る
職
務
を
行

う
ほ
か
、
総
会
及
び
理
事
会
に
出
席

し
、
そ
の
職
務
に
関
し
て
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
本
会
の
財
産
の
状
況
を
監
査
す

る
こ
と

二
本
会
の
会
務
の
執
行
の
状
況
を

監
査
す
る
こ
と

三

本
会
の
財
産
の
状
況
又
は
会
務

の
執
行
に
つ
い
て
不
正
の
疑
い
が

あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
と
き
は
、

こ
れ
を
総
会
及
び
国
家
公
安
委
員

会
に
報
告
す
る
こ
と

四
前
号
の
報
告
を
行
う
た
め
必
要

が
あ
る
と
き
は
、
総
会
又
は
理
事

会
を
招
集
す
る
こ
と

(
役
員
の
任
期
)

第
十
三
条

役
員
の
任
期
は
、
二
年
と

す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
文
は
増
員
に

よ
る
役
員
の
任
期
は
、
前
任
者
文
は

現
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

2

役
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で

者
C
ヲハ

V
0

3

役
員
は
、
辞
任
し
、
又
は
そ
の
任

期
が
満
了
し
た
相
場
合
に
お
い
て
も
、

後
任
者
が
就
任
す
る
ま
で
の
聞
は
、

従
前
の
職
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

p
h

、。

ゆ
山
し
〈役
員
の
解
任
)

第
十
四
条

役
員
が
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
肱
当
す
る
と
き
は
、
総
会
に

お
い
て
、
出
席
し
た
正
会
員
の
表
決

権
の
四
分
の
三
以
上
の
同
意
を
得
て
、

こ
れ
を
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
の
執

行
に
堪
え
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と

#
c
 

二

職
務
上
の
義
務
違
反
そ
の
他
役

員
た
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為

が
あ
っ
た
と
き

2

第
八
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項

の
規
定
に
よ
り
役
員
を
解
任
す
る
場

合
に
準
用
す
る
。

(顧
問
)

第
十
五
条

本
会
に
顧
問
若
干
名
を
置

く
こ
と
が
で
き
る
。

2

顧
問
は
、
学
識
経
験
者
の
中
か
ら
、

理
事
会
の
議
決
を
経
て
、
会
長
が
委

嘱
す
る
。

3

願
聞
は
、
会
長
の
諮
問
に
答
え
、

文
は
会
長
の
要
諦
に
よ
り
会
議
に
出

席
し
て
意
昆
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

ザ令
。

6 

• • 

事
業
年
度
内
の
収
入
を
も
っ
て
償
還

す
る
も
の
を
除
く
。
)
を
し
よ
う
と

す
る
と
き
、
又
は
新
た
な
義
務
の
負

担
若
し
く
は
権
利
の
放
楽
の
う
ち
重

要
な
も
の
(
収
支
予
算
で
定
め
る
も

の
を
除
く
。)
を
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
総
会
に
お
い
て
正
会
員
の
表
決

権
の
三
分
の
こ
以
上
の
同
意
を
得
、

か
っ
、
国
家
公
安
香
員
会
の
承
棋
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
草

定
款
の
変
更
及
び
解
散

(定
款
の
変
更
)

第
四
十
二
条

こ
の
定
款
は
、
総
会
に

お
い
て
正
会
員
の
表
決
権
の
四
分
の

三
以
上
の
同
意
を
得
、
か
っ
、
内
閣

総
理
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

(
解
散
)

第
四
十
三
条

本
会
は
、

民
法
第
六
十

八
条
第
一
項
(
第
一
号
を
除
く
。
)

及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
事
由
が
生

じ
た
と
き
に
解
散
す
る
。

2

総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
本
会
が
解

散
す
る
場
合
に
は
、
総
会
に
お
い
て

正
会
員
の
表
決
権
の
四
分
の
三
以
上

の
同
立
を
向
、
か
っ
、
同
家
公
安
委

員
会
の
ゑ
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

p
h

、
。

ゅん
'
L
V

〈残
余
財
産
の
処
分
)

第
四
十
四
条

本
会
が
解
散
時
に
有
す

る
残
余
財
産
は
、
総
会
に
お
い
て
正

会
員
の
表
決
権
の
四
分
の
三
以
上
の

同
意
を
得
、
か
っ
、
国
家
公
安
委
員

会
の
承
認
を
受
け
て
、
本
会
と
類
似

の
目
的
を
も
っ
公
益
法
人
に
寄
附
す

る
も
の
と
す
る
。

第
十
章

細
則

(細
則
)

第
四
十
五
条

こ
の
定
款
に
定
め
る
も

の
の
ほ
か
、
会
務
を
執
行
す
る
た
め

に
必
要
な
事
項
は
、
理
事
会
の
議
決

を
得
て
、
会
長
が
定
め
る
。

附

則

1

こ
の
定
款
は
、
設
立
許
可
の
あ
っ

た
日
か
ら
執
行
す
る
。

2

本
会
の
設
立
当
初
の
会
員
で
、
本

会
の
設
立
に
よ
り
解
散
し
た
全
日
本

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
マ
シ
ソ

・
オ
ペ



佐
し
、
地
区
協
議
会
長
に
事
故
あ

る
と
き
は
そ
の
代
行
を
す
る
。

四
地
区
協
議
会
は
、
会
長
の
要
請

及
び
地
区
協
議
会
長
が
必
要
と
認

め
た
と
き
又
は
区
域
内
正
会
員
の

三
分
の

一
以
上
か
ら
諦
求
が
あ
っ

た
と
き
、
地
区
協
議
会
長
が
招
集

す
る
。
な
お
、
各
地
区
協
議
会
長

の
合
意
に
よ
り
、
復
数
の
区
域
に

よ
る
地
区
協
議
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
出
来
る
。

五
地
区
協
議
会
の
議
長
・定
足
数
・

議
決

・
書
面
表
決
等

・
議
事
録
等

に
つ
い
て
は
、
定
数
第
二
十
三
条

よ
り
第
二
十
八
条
の
規
定
を
準
用

す
る
。

六

定

款

第

二
十
九
条
第
三
項
に
よ

り
、
地
区
協
議
会
は
定
款
第
一
条

の
目
的
及
び
第
三
条
の
事
業
に
添

っ
て
、
区
域
内
の
事
業
を
行
う
。

七
地
区
協
議
会
長
は
、
区
域
内
の

事
業
に
つ
い
て
適
時
理
事
会
に
お

い
て
報
告
す
る
。

八
地
区
協
議
会
の
組
織
及
び
運
営

に
つ
い
て
、
本
規
定
以
外
に
必
要

が
生
じ
た
と
き
は
理
炉
会
に
お
い

て
定
め
る
。

た
。
こ
の
た
め
「
役
員
の
選
任
」
に
「
国

家
公
安
委
員
会
の
承
認
」
が
必
要
と
な

っ
た
。①
「
事
業
」
む
全
面
的
に
変
更
に

な
っ
た
。
う
ち
「
展
示
会
の
闘
催
」
は

「
適
正
な
遊
技
設
備
の
紹
介
」
と
な
り

性
格
が

一
変
し
た
。

①

従

来

の

「
代
議
員
制
度
」
は
廃

止
さ
れ
、
新
た
に
「
理
事

・
監
事
選
出

規
程
」
に
よ
り
役
員
が
選
出
さ
れ
る
と

と
に
な
っ
た
。
総
会
に
は
従
来
の
「
代

議
員
」
で
な
く
「
正
会
員
」
の
代
表
が

出
席
し
、

「
表
決
権
」
を
行
使
す
る
。

①
従
来
「
会
長
」
ら
執
行
部
役
員

は
理
事
で
は
な
く
、
代
議
員
か
ら
選
出

さ
れ
た
が
、
理
事
会
で
の
互
選
で
選
任

す
る
方
式
に
変
わ
っ
た
。
以
上
に
伴
な

い
役
員
の
定
数
は
、
執
行
部
役
員
五
名

プ
ラ
ス
理
事
二
十
一
名
の
計
二
十
六
名

と
監
事
二
名
だ
っ
た
の
が
、
理
事
二
十

名
と
監
事
二
名
へ
と
六
名
減
少
し
た
。

①

こ

れ

に

伴
い
従
来
の
「
ブ
ロ

ッ

ク
会
議
」
は
「
支
部
と
し
て
」
の
「
地

区
協
議
会
」
と
な
っ
た
。
以
上
の
ほ
か

事
業
年
度
が
変
更
に
な
っ
た
、
な
ど
。

定
款
第
二
十
五
条
第
一
占
領
に
よ
る
総

会
に
お
け
る
各
正
会
員
の
表
決
権
数
を

左
記
の
通
り
定
め
る
。

第
一
条

正
会
員
は
、
毎
事
業
年
度
末

ま
で
に
所
属
す
る
会
員
数
を
届
け
出

る
も
の
と
し
、
そ
の
所
属
会
員
数
に

基
づ
き
、
左
記
の
表
決
権
数
と
す
る
。

な
お
、
リ
周
け
出
の
な
い
場
合
は
前
年

度
の
所
属
会
員
数
を
基
準
と
す
る
。

す
事
業
へ
の
参
加

(
A
O
U
エ
キ

ス
ポ
の
出
展
を
除
く
)
情
報
の
伝

達
等
の
特
典
を
受
け
る
こ
と
が
出

来
る
。

二

関
連
業
者
賛
助
会
員
を

A
O
U

エ
キ
ス
ポ
の
出
展
資
絡
と
す
る
。

(総
会

へ
の
出
席
)

第
四
条

賛
助
会
員
は
、
本
会
の
総
会

に
出
席
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
た
だ

し
、
議
決
権
は
有
し
な
い
。

(会
員
資
格
の
継
続
)

第
五
条

全
日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ソ
ト

マ
シ
ン

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
連
合
会
の

解
散
時
に
賛
助
会
員
で
あ
っ
た
も
の

は
、
本
会
に
そ
の
資
格
を
継
続
さ
れ

スV

。

レ
i
タ
l
連
合
会
(
以
下
こ
の
項
に

お
い
て

「
連
合
会
」
と
い
う
。
)
の

会
員
で
あ
っ
た
も
の
が
連
合
会
に
納

め
た
入
会
金
及
び
平
成
元
年
度
の
会

費
は
、
第
六
条
第
一
項
、
第
二
項
及

び
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
本
会
に

納
め
た
入
会
金
及
び
平
成
元
年
度
の

会
費
と
み
な
す
。

3

本
会
の
設
立
当
初
の
役
員
は
、
第

十

一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
設
立
総
会
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

4

本
会
の
設
立
当
初
の
役
員
の
任
期

は
、
第
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
平
成
二
年
三
月
三
十

一

日
ま
で
と
す
る
。

5

本
会
の
設
立
当
初
の
事
業
年
度
は
、

第
三
十
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

設
立
許
可
の
日
か
ら
平
成
二
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

6

本
会
の
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
次
年
度
の
富
市
業
計
画
及
び
収
支
予

算
は
、
第
三
十
八
条
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
設
立
総
会
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。

第
四
条

本
会
に
入
会
を
承
認
さ
れ
た

正
会
員
は
、
入
会
承
認
通
知
の
あ
っ

た
白
か
ら
三
十
日
以
内
に
所
定
の
入

会
金
及
び
年
会
費
を
振
込
み
納
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
期
日
ま
で
に

納
入
が
な
い
と
き
は
、
人
会
の
申
込

み
を
取
り
消
し
た
も
の
と
し
て
扱
う
。

第
五
条

全
日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ソ
ト

マ
シ
ソ
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
連
合
会
の

解
散
時
に
会
員
で
あ
っ
た
も
の
は
、

入
会
金
を
免
除
さ
れ
る
。

縄九 四 中
近畿

地州 国 国
区 地 地 地
沖 区 区 区

鹿熊福
知高徳島 広島鳥取

庫京大
児本岡 都阪
島

. . . 
大長崎 香

山 根島 和喜
沖分 . ) 11 . ロ 歌

縄宮崎 佐賀 愛媛
岡 山 奈
山 良

. . . 兵・
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二百二二 百十百十百宵じ四 ニ ニ
百五百十九社六社 三一 十十十社 所
主十 二 社十 十 十社百 一一一 属
ト社十一一一社|社|社|十二

員数会社 社| 社| 社i 社百|三宵 七四社
以 二百 十社十十
上 一 百 九 六社 社社一

表
決

十河，[1;てF司九耳、さ
八 七 ー』 五内 三二 一 権ノ、

7EY冨て 河芭葺て 草ァ，草て 百?ま耳てフ宮，町てEフrEdt百tシrE‘Z E3Fig て 数

賛
助
会
員
規
程

第
二
条

定
款
第
二
十
九
条
第
四
項
に

よ
る
地
区
協
議
会
の
組
織
及
び
運
営

は
下
記
の
通
り
と
す
る
。

一
地
区
協
議
会
は
、
区
域
内
正
会

員
団
体
の
代
表
者
及
び
そ
の
他

一

名
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

二
地
区
協
議
会
構
成
員
の
互
選
に

よ
り
、
地
区
協
議
会
長
一

名
及
び

副
地
区
協
議
会
長
ニ
名
以
内
を
選

出
す
る
。

三

地
区
協
議
会
長
は
そ
の
区
域
の

地
区
協
議
会
を
統
括
し
、
副
地
区

協
議
会
長
は
地
区
協
議
会
長
を
補

定
款
第
六
条
第
宜
項
に
よ
る
費
助
会

員
の
会
貨
及
び
賛
助
会
員
に
闘
す
る
規

定
を
左
記
の
通
り
定
め
る
。

(賛
助
会
員
の
種
別
と
会
費
)

第
一
条

賛
助
会
員
は
左
記
の
種
別
及

び
そ
れ
に
伴
う
年
会
費
と
す
る
。

一
営
業
者
賛
助
会
員
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ソ
卜
施
設
営
業
者
及
び
そ
の

団
体
等
と
し
、
年
会
費
は
金
十
万

円
と
す
る
。

ニ

関
連
業
者
賛
助
会
員

ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ソ
ト
マ
シ
ン
及
び
関
連
機

器
・
部
品
・
景
品
等
の
製
造
又
は

販
売
並
び
に
関
連
事
業
を
行
う
者

と
し
、
年
会
費
は

一
口
金
十
万
円

と
す
る
。

(会
費
の
納
入
)

第
二
条

本
会
は
毎
事
業
年
度
当
初
に

費
助
会
員
に
対
し
所
定
の
会
貨
を
請

求
す
る
。

2

賛
助
会
員
は
本
会
の
諦
求
に
基
づ

き
、
会
費
を
指
定
の
銀
行
に
振
込
み

納
入
す
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
振

込
み
に
要
す
る
手
数
料
は
振
込
者
の

負
担
と
す
る
。

3

本
会
に
入
会
を
承
認
さ
れ
た
賛
助

会
員
は
、
入
会
承
認
通
知
の
あ
っ
た

日
か
ら
三
十
日
以
内
に
所
定
の
会
費

を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な

お
、
事
業
年
度
の
中
途
で
入
会
し
た

場
合
も
、
年
会
費
は
同
額
と
す
る
。

期
日
ま
で
に
納
入
が
な
い
と
き
は
、

入
会
の
申
込
み
を
取
り
消
し
た
も
の

と
し
て
扱
う
。

(
賛
助
会
員
の
特
典
)

第
三
条

第
一
条
の
賛
助
会
員
種
別
に

対
し
、
次
の
特
典
を
附
与
す
る
。

一

営
業
者
賞
助
会
員
は
本
会
で
催

理
事

・
監
事
選
出
規
程

定
款
第
十
一
条
第
一
一
項
に
よ
る
理
事

及
び
監
事
を
総
会
に
お
い
て
選
任
す
る

以
前
の
選
出
規
定
を
左
記
の
通
り
定
め

ヲ令
。
第

一
条

正
会
員
は
、
理
事
会
の
定
め

た
期
日
ま
で
に
、
所
属
す
る
会
員
よ

り

「
役
員
候
補
者
」
を
、
東
京
都
・

愛
知
県

・
大
阪
府
は
二
名
、
そ
の
他

の
道
府
県
に
お
い
て
は
一
名
を
理
事

会
に
届
け
る
。

第
二
条

理
事
会
は
、
前
条
の
届
け
出

の
あ
っ
た
「
役
員
候
補
者
」
の
一
覧

表
を
正
会
員
に
配
布
し
て
十
名
連
記

で
投
票
を
求
め
、
票
数
の
多
い
者
ト

五
名
を
選
出
す
る
。

第
三
条

理
都
会
は
、
選
出
役
員
候
補

者
の
地
域
調
整
又
は
本
会
の
役
員
に

就
任
を
依
頼
し
た
い
者
等
を
勘
案
し
、

前
条
に
よ
る
十
五
名
以
外
に
、
七
名

を
追
加
選
出
す
る
。

第
四
条

理
事
会
は
、
前
二
条
に
よ
り

選
出
さ
れ
た
「
役
員
候
補
者
」
よ
り
、

理
事
又
は
監
事
に
就
任
す
る
承
諾
を

得
た
後
に
、

「
理
事
候
補
者
・
監
事

候
補
者
」
と
し
て
総
会
の
提
出
議
案

と
す
る
。
な
お
、
総
会
に
お
い
て
選

出
さ
れ
た
役
員
は
国
家
公
安
委
員
会

の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

陸中 海関 区北|刻 東北北海
会地

地部 地東 区区
区 ・ 区 ・

東』也
地道 域協

北 東 区 ・ 議

岐阜川石 梨東)i¥ 
鳩栃 福田北 区
玉 木 島 ・海 域. 

長 ・
. 
岩道 内

福 斌茨
愛知 弁

野神 山手 都
奈 葉千 . 形 -青 道

富 静川 -群. 宮森 府

一 山 岡- 新潟馬・
城- 県

重 - 山 秋 名

ゲームマシン

入
会
金
及
び
会
費
規
程

地
区
協
議
会
規
程

解
説

定
款
第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に

よ
る
正
会
員
の
入
会
金
並
び
に
会
費
に

関
す
る
規
定
を
左
記
の
通
り
定
め
る
。

第
一
条

入
会
金
は
、

一
正
会
員
に
つ

き

一
律
金
五
万
円
と
す
る
。

第
二
条

正
会
員
の
会
費
は
、

正
会
員

に
所
属
す
る
会
員
数
に
対
し
、

一
社

あ
た
り
年
額
金
五
千
円
と
す
る
。

第
三
条

正
会
員
は
、
毎
事
業
年
度
末

ま
で
に
所
属
す
る
会
員
数
を
届
け
出

る
も
の
と
し
、
届
け
出
数
を
基
準
に

し
て
、
本
会
は
毎
事
業
年
度
の
当
初

に
会
費
の
請
求
を
す
る
。
な
お
、
届

け
出
の
な
い
場
合
は
前
年
度
の
所
属

会
員
数
を
基
準
に
請
求
す
る
。

2

耶
業
年
度
の
中
途
で
入
会
し
た
場

ム
円
は
、
年
会
費
を
月
割
と
す
る
額
を

請
求
す
る
。
た
だ
し
、
入
会
の
月
を

含
む
。

3

正
会
員
は
本
会
の
請
求
に
基
づ
き
、

会
費
を
指
定
の
銀
行
に
振
込
み
納
入

す
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
振
込
み

に
要
す
る
手
数
料
は
振
込
者
の
負
担

と
す
る
。

目
的
、
事
業
、

組
織

な
ど
で
抜
本
的
変
更

定
款
第
二
十
九
条
に
よ
る
地
区
協
議

会
の
規
定
を
左
記
の
通
り
定
め
る
。

第
一
条

定
款
第
二
ト
九
条
第
二
項
に

よ
る
地
区
協
議
会
の
区
峨
は
左
記
の

通
り
と
す
る
。

任
意
団
体
と
し
て
の
「
全
日
本
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ソ
ト
マ
シ
ン
・
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
連
合
会
」
(
A
O
U
)は
八
五
年
(
昭

和
六
十
年
)
十
月
二
十
三
日
開
催
の
設

立
総
会
で
、
三
十
都
道
府
県
協
を
会
員

と
し
て
発
足
し
、
こ
の
ほ
ど
社
団
法
人

化
し
た
の
に
伴
い
解
散
し
た
。

A
O
U

は
社
団
法
人
化
に
伴
い
新
た
な
定
款
を

採
用
し
て
お
り
、
従
来
の
任
意
団
体
と

性
絡
を
異
に
す
る
内
符
と
な
っ
た
。

任
意
団
体
と
し
て
の

A
O
U
の
定
款

は
八
八
年
(
昭
和
六
十
三
年
)
十

一
月
十

八
日
に
一
部
変
更
さ
れ
て
は
い
る
が
、

今
回
の
社
団
法
人
化
に
伴
う
変
更
で
は

抜
本
的
変
更
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の

要
点
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

①

「
目
的
」
に
「
公
共
の
安
全
と

秩
序
の
維
持
」
が
加
わ
り
、
「
警
察
関

係
公
益
法
人
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

第381号1990年6月1日

総
会
に
お
け
る
表
決
権

規
程

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 
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ゲームマシン (24) 第三種郵{段物認可

2人同時プレイも第 2弾、ホシステム18" 

3 
基板「エイリアンストーム」セガ社

ア
ク
シ
ョ
シ
シ
ュ

l
テ
ィ

ン
グ
を
内
容
と
し
た

T
V
ゲ

ー
ム
機
「
エ
イ
リ
ア

ン
ス
ト

4
ム
」
が
、
山
側
セ
ガ

・
エ
γ

第381号

異
星
か
ら
の
侵
略
者
を
撃

日
一

破
し
て
い
く
と
い
う
空
中
戦

1
一
ゲ
!
ム
機
「
ト
ラ
イ
ゴ
ン
」

川
一

が
、
コ
ナ
ミ
附
(
本
社
東
京
、

和
一

菱
川
文
博
社
長
)
か
ら
五
月

o一
二
十
三
日
発
売
と
な
っ
た
。

ゆ
一

こ
れ
は
異
星
か
ら
侵
略
戦

十
一

争
を
仕
掛
け
ら
れ
た
人
類
が

圧
倒
さ
れ
、
最
後
の
切
り
札

と
な
る
秘
密
兵
器
の
工
場
が

あ
る
人
工
島
に
ま
で
敵
の
攻

ゲームマシン

タ
l
プ
ラ
イ
ゼ
ス
(
本
社
東

京
、
中
山
隼
雄
社
長
)
か
ら

五
月
二
十
四
日
、
発
売
と
な

っ
た
。こ
れ
は
同
社
。
シ
ス
テ
ム

目
。
第
二
弾
で
、
ホ
ッ
ト
ド

ッ
グ
を
売
っ
て
い
る
三
人
が
、

エ
イ
リ
ア
ン
が
現
れ
た
瞬
間

々
エ
イ
リ
ア
ソ
パ
ス
タ

i
ズ
v

に
変
身
し
、
武
器
を
手
に
不

気
味
な
エ
イ
リ
ア
ン
た
ち
を

撃
退
し
て
い
く
、
と
い
う
ゲ

ー
ム
。
画
面
形
式
が
大
き
く

三
種
類
あ
り
、
格
闘
中
心
の

横
ス
ク
ロ
ー
ル
、
シ
ュ

l
テ

ィ
ン
グ
中
心
の

3
D
形
式
、

追
撃
中
心
の
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド

ス
ク
ロ
ー
ル
画
面
と
展
開
す

る
の
が
特
徴
。
二
人
同
時
プ

2
人
同
時
連
携
プ
レ
イ
で
迫
力

略
者
と
空
中
一

コ
ナ
ミ
か
ら
「
ト
ラ
イ
ゴ
ン
」
基
板

• • 

撃
が
及
ぼ
う
と
し
て
い
る
時
、

人
類
は
二
機
の
ス
ー
パ
ー
戦

闘
機
に
命
運
を
託
し
た
、
と

い
う
設
定
の
ゲ
l
ム
で
、
画

面
は
自
動
的
タ
テ
ス
ク
ロ
ー

ル
。
全
部
で
九
ス
テ
ー
ジ
展

開。

二
人
同
時
連
携
プ
レ
イ

も
可
能
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
八

方
向
レ
パ
!
と
二
つ
の
発
射

ボ
タ
ン
を
操
作
す
る
。

か

特
徴
の
あ
る
パ
ワ

l
ア
ッ• • 

通
信
機
能
付
き
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム

カ
パ
の
口
ヘ
ボ
ー
ル

ト
l
ゴ
の
「
ハ
ン
グ
リ
ー
ア
ニ
マ
ル
」

第三綬郵便物認可

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
機
「
ハ

ン
グ
リ
ー
ア
ニ
マ
ル
」
が
、

側
ト
l
ゴ
(
本
社
東
京
、
山

回
数
夫
社
長
)
か
ら
五
月
中

旬
発
売
と
な
っ
た
。

問
機
は
ラ
ン
ダ
ム
に
大
き

く
開
く
カ
パ
の
口
の
中
に
、

T
V
パ
ズ
ル
ゲ
l
ム
機
「ハ

ッ
ト
リ
ス
」
と
S
C
用
T
V

ガ
ソ
ゲ

i
ム
機
「
ア
タ
ッ
ク

ラ
ソ
ド
」
が
、
側
タ
イ
ト
l

(
本
社
東
京
、
長
谷
川
桂
祐

社
長
)
か
ら
い
ず
れ
込
五
月

上
旬
発
売
と
な
っ
た
。
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基板トリス」τ，、、ソビデオシステム製

も「アタックランド」タイトーから

ボ
ー
ル
を
次
々
と
投
げ
込
ん

で
い
く
と
い
う
ゲ
l
ム
。
う

ま
く
入
る
ご
と
に
最
上
部
の

パ
ト
ラ
イ
ト
が
点
灯
。
タ
イ

マ
ー
内
に

一
定
数
以
上
の
ボ

ー
ル
を
入
れ
る
と
、
左
下
か

ら
カ

i
ド
が
払
い
出
さ
れ
る
。

ノ、ッ トリス

Oo  

ずで3

「
ハ
ッ

ト
リ
ス
」
は
「
テ

ト
リ
ス
」
を
開
発
し
た
パ
ジ

ト
ノ
フ
氏
開
発
に
よ
る
も
の

で
、
家
庭
用
、
業
務
用
と
も

に
同
ゲ
!
ム
の
許
諾
を
得
た

B
P
S
か
ら
、
ビ
デ
オ
シ
ス

テ
ム
が
業
務
用
T
V
ゲ
!
ム

機
化
す
る
許
諾
を
得
た
も
の

で
、
タ
イ
ト
!
が
総
発
売
元

と
な
っ
た
も
の
。

ゲ
ー
ム
は
次
々
と
落
ち
て

く
る
帽
子
(
横
並
び
に
二
つ
)

を
四
方
向
レ
パ

l
で
操
作
し
、

ボ
タ
シ
で
左
右
の
帽
子
を
入

替
え
な
が
ら
、
下
に
並
ぶ
人

(
六
人
)
の
頭
に
乗
せ
て
い

く
も
の
。
帽
子
は
六
種
類
あ

り
、
一
種
類
を
同
じ
人
の
頭

に
五
つ
積
み
重
ね
る
と
五
っ

と
も
消
え
る
。
な
お
炎
む
出

現
し
、
こ
れ
は
す
で
に
積
ま

れ
て
い
る
帽
子
を
燃
や
し
て

し
ま
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、 エイ リアンストーム

レ
イ
も
可
能
。
八
方
向
レ
パ

!
と
三
つ
の
ボ
タ
ン
を
操
作
。

プ
レ
イ
ヤ
ー
は
三
人
の
。
パ

ス
タ
l
ズ
H

の
中
か
ら
一
人

を
選
択
す
る
と
、
突
然
エ
イ

リ
ア
ン
が
街
の
中
に
出
現
。

シ
ョ
ッ

ト
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
攻

撃
、
前
方
回
転
に
よ
る
突
進

攻
撃
な
ど
を
駆
使
し
、
エ
イ

リ
ア
ン
を
倒
し
て
い
く
。
市

。
フ
ラ
イ
ズ
ゲ
l
ム
機

「
パ

イ
キ

γ
グ
」
が
、
出
問
サ

γ
ワ

イ
ズ
(
本
社
東
京
、
松
下
清

社
長
)
か
ら
三
月
上
旬
以
降

発
売
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
海
賊
船
を
大
砲
で

撃
破
す
る
と
い
う
も
の
で
、

盤
面
に
パ
イ
ラ
ッ

ト
の
よ
う

に
振
り
子
運
動
を
す
る
海
賊

船
と
、
下
部
に
大
砲
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。
海
賊
船
の
船

プ
が
可
能
で
、
そ
の
主
な
も

の
は
次
の
と
お
り
。
画
面
内

を
動
き
回
っ
て
敵
を
自
動
追

尾
し
破
壊
す
る
。
ド
ラ
ゴ
ン

レ
ー
ザ
ー
。
は
最
も
迫
力
が

あ
る
。
戦
闘
機
を
補
助
し
オ

l
卜
連
射
を
行
な
う
。
戦
闘

ポ
ッ
ド
・
ト
ラ
イ
ゴ
ン
y

は
、

二
人
同
時
プ
レ
イ
の
時
に
は

協
力
し
て
使
う
こ
と
も
で
き

る
。
こ
の
ほ
か
敵
兵
器
と
弾

を
破
壊
す
る
。
光
ソ
ー
ド
ヘ

特
殊
ナ
パ

l
ム
弾
、
最
高
十

六
方
向
ま
で
増
え
て
い
く
H

ス

プ
レ
ッ
ド
。
シ
ョ
ッ

ト、

五

段
階
ま
で
ア
ッ
プ
す
る
連
射

バ
ル
カ
ン
、
ま
た
戦
闘
機
の

大
き
さ
は
幅

0
・
人
口
、
奥

行
き
二

・
五
灯
、
高
さ
二
・

二
灯
。
定
価
百
十
五
万
円
。 旬、句、

句、

街
、
工
事
現
場
な
ど
全
部
で

三
十
ニ
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
、

三
ス
テ
ー
ジ
か
ら
七
ス
テ
ー

ジ
で
一
つ
の
e
ミ
ッ
シ
ョ

y
w

を
構
成
し
、
計
六
ミ

ッ
シ
ョ

ソ
が
展
開
す
る
。
う
ち
第
五

と
第
六
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
ワ

ー
プ
も
あ
り
、
数
ス

テ
ー
ジ

先
へ
行
く
こ
と
が
で
き
る
。

ゲ
ー
ム
は
ラ
イ
フ
制
で
、
ラ

体
に
は
数
字
が
ラ
ン
ダ
ム
に

デ
ジ
タ
ル
表
示
さ
れ
る
五
つ

の
窓
が
あ
る
。
ボ
タ
ン
を
押

す
と
大
砲
か
ら
弾

(
L
E
D

表
示
)
が
発
射
さ
れ
、
真
上

に
進
ん
で
い
き
、
海
賊
船
の

い
ず
れ
か
の
窓
に
命
中
す
る

と
、
そ
の
時
に
表
示
さ
れ
て

い
る
数
字
が
得
点
と
な
る
。

窓
に
命
中
し
な
か
っ
た
場
合

は

O
点
。
三
発
の
弾
を
発
射

持
ち
数
が

一
…
機
増
え
た
り
、

段
階
的
に
ア
ッ
プ
す
る
ボ
ー

ナ
ス
得
点
な
ど
の
ア
イ
テ
ム

も
あ
る
。
戦
闘
機
の
持
ち
数

が
す
べ
て
破
壊
さ
れ
る
と
ゲ

ー
ム
終
了
と
な
る
。
基
板
販

売
の
み
で

O
P
価
絡
十
四
万

八
千
円
。

ト
ラ
イ
ゴ
ン• • 

な
お
問
機
は
通
信
機
能
付
き

で
、
数
台
並
べ
同
時
プ
レ
イ

で
の
競
技
も
可
能
。

こ
の
使
い
方
次
第
で
ゲ
i
ム

展
開
が
変
わ
っ
て
く
る
。
上

部
の
赤
い
ラ
イ
ン
ま
で
帽
子

が
積
み
上
が
っ
て
し
ま
う
と

ゲ
l
ム
終
了
。

二
人
同
時
プ

レ
イ
も
可
能
だ
が
、
こ
れ
は

対
戦
モ
!
ド
で
は
な
く
個
別

に
プ
レ
イ
す
る
も
の
。
基
板

販
売
の
み
で
定
価
十
五
万
八

千
円
。「
ア
タ
ッ
ク
ラ
ン
ド
」
は

備
え
付
け
の
ビ
1
ム
ガ
ソ
で
、

前
方
の
画
面
に
現
れ
る
敵
を

撃
破
し
て
い
く
ゲ
l
ム。

ハングリ -7ニアル

画
面
は
ア
ニ
メ
タ
ッ

チ
で
、

左
右
か
ら
コ
ミ
カ
ル
な
敵
の

t
ハ
ン
モ
'
と

n
プ
リ
ム
ジ

イ
フ
ゲ

i
ジ
が
な
く
な
る
と

ゲ
i
ム
終
了
。

同
社
で
は
向
ゲ

l
ム
機
か

ら
価
格
表
示
を
「
O
P価
格
」

か
ら

「
標
準
価
格
(
定
価
)
」

表
示
に
切
替
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。
同
ゲ
l
ム
基
板
キ
ッ

卜
定
価
十
九
万
七
千
五
百
円
、

R
O
M
キ
ッ
ト
(
六
月
上
旬

発
売
)
九
万
七
千
五
百
円
。

し
、
合
計
得
点
(
盤
面
左
下

に
表
示
)
が
十
点
以
上
に
な

れ
ば
景
品
カ
プ
セ
ル
が
払
い

出
さ
れ
る
。

o
p価
格
二
十

四
万
八
千
円
。

本
欄
掲
載
の
機
械
の
価
格

は
、
す
べ
て
「
外
税
方
式
」

に
よ
る
も
の
で
、
消
費
税
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。

カ
ワ
ク
ス
も

定
価
表
示
に

側
カ
ワ
ク
ス
(
本
社
大
阪
、

川
楠
俊
太
郎
社
長
)
で
は
こ

の
ほ
ど
、
同
社
製
品
に
つ
い

て
の
価
格
表
示
を
「
標
準
価

格
(
定
価
)
」
表
示
に
切
替

え
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

同
社
「ゴ

リ
タ
ソ
お
や
こ
」

(
本
紙
前
号
本
欄
で
紹
介
)

の
価
格
は
定
価
四
十
五
万
円

と
表
示
変
更
し
、
問
機
以
降

は
定
価
表
示
と
な
る
。

電雨吾夜3E
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メ
カ
動
物
が
歩
行

歩
く
よ
う
に
走
行
す
る
バ

ッ
テ
リ
ー
ヵ

l
「
メ
カ
ロ
ボ
・

カ
パ
」
が
、
日
邦
産
業
側
(
本

社
名
古
屋
、
問
屋
裕
造
社
長
)

か
ら
三
月
上
旬
以
降
発
売
と

な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
同
社
「
メ
カ
ロ
ボ
」

シ
リ
ー
ズ
第
二
弾
で
、
カ
パ

を
モ
デ
ル
に
し
た
も
の
。
ハ

ソ
ド
ル
操
作
で
左
右
へ
の
小

回
り
(
最
小
回
転
半
径

一

九
灯
)
が
利
き
、
ボ
タ
ン
で

パ
ッ
ク
走
行
も
で
き
る
こ
と

が
特
徴
。
ま
た
レ
バ
ー
に
よ

り
電
子
銃
発
射
音
も
出
る
。

1
0
が
腹
部
に
得
点
を
表
示

し
て
次
々
と
出
現
す
る
。
得

点
は
十
点
か
ら
五
十
点
ま
で

の
五
種
類
が
あ
る
が
、
こ
れ

と
は
別
に
×
印

(
0
点
)
も

ラ
ン
ダ
ム
に
出
て
く
る
の
で

注
意
。
一
ゲ
i
ム
三
十
秒
間

の
タ
イ
マ
ー
制
で
、
合
計
得

点
が
三
百
点
以
ょ
に
な
る
と

景
品
カ
プ
セ
ル
が
払
い
出
さ

れ
る
(
途
中
で
三
百
点
を
超

え
て
も
三
十
秒
た
つ
ま
で
ゲ

ー
ム
続
行
)
。
景
品
は
四
五

ミ
リ
と
七
五
、
、
リ
カ
プ
セ

ル
の
い

ず
れ
か
を
使
用
で
き
る
。
十

八
勺
モ
ニ
タ
ー
使
用
。
定
価

三
十
八
万
八
千
円
。

，ぇ

図
悶
悶
閉
幽
嗣
凶

ホ
ー
プ

定
置
型
乗
物
機
「
な
か
よ

し
シ
ー
ソ
ー
」
が
、
鮒
ホ
ー

プ

(
本
社
工
場
川
崎
市
、
小

野
定
良
社
長
)
か
ら
三
月
上

旬
以
降
発
売
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
丸
太
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
シ
ー
ソ
ー
で
、
動
物
と

一
緒
に
上
下
の
動
き
を
楽
し

む
も
の
。
シ
ー
ソ
ー
の

一
方

に
二
人
が
ま
た
が
っ
て
座
り
、

前
の
乗
客
の
レ
バ

l
操
作
で

「
ち
ゃ
ん
と
つ
か
ま
っ
て
て

ね
」

「
仲
良
く
遊
ぼ
う
よ
」

• 

アタックラン ド

6b-

旬、
・、
句、

「
な
か
よ
し
シ
ー

ソ
ー
」

、u

バ
ッ
テ
リ
ー
は
一
回
充
電
で

約
三
時
間
の
連
続
走
行
が
可

能
。
二
人
ま
で
乗
る
こ
と
が

で
き
る
。
定
価
八
十
五
万
円
。

• • 
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
付
金
、
。
シ
ー

ソ
ー
の
も
う
一
方
に
動
物
が

乗
っ
て
お
り
、
パ
ゾ
ダ
と
ク

マ
の
二
種
類
が
あ
る
。
い
ず

れ
も
定
価
八
十
万
円
。

，‘ 

• 
• 

ル
機

6
人
用
メ
ダ

ジ
ヤ
レ
コ
か
、
」
ソ

六
人
用
の
マ
ス
メ
ダ
ル
ゲ

!
ム
機

「ビ

ッ
グ
肌
」
が、

側
ジ
ャ
レ
コ
(
本
社
東
京
、

金
沢
義
秋
社
長
)
か
ら
六
月

中
旬
発
売
と
な
る
。

問
機
は
ル

ー
レ
ッ

ト
に
ス

ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
の
数
字
合
わ

せ
の
要
素
を
加

味
し
た
も
の
。

数
字
ル
ー
レ
ッ

ト
の
輸
が
三
つ

(
赤
、
賞
、
緑

の
三
色
)
あ
り
、

こ
れ
を
横
切
る

形
で

一
つ
の
カ

ー
ソ
ル
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
回
転
を
す
る
。

カ
ー
ソ
ル
内
に
止
ま
る
各
ル

ー
レ
ッ

ト
の
数
字
を
当
て
る

が、

三
っ

と
も
当
た
る
と
ボ

ー
ナ
ス
。
ジ
ャ
ッ
ク
ポ
ッ

ト

も
あ
る
。
価
格
未
定。
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先
英
太
郎

歩

の
足
で
歩
く
こ
と
は
拙
い
不

安
定
な
フ
ォ
ル
ム
で
は
あ
る

が
人
間
の
特
権
に
な
っ
て
い

。
ノ、、
歩
く
リ
ズ
ム
、
走
る
リ
ズ

ム
が
四
本
の
足
で
ム
走
っ
た
り

歩
い
た
り
し
て
い
る
動
物
の

場
合
よ
り
も
、
二
本
の
足
で

は
か
な
り
直
接
頭
に
響
く
の

が
脳
へ
の
良
い
刺
激
に
な

っ

て
い
っ
た
。

散
歩
と
い
う
言
葉
自
体
は

中
国
が
発
生
の
地
で
あ
り
、

薬
石
を
投
じ
た
後
、
そ
の
効

き
め
が
早
く
体
内
に
生
じ
る

よ
う
に
、
そ
こ
い
ら
を
歩
か

せ
た
医
師
の
発
明
に
よ
る
も

の
だ
、
と
東
洋
医
薬
史
で
は

説
明
し
て
い
る
。

が
、
こ
と
は
誕
の
効
き
め

だ
け
が
問
題
で
は
な
く
て
、

学
問
の
場
な
ど
に

つ
い
て
も

ギ
リ
シ
ア
の
文
献
を
探
索
す

る
と
、
雨
の
場
合
は
し
よ
う

こ
と
な
し
に
、
例
の
な
ん
と

か
織
式
の
柱
廊
の
上
に
屋
被

だ
け
が
か
か

っ
て
い
て
見
通

し
が
い
い
建
物
の
中
で
、
机
、

椅
r
ず
は
ま
だ
な
く
、
ソ
ク
ラ

テ
ス
も
生
徒
も
石
墨
の
床
の

上
に
ご
ろ
ご
ろ
検
に
な
っ
て
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
話
題
を
中
心

に
話
が
続
け
ら
れ
て
ゆ
く
よ

う
な
具
合
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

退
屈
を
す
れ
ば
中
に
は
い
び

き
を
か
い
て
寝
て
し
ま
う
不

届
き
な
生
徒
も
出
て
く
る
。

教
師
で
あ
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
も

負
け
て
は
い
な
い
。

寝
て
い
る
生
徒
の
後
ろ
に

そ
っ
と
サ
ソ
ダ
ル
の
足
音
を

忍
ば
せ
て
近
づ
き
、
お
か
ま

を
掘
る
、
生
徒
た
ち
は
見
て

視
愉
ふ
り
を
し
な
が
ら
も
、

確
り
と
こ
と
の
成
り
行
き
を

頭
に
い
れ
て
、
高
尚
な
哲
学

の
授
業
の
聞
に
男
色
に
つ
い

て
も
理
解
が
ゆ
き
と
ど
く
よ

う
で
あ
っ
た
。

晴
天
の
日
に
は
、

風
通
し
の
い
い
自
に
は
、
こ

の
ふ
た
つ
の
条
件
に
つ

い
て

は
ギ
リ
シ
ア
耕
門
学
の
訟
の
中

に
、
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
出
て
く

る
の
だ
が
、
晴
天
と
風
が
ギ

リ
シ
ア
哲
学
に
は
ほ
ぼ
必
須

の
条
件
の
よ
う
で
あ
り
、
そ

う
い
う
自
然
の
中
に
ソ
ク
ラ

テ
ス
を
囲
む
よ
う
に
し
て
、

昔
は
今
の
よ
う
に
沙
漠
化
し

て
い
な
い
、
ア
テ
ネ
の
山
道

の
遊
歩
道
、
豊
か
な
濡
れ
る

よ
う
な
下
生
え
を
踏
み
、
滴

る
よ
う
な
縁
を
た
く
わ
え
た

木
の
枝
の
下
を
、
ソ
ク
ラ
テ

ス
の
一
行
は
談
論
風
発
、
歩

を
速
め
歩
を
緩
め
進
ん
で
ゆ

く
。
歩
の
速
さ
が
思
考
速
度

の
速
さ
に
比
例
す
る
。

ギ
リ
シ
ア
哲
学
は
散
歩
の

哲
学
で
あ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス

の
学
派
が
池
遊
学
派
と
宮
わ

れ
る
由
縁
で
あ
る
。

人
類
の
学
聞
は
散
歩
に
は

じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

欝
陶
し
い
灰
色
の
濃
淡
に

閉
じ
こ
め
ら
れ
た
よ
う
な
梅

雨
空
の
下
で
も
、
歩
い
て
い

る
う
ち
に
何
と
な
く
、
エ
ラ

ソ
・
ヴ
ィ
・
タ

i
ル
、
う
き

う
き
と
ま
で
は
ゆ
か
ぬ
に
し

て
も
ほ
っ
と
し
た
感
じ
を
と

号

り
も
ど
し
て
く
る
。

日

歩
く
こ
と
の
効
用
は
、
意

3
一
識
的
な
も
の
無
意
識
的
な
も

第
一
の
を
ひ
っ
く
る
め
て
意
外
に

日
一
大
き
い
と
い
う
こ
と
を
痛
感

1
一
さ
せ
ら
れ
る
。

月一

人
間
ら
し
さ
を
生
き
か
え

同一

ら
せ
て
く
れ
も
す
る
。

O
一

森
林
を
離
れ
と
い
う
よ
り

ゅ一

も
、
木
の
枝
か
ら
地
上
に
降

い一

り
て
、
も
う
木
の
枝
に
は
戻

一
る
ま
い
、
直
畿
大
地
を
踏
み

一
し
め
て
生
活
し
て
ゆ
こ
う
と

一
決
意
を
し
た
時
か
ら
、
二
本

• • 
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そ
し
て
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今
で
も
い
い
仕
事
を
し
て

い
る
学
者
は
い
い
散
歩
を
し

て
い
る
。
ま
た
散
歩
を
し
な

が
ら
の
彼
ら
が
残
し
て
い
る

見
聞
記
は
、
み
な
例
外
な
く

非
常
に
心
地
よ
く
非
常
に
楽

し
く
、
非
常
に
爽
や
か
な
読

後
感
を
残
す
。
リ
ズ
ム
が
い

い
の
だ
。

人
の
生
。
人
の
よ
り
よ
い

も
の
を
求
め
身
を
振
り
、
婚

を
鯵
じ
る
よ
う
に
し
て
高
み

へ
と
ひ
た
す
ら
登
り
つ
め
て

ゆ
こ
う
と
す
る
学
問
、
宗
教

は
散
歩
の
リ
ズ
ム
か
ら
は
じ

ま
り
、
ま
た
そ
れ
と
同
じ
よ

う
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上

に
人
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と

で
あ
る
遊
び
も
歩
く
こ
と
、

歩
く
こ
と
の
く
り
返
し
が
生

む
リ
ズ
ム
か
ら
生
氏
ぷ
め
る
。

遊
び
と
し
て
の
轍
寵
、
あ

の

一
見
単
調
な
行
っ
た
り
き

た
り
す
る
こ
と
に
、
無
限
の

喜
び
、
と
き
め
き
を
感
じ
な

か
っ
た
子
供
た
ち
は
不
幸
で

あ
る
。押
し
て
貰
い
、
座

っ
た
ま

ま
で
乗
っ
て
い
る
。
一

枚
の

鰍
憾
の
積
板
に
、
は
じ
め
て

自
分
の
足
で
立
ち
あ
が
り
、

視
線
の
高
き
が
違
う
と
こ
ろ

か
ら
出
て
く
る
、
湧
き
あ
が

る
よ
う
な
不
安
、
足
で
横
板

を
前
へ
も

っ
と
前
へ
、
高
く

も
っ
と
高
く
、
不
安
と
引
き

換
え
に
自
分
の
手
に
入
っ
て

く
る
、
ふ
だ
ん
の
日
常
生
活

と
は
ち
が
っ
て
小
さ
く
低
く

見
え
て
く
る
自
然
の
景
観
、

漕
げ
ば
漕
ぐ
ほ
ど
高
み
へ
と

向
っ
て
ゆ
く
自
分
、
偉
く
な

っ
た
も
の
だ
と
お
も
う
充
足

感
、
も
っ
と
漕
げ
、
空
が
近

い
、
宇
宙
と

一
体
と
な
れ
、

と
い
う
感
じ
を
お
も
い
.
た
し

て
い
る
う
ち
に
、
鰍
曜
か
ら

ス
ペ

ー
ス
シ
ャ
ト
ル
へ
の
道

が
意
外
に
近
い
も
の
だ
と
気

が
つ
く
。
散
歩
、
散
歩
の
変

型
と
し
て
の
鰍
幌
、
鰍
鑓
の

変
型
と
し
て
の
ス
ペ
ー
ス
シ

ャ
ト
ル
、
子
供
の
夢
に
近
く
、

• 

」・・・行け行けスノープラザ

大
人
の
分
別
か
ら
は
遠
ざ
か

っ
て
い
っ
た
散
歩
の
ヴ
ァ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
宇
宙
に
一

番
近
く
、
宇
宙
に
一
番
興
奮

し
、
宇
宙
を
も
と
め
て
今
の

子
供
た
ち
は
T

V
ゲ
l
ム
に

時
を
忘
れ
て
熱
中
す
る
。
現

実
の
生
活
で
散
歩
を
す
る
場

を
失
な
い
、
あ
る
い
は
奪
わ

れ
た
子
供
た
ち
の
散
歩
の
揚

が
T
V
ゲ
l
ム
で
あ
り
、
子

供
た
ち
か
ら
散
歩
の
時
と
、

散
歩
の
場
を
奪
っ
て
い
る
限

り、

T
V
ゲ
l
ム
は
永
遠
に

不
滅
で
あ
ろ
う
。
散
歩
が
出

来
な
い
大
人
た
ち
の
T
V
と

同
じ
よ
う
に
。

私
た
ち
は
こ
こ
ま
で
退
歩

し
こ
こ
ま
で
退
化
し
、
要
す

る
に
こ
こ
ま
で
大
き
く
変
化

を
し
た
け
れ
ど
そ
の
根
の
深

い
と
こ
ろ
で
は
、
や
は
り
本

物
の
散
歩
を
つ
よ
く
希
求
し

て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が

充
た
せ
な
い
代
替
物
が
T
V

ゲ

l
ム
や
T
V
で
あ
る
の
だ

ろ
う
が
、
一
方
で
人
工
的
な

も
の
で
あ
る
限
り
、
そ
れ
に

は
自
ら
限
界
は
あ
る
。

政
治
も
ま
た
歩
く
こ
と
か

ら
は
じ
ま
る
。

散
歩
に
よ

っ

て
政
治
が
変
っ
て
き
た
。

い
つ
の
時
代
に
も
新
し
い

政
治
を
も
と
め
て
一
人
が
歩

き、

二
人
が
歩
き
、
そ
れ
に

賛
同
し
て
数
人
が
歩
き
、
気

が
つ
く
と
、
数
人
同
志
の
歩

く
グ
ル
ー
プ
が
数
多
く
同
じ

方
向
を
目
指
し
て
歩
い
て
い

る
。そ
う
し
て
デ
モ
が
形
成
さ

れ
る
。
デ
モ
の
原
初
形
態
は

あ
く
ま
で
散
歩
で
あ
る
。
何

か
い
い
こ
と
は
な
い
の
か
と

そ
れ
を
探
し
て
歩
い
て
い
る

人
た
ち
が
、
知
ら
な
い
間
に

デ
モ
に
ま
で
膨
れ
あ
が
り
政

治
を
変
え
て
ゆ
く
。
日
本
の

政
治
の
停
滞
の
大
き
な
原
因

は
人
人
が
自
動
車
に
た
よ
っ

て
歩
け
な
く
な
っ
た
こ
と
で

あ
る
。•• 
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• • Tecmoテクモ株式会社
TECMO，LTD. 

本社- 〒102東京都千代因区九段北4丁目 1;番34号
TEし03(222)7620 -3 (直通) FAX.03(222)7629 
4-1・34，Kudankita， Chiyoda-ku， Tokyo 102. Japan 
Phone:03(222)7630 Fax: 03(222)7629 Telex: J27174 TECMO 

総代理庖

TECMO， LTD 

〒167策京都杉並区清水1-8-4東蛮ピル
TOA BLDG. I・8-4SHIMIZU. SUGINAM卜KU.
TOKYo. 167 JAPAN 
TEL03 (5397) 051 1 (代表)FAX03 (5397) 4755 

亜プラジ回V 株式会社
TOAPLAN Co.，Ltd. 

開発・製造元
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テーブル型TVゲーム機 (TABlEVIDEOS) 

問 機種名(メーカー名) 評価
川 fiXODEl(MANUFACTURER) (RATING) 

ー

@

3

。6

'1. 
かげ

白

"

が
唱
E

0

・C 
~ne司S

アップライト、コックピット型TVゲーム機
|潟 機種名(メーカー名) (UPRIGHT / COCKPIT VIDEOS) 

1111 MODEl (MANUFACTURERI 評価(RATING)

• 1 • 

1 1i現場の娘 II (:カプコン)
Mercs (Capcom) ....……・・・・・・・・・……・.. . . . .一・….. . . . . . • . . 8 . 05 

4 0'， Y; ¥; (セガ杜)
M.V.P. (Sega) ....…ー・・・ー………一…ー・…ー・・・・・・・・・・…'7.53

3 エイリアンズ(コナミ)
Ahens (Konami) ・……・・・・・・……・…・..…・.. . . . . . .…. . . . .一7.50

3 1 W G P(デラックス) (タイトー)
WGP (Deluxe) (Taito) ・・…・ー・・・・・・・・・・・…・・・・・・・・….. . . . . .8 . 13 

4 4 ピーストパスターズ (SN K) 
Beast Busters (SNK)・・・・・…ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・7.93

o 7 ライン ・オブ ・ファイア(セグ杜)
line of Fire (Sega) 一…・ ・・・…・・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・7.67

o 8 ファイ ナルラ yプ(スタンダード) (ナムコ)
Final lap (Standard) (Namco) .............................. "7.66 

ーシングヒーロー(セyゲ社)
7 5 Racing Hero (Sega)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7.65
@ ハー ド・ドライピング(アタ リゲームズ/ナムコ)
10 Hard Drivin' (Atari Games/Namco) ........................7.40 

。
2 

テトリス(セガ社)
Tetris (Sega) …・・・・・・・・・………一.. . . . . . . . . . • . . . . . . .…・・・・・・・・7.45

o 7 コラムス(セガ社)
Columns (Sega) ・・・一.. . . . • .. .. .. . . . . • . . . . .…・・・・・・・・・・…・・・・・・・・7.44

8 ファイナノレファ イト(カプコ ン)
Final Fight (Capcom) ー・・・・・・…一一・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・7.36

パロディウスだノ (コナ ミ)
Parodius (Konami) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7.26

5 ラフレーサー(セカ相ー)
Rough Racer (Sega) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7.15

2 カダッシュ(;タイト ー)
Cadash (Taito) ..…ぃ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・…・・・・・・・・7.13

あしたのジョー(タイトー)
10 9Success Joe(Tami--…………………-………"6.89 

⑪ スーパーマスタース:(セガ社)
17 Super Masters (Sega)…一.. . . . . . . . . . . . • . . . . . . . . 6 . 71 

ハテナ?の大冒険 (カプコン)
Adventure QUIZ n僑 (Capcom).....……. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .6 . 64 

。
@ 

8 

9 

12 12 

9 スーノぞーモナコGP(デラ ックス) (セYゲ杜)
Super Monaco GP (Deluxe) (Sega) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7.39

ビッグラン (ジャレコ)
10 Big Run (Jaleco) ..................・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・….....7.38

6 ノ〈トルシャーク (タイトー)
Battle Shark (Taito) .一-・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…....6.94

オペレーション ・サンダーボルト (タイトー)
Operation Thunderbolt (Talto) ......一…・・・・・・ー…ー・・・・….6.80

9 

1 1 

G-LOC (デラックス) (セカ寸土)
G-lOC (Deluxe) (Sega) ...........…・・・・・・・・・・…・・・・・・・・…'8.92

2 ファイナノレラップ(デラ ックス) (ナムコ)
Final lap (Deluxe) (Namco) .…・・・・・・・・・・・….. . . . . . . . . . . . . . . .8 . 46 

• I • 

cずか

• I • 

Pシステム第10聾発表記念カフコシ・プライベートショーの」

6月18日(月)東京ヒルトンホテル知恩ω
19日(火)大阪ヒルトンホテル舵思m

l 昨年第l弾ロストワールドの発表以来、 CPシステムの各ゲームはお蔭織でご好評
いただき、 この度のrチキチキボーイズJで第10作自となります。この記念すべき作

昂の発表会を左記スケジュールで催し、ご説明申し上げたいと考えますので、 ご多

忙中恐れ入りますがご参加いただきますようご案内申しあげます。

12 12 

@ アウトラン (デラ ックス) (セガ社)
14 
Out Run (Oeluxe) (Sega). ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6.54

ターボアウトラン (セガ社)
Turbo Out Run (Sega)・・…・・・・・・・・・……・・・・・・・・…・・・・・・・….6.40

@ ウイニンクーラン鈴鹿GP (ナムコ)
16 
Winning Run-Suzuka GP (Namco) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一.....6.35

@ クルードパスター(データイ ースト )
14 
Two Crude (Crude Buster] (Data East) .......…・・・・・・・・…6.57

-fil: frl ~ñ捕物帳(タイトー)
14 13buIZ Detective Story養 (Taito)…・…………一………・…6.32

15 10 

16 15 

17 11 

@ 

麻雀TVゲーム機 (MAHJONGVIDEOS) 

l 麻雀大予言(ビデオシステム)
Mahjong Prediction毎 (Video System)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7.10

14 15 

カプコンワール ド (カプコン)
Capcom World川Capcom)..一一.. • . . . . .…・・・・ . . . .. . . . . . • • • 6 . 29 

ワール ドカップ '90(テクモ)
World Cup '90 (丁目mo).......................................6.14

キャメル トライ(タイ トー)
Camel Try (Taito)・・・・・….. . . . . . . • • . . . . • . . . . • . . . . . • . . . . . • • • . . . • • • 6 . 12 

ハッ トリ ス(ビデオシステム/タイト ー)
Hatris (Video System/T aito) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・….. . • • • • . . . . 6 . 01 @ 

メジャータイ トル(アイレム)
Major Title (Irem)..…・・・・・・・・・・……・・………一...一・・……'6.00

1 9 4 1 (カプコン)
1 941 (Capcom) ……・・・・……・……・・・ー・…・・・・・・・・・・・…"5.95

GT 29 ~I=~スーパースタース~ (テクノス)
29 
WWF Super Stars (Technos) ..一一・・・・・・………・・・……・・・5.75

スーパーフォ ー ミュ ラ (ビデオシステム/タイトー)
Super Formula (Video System!Taito) ・ー・・・・・・……・・・・・・・・5.72

⑪ 22 

20 16 

22 19 

。7 祇園花(日本物産)
Gion Flower養 (Nichibutsu).................................... 5.56 

@ 麻雀ファンクラブ(ビデオシステム)
12 Mahjong Groupie* (Video System)・.• • • • • • • • • • • • • • • .…....5.20 

プロクシード(セガ杜)
Bloxeed (Sega)・・・…・ー・・・・・…・・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・….......5.65

@ ワール ドスタジアム '89(ナムコ)
26 
World Stadium '89 (Namco)…ー・ ・・……・…・・….......5.63

@ ツドランド(ジャレコ)
35 Rod land (Jaleco)・・・・・・・・・ 一.. • • • • • • . . . . . . . . • . . . . . . 5 . 63 

23 23 

• The Tradluonal Ja口aneseGames or Japanese OUIZ Game. etc. 

。
2

3

4

5
評価

(RATlNGl 

制査ロケーシヨンの紋置機績を売上げと人気度か勺見たランtf守けで、告オベレーターの判断
によるデータを集計、その平幼値を示したもの。数字の意味は 10 これ以よない爆発的な人気

と売上げ、9:すばらしい人気と売上げ、 8 大変いい人気と売上げ、 7 いい人気と売上げ、
6 :草あいい人気と売上げ、 5 平均的なもの、 4・平均以下(以下省略)

f 

? ?お鹿のイメージb新する守t~ バ‘氷
-['Jo， 

，，1-

~ 

New Concept II 

麻雀レディーハンター (日本物産)
Mahjong The lady-hunter静 (Nichibutsu).................. 6.56 

2 麻雀ねらえノ トップスター(日本物産)
Mahjong Top Star勢 (N ichibutsu) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・6.16

STATUS 

• I • 
• 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 

フリ ッノ〈ー (FlIPPERS) 旬.

ワールウイン ド(ウィリアムズ)
Whirl Wind (Williams) .....…・・…・・・・・・・・・・・・….. . . • • • . . . . .. . 8 . 50 

2 エルパイラ (ミッドウェー)
Elvira (Midway)・・・・・・・・・・・…….. . . . . . . . . . . . . . . . . . • .…・・・・・・・・・7.50

基板売りも、ロムキッ ト売りも
お申受It致します。オペラ座の怪人 (データイース ト)

Phantom of The Opera (Data East)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7.34

3 マンテーナイト ・フットボール(データイ ース ト)
Monday Night Football (Data East)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7.00

4 アースシェイカー (ウィリアムズ)
Earthshaker (Williams) ・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・7.00

1 

• カヲコs，レーg，s，q手o S/A参織f
I~ナソニックF3 第4戦 6/9②・ 10⑤|野党とデ|

• 
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tober 1975， became director in 1980， 
executive director responsible for 
control in 1981， representative dir-
ector in 1986， and representative man-
aging director in 1988. 

ln January 1988， Namco caused its 

shares to be listed on the 2nd Section 
of Tokyo Stock Exchange. The largest 
shareholders are Masaya Nakamura 
and his holding company occupying 
47.2% of total. T. Manabe Was Apptd 

Namco's New President M. Suzuki Has Assumed 

President of Taito US •• 

Taito Corp.， Tokyo， and Taito 
America Corp.， Wheeling， lL， an-
nounced that Minoru Suzuki，. director 
of international sale division of Taito 
Corp.， will assume the position of pre-
sident of Taito America Corp.， and 
will be responsible for the entire U.S. 
operation in his capacity. lt was an-
nounced on May 15. 
“The purpose of this change is to 
improve our services to customers 
through a closer business link between 
the Unied States and Japan. This 
change was made to comply with 

Taito Corpo-
ration's new 
management 
strategies for 
globalization 
in an effort 
to streng由en
sales， stabi-
lize company 
policies and 
mcrease man-
agement ef-

ficiency. This 
stronger management ability wiJ1 es-
tablish a communication chain be-
tween the manufacturer， distributor 
and operator，" Taito said. 

Masaya Nakamura Tadashi Manabe Namio Ichikawa 

On May 2， Namco Limited， Tokyo， 
announced that Masaya Nakamura， 
president， wi1l be promoted to chair-
man， Tadashi Manabe， representative 
managing director， will be promoted 
to president， and Namio Ichikawa， rep-
resentative managing director， will be 
promoted to vice-president. These 
changes will be effected as of June 28 
through the regular general meeting 

of shareholders and that of the board 
of directors to be held on that day. 
Officers as chairman and vice-president 
will be newly instal1ed. 
Founded in June 1955 as Naka-
mura Seisakusho Limited by Masaya 
Nakamura， founder， Namco was re・
named the present name in 1977. lt 
established Namco America lnc.， Sun-
nyvale CA in 1979， and Namco parti-
cipated in management of Atari Games 
Corp.， Sycamore， CA in 1985， by ac-
quiring about 45% of its shares. The 
current changes of the top manage-
ment reflect the circumstances in 
which Namco entered into its 35th 

year of foundation， and Mr. Nakamura 
has become busy with activities as of-
ficers of Japan Amusement Machinery 
Manufacturers Assoc凶 ion(JAMMA) 
and other associations. From June 28 
on， Namco will furthermore strength-
en the teamwork of management. 

After graduating from the depart-
ment of economics， Chuo University， 
in 1957， Tadashi Manabe， 58， entered 
Namco in October 1964， became di-
rector also serving as chief of general 
affairs section in 1972， exectuvie di-
rector responsible for operations in 
1981， representative director in 1985 
and representative managing director 
in 1986. He is a veteran officer whose 
management experience is the second 

longest next only to Nakamura. Namio 

lchikawa， 57， graduated from the liter-
ature department of the University of 
Tokyo in 1957， entered Namco in Oc-

Minoru Suzuki 

• • 

~~Osaka AM Show '90" Before this announcement， the real 
drama took place in the executive of-
fices of Taito America since April 16. 
Joe Dil1ion， president of Taito Amer・
ica， suddenly left the company. He an-
nounced“This is a most important 
year for Taito in its attempt to be a 
public1y listed corporation in Japan. 
Therewas a confljct in management 
philosophies. New management wishes 
to be complete control to apply suc-
cessful Japanese business philosophy." 
He said “1 have the utmost respect for 
the Kogan family and their representa-
tive G. W. Moseley， and 1 wish Taito 
and all the employees success." 
Joe Dillon wil1 start a sales organi-
zation to represent major video prod-
uct lines worldwide， as the “Dillion 
Associates. " 

Was Cancelled By AOU 
， 

“AOU Expo in Osaka 90" was can-
cel1ed. The venue and schedule for 
another event “AOU Expo '91" re-
main yet to be determined. According 
to the year1y plan (from April 1， 1990 
to March 31， 1991) made by the Fed-
eration of Local Amusement Opera-
tors' Association (FLAAjpolularly 
called AOU)，“AOU Expo" has been 
scheduled to be held in Tokyo and 
Osaka. So far， however， only a trade 
show in Tokyo is on the planned show 
list. 
“AOU Expo in Osaka 90" was plan-
ned as an event to take over“Game 
Festival in Osaka 89" (July 1-2， Intex 
Osaka) held last year. According to the 
original plan， FLAA was going to hold 
it as“Osaka AM Show 90" on June 30 
-July 1， Intex Osaka. However， main 
exhibiting companies which partici-
pated in“Game Festival in Osaka 
・89"，decided not to participate in this 
year's“Osaka AM Show"， as the last 
year's show imposed much burden on 
them and was not beneficial. Concern-
ing it， FLAA entrusted Osaka Amuse-
ment Operators Association with the 
solution of that problem. Since the 
Osaka operators association believed 
that last year's show in Osaka was a 
great success， they felt at a loss about 
the intention of exhibitors， but unwil1-
ingly decided to suspend“AOU Expo 
in Osaka 90ぺandannounced thereof 
in mid-Apri1. 
The decision has been considerably 
affected by the fact that chairman of 
the Os水aoperators association， Yasu・
zo Umehara， is also chairman of FL-
AA. The current announcement that 

“the show has been suspended"， was 
made as "the show is postponed". ln 
reply to the question by which time it 
will be postponed， Umehara said that 
“1 wonder by which time it is postpon-
ed"， as if it were another's affair.At 
this reply all expected exhibitors (i.e 
manufacturers of coin-op games and 
kiddie rides in the main) are amazed， 
but on the other hand， felt released as 
the show in Osaka was suspended. 

•• 

MODERN PRODUCTS 
FOR 

{f!Þ\lR1U色γ (f!þ\~τïA~γ

，、

• • 
イギリスのミニ遊園地を

日本で作りませんか?

機種もいろいろそろって

います。

当社では資料をとりそろ

えて、ご相談をお待ちし

ております。

Editor: MasumiAkagi 

Amusement Press， Inc. 
18-2， Doyamacho， Kita-ku， 
Osaka， 530 Japan 
faxphone (81) 6・314・3821。1990Amusement Press， Inc. 

販売・施工・サービス

A~AHI E~GI~EERING (0.. Ltd 
MADE IN ENGLAND 

MODERN PRODUCTS 
(Lindsey) LTD.， 

司すミ株式会社
五本社'c.サービスセンター干101
暁阪重信・サービスセンター干561

-・ 朝日エンジニアリング株式会社
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